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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　目覚めたとき、部屋が妙に赤く見えたとしたら……。

　そのときは赤い部屋という都市伝説を思いだすことだ。

　それは夢でも現実でもない。再び目を閉じれば、いつもと変化のない自分の部屋で目覚めるだろう。そうすれば何も起こらない。

　ただ、赤い部屋で目覚めたときの禁きん忌きがひとつだけ存在する。

　それはベッドから出てはいけないということだ。

　ベッドから立ちあがり部屋を歩き回った時点でほぼ赤い部屋に囚とらわれている。その場合、すぐさまベッドに戻って目を閉じなければならない。この時点ならまだ間に合う可能性がある。目覚めたときに赤い部屋のことは忘れ何もなかったことになる。

　しかし、扉を開け部屋から出てしまった場合。

　もう元の世界には戻れない。

　夢と現実の狭はざ間まを永遠にさまようことになる……。










　前まえ田だは妙な夢を見た。

　夢の中で寝ている夢だ。ベッドに横になっている感覚がある、というありきたりな夢。

　最初はほんの数分の感覚だった。

　次の日に起きたとき、そんな夢は忘れていた。しかし、再び次の日にそんな夢を見た。ただベッドの上で横になっているという夢……。

　その日、目を開けてみることにした。

　天井が見えた。それは自分の部屋の天井だった。しかし、なんだか視界がぼんやりとしており、いつもの風景と微妙に違う気がした。

　さらに次の日、前田はベッドから体を起こしてみることにした。

　やはり何かが違った。現実でもない、かといって夢でもない体の感覚。

　その次の日、部屋を歩き回ってみた。

　そして、前田はドアノブに手をかけ扉を開いた……。
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【現実世界８・10】




　──八月十日。

　東京は街というよりも機械だった。

　これほど暑くても目の前を走る中ちゆう央おう線は時間どおりに走り、どの店も通常営業をしている。東京には例外がなかった。

　汚れたニューヨークやパリの街に比べ、何な故ぜこれほどに東京は美しく機能的に保たれているのか。大都市でありながら犯罪は少なく暴動も起こらない。深夜に女性がひとりで出歩ける都市であり、世界有数の経済大国の中枢である。世界がどれほど混乱しようとも、東京という街は効率的でいて機械のような繊せん細さいさを保っている。

　前まえ田だはコーヒーショップのテラス席に座っていた。強きよう烈れつな日差しは目の前のアスファルトを熱し、タクシーが排ガスをまき散らしながら走り去っていった。

「……あなたの言っていること、わからない」

　目の前には困こん惑わくした表情の女子が座っている。前田が買ってやったアイスティには口をつけず、ストローの先を人差し指で撫なでるように触ったあと赤いフレームの眼鏡めがねに指を添えた。先ほどからミュールのかかとで床をとんとんと叩たたいている。

「だから、説明したとおりなんだよ」

「私、図書館に行く、から」

　高たか橋はし悠ゆ羽う美みは上うわ目め遣づかいの視線を向けた。

「図書館行く前に話ぐらい聞いてくれてもいいだろ」

　悠羽美は夏休みに、中なか野の駅近くの図書館に通っている。学校のサークル、３Ｓのメンバーであるが、彼女の携帯の電話番号は知らなかったので、前田はコーヒーショップのテラス席で悠羽美を待ち伏せていたのだ。

「お前は俺おれに借りがあるはずだ。魔王の部下だったお前を斬きって俺は聖戦士となり、魔王討とう伐ばつを成功させた。だから東京スフィアのお前のアバターも無事だった」

　七月に開かい催さいされたＸゲーム、タクティクス東京でのことだ。正確には前田が魔王討伐を成功させたのではないが、討伐に貢こう献けんしたことは確かなのだ。

　悠羽美は瞳ひとみを瞬またたいた。悠羽美も夏休みは私服姿で、キュロットスカートとだぶだぶのシャツ姿で全体的にモノトーン調だった。

「そういえば、そのときのお礼とか言われてないよな。別にさあ、いいんだけど、なんていうか同じサークルのメンバーだからこそ、ちょっとした気遣いが必要だよなあ」

　悠ゆ羽う美みはむっとした表情になった。

「その結果については、悪くなかったと考えてる。金銭的な感じですむなら相談に乗って折り合いをつけても……」

「え、それってまったくお礼を言ってないよな。だって逆に気分が悪くなったし」

　前まえ田だが言うと、悠羽美はそっぽを向いた。

「もういいよ。そんな感じなら図書館に行っちまえよ」

　前田が吐き捨てると、悠羽美はすっくと立ちあがり歩いていった。

　前田は頭を抱かかえた。確かに悠羽美の態度も仕方なくはあるのだ。前田自身でさえも、何が言いたいのか整理できていなかった。それでも、何か胸むな騒さわぎがする。誰だれかに伝えなければならないとの使命感だった。

「くそ、どうすればいいんだ……」

　テーブルに置いていたアイスコーヒーはすでに氷が解け泥水のようになっている。

「……もう一回だけ聞かせて」

　顔を上げると、図書館に行ったはずの悠羽美が立っていた。彼女は両手に持った鞄かばんを腰の前に下げ、前田の言葉を待っているように見えた。

「だから……」

　前田は言葉を止めた。何か悠羽美の興味を惹ひき、納なつ得とくさせられる言葉はないものだろうか。これが彼女を引き留められる最後のチャンスかもしれない。前田は必死で思いだす。細切れにちぎれた記憶の中に、使える情報はなかっただろうか……。

　そのとき、前田の頭にバシッとひらめいた場面があった。

「なあ高たか橋はし。高橋ってほくろがないんだよな」

「は？」

「でも、お前って体全体で唯ゆい一いつ右胸に一つだけないか？　で、それを気にしているとかあったりするか？」

　その言葉に悠羽美の表情が変わり、右胸を隠す仕草をした。

「あ、やっぱりそうなのか。なあ、そうなんだろ？」

　前田はがばっと立ちあがり、悠羽美の手を取った。

「右胸の先っぽ付近にほくろが……」

　バシッと音がして、前田は悠羽美の平手打ちを食らった。唖あ然ぜんとする前田を残し、悠羽美はスタスタと図書館方向に歩き去っていった。隣の席のカップルが目を丸くして視線を向けていたが、前田は恥ずかしさを感じる余裕すらなく席にへたり込んだ。

「やっぱり駄だ目めでしたね」

　前田の背後ですっと立ちあがったのは雪ゆき村むらだった。雪村も３Ｓのメンバーであり、前田の一学年下の後こう輩はいだった。

「悠ゆ羽う美みさんの反応も当然というか」

　ベースボールキャップを脱いだ雪ゆき村むらは困こん惑わく気味だ。悠羽美と会う前に雪村にも相談していたのだが、悠羽美と同じく怪け訝げんな顔をされるだけだった。

「なんの根拠もない話というか、どう反応していいかわからないっていうか」

「胸むな騒さわぎがするんだよ。俺おれは何か警告を受けている、ような気がする」

　いつからだかわからないが、妙な映像が頭に浮かぶのだ。サークルのメンバーが危機に陥おちいっているようだが内容はよくわからない。他ほかにも恐ろしいシーンを見たような気がする。そして理由はわからないが、この事実を自分ひとりで抱かかえているわけにはいかないという確信があった。悠羽美が困難に陥っているシーンも見たような気がする。しかし、当の彼女はあの態度だ。前まえ田だはアイスコーヒーに口をつけぬるさに顔をしかめた。

「僕も先せん輩ぱいがなんでこんなに必死になっているのかちょっと……」

「なあ雪村。俺って、いつの間にか未来が見えるようになっていた、とかないかな。世界の未来の情報を俺は見ているんだよ」

　宇宙の法則からいうと、未来も過去も同じようなものらしい。時間という概がい念ねんは基本的に存在しないからだ。そして、すでに決まっている未来の映像を前田は見ているとしたら。

「世界の未来っていうのは、ちょっと僕ら平凡な高校生にはあれですね」

　雪村は苦笑いを浮かべたあと、ふと思いだしたように続けた。

「東京限定だとするなら、思い当たる人はいるんですがね」

「東京限定か……。でも、あんまりあの子の映像は見ないんだよな」

　そういえば遙はる花かとは昨日偶然に駅前で会った。多少会話した程度だが、そのときから焦しよう燥そう感かんが強くなったような気もする。そんなことを回想しながら前田はふと気づいた。

「やべえ、これからもうひとりと会うんだった。雪村はもう行っていいよ。お前のクラス、今夜河原かわらでバーベキューで買い出しに行くんだろ。それに、ふたりでいると、ルール違反だとかぐたぐた陰湿に絡からまれるかもしれないし」

「ああ、繭まゆ子こさんにも相談するんですね。でも、ちょっと気をつけたほうがいいですよ。悠羽美さんの平手打ちですまない可能性がありますから」

　雪村は心配そうに言うと立ちあがった。

「大丈夫、大丈夫。あのひと、公共の場所じゃ暴力とか振るわないからさ」

　雪村は前田に手を振り駅へと向かったが、すぐに振り返った。

「先輩、ちょっとゆっくりしたほうがいいんじゃないですか。やっぱ、疲れてますよ」

　雪村は歩き去っていく。前田は雪村の後ろ姿を見送りながらため息を吐ついた。やはり雪村でさえも困惑している。こうなったら繭子に相談するしかなかった。彼女は自分勝手で冷れい酷こくで陰湿で暴力的であるが、物事をフェアに扱ってくれることは確かだった。

　前田はぼんやりと雪村の消えた道路を眺ながめた。陽かげ炎ろうが立ち上り空間が歪ゆがんでいるかのようだった。淀よどんだ灰色の景色を見ていると胸が苦しくなる。東京の風景はこうだったろうか。まるで濁にごったどぶ川に立っているようだ。

　ふと、涼しげな風を感じた。道路をこちらに向かって歩いてくる女性がいたのだ。水色のワンピースと丸いつばの真っ白な帽子を被かぶった彼女は不快な夏を感じさせず、周囲に清涼感をもたらしていた。

　前まえ田だは立ちあがって彼女を待った。基本的に繭まゆ子こはお嬢様であり、表向きは優やさしく可愛かわいらしい女の子であるのだ。サークルで見せる歪ゆがんだ一面は、そのストレスの発散なのかもしれない。

　帽子を深く被った彼女が目の前で立ち止まる。風が吹きワンピースの裾すそがふわりと揺れた。

「お疲れ様です。今日はちょっと話が……」

　彼女は下を向いたまま「ふふっ」と笑った。前田は顔をしかめた。繭子にしては背格好や肌はだの色が微妙に違う……。

「ふふふ、騙だまされましたね、前田君」

　彼女は帽子を取って微笑ほほえんだ。

「は、遙はる花か、ちゃん……」

　目の前に立っているのは遙花だった。前田は遙花をこの場所に誘ってはいない。悠ゆ羽う美みを待ち伏せし繭子と会うだけのスケジュールだった。

「なんでここに？」

「……デートのピンチヒッターといったところ、かな」

　遙花は平然と言った。前田は遙花の表情を見て察した。繭子はこの暑い街まち中なかに出てくることが面倒になり、遙花に自分の服を着せて送りだしたのだ。

「私じゃ、不服ですか？」

　遙花はちらりと前田に視線を向け、不満げな表情を見せた。

「い、いや、そんなことないよ。それに、繭子さんとはデートじゃなくて、ちょっと相談に乗ってもらいたかっただけなんだ」

「サークルの部長として私が相談に乗ってあげてもいいよ」

「まあ、それほど急を要することじゃないから、後々でいいや」

「じゃあ一緒に遊びに行こうか。気分転換にもなるしね」

　遙花は椅い子すに腰を下ろす。繭子のワンピースなのか丈たけが短めで無防備なほどに足が露ろ出しゆつし、薄い生地で胸のラインまではっきりと見える。彼女は太ももの上に白い帽子をそっと置いた。

「遊びに行くなら日常を忘れるような場所がいいかな」

　前田は遙花から少しだけ視線をずらした。彼女の後ろに座っている女性は真まっ赤かなトマトジュースを飲んでいた。

「じゃあ、エーゲ海のミコノス島は？　ミコノスにはね三百六十五の教会があって、毎日どこかの教会がお祭りをやっているんだって。ね、前田君にぴったりの場所でしょ」

　無む垢くな笑顔の彼女を見て前まえ田だは思った。遙はる花かに聞いてみるのも悪くないかもしれない。もしかしたら、前田の悩みを解決してくれる可能性もある。彼女の意外性にかけてみてもいい。

「なあ、遙花ちゃんは変な夢、みたいなものを見ないか？」

「変な夢？」

　前田の率直な質問に、遙花はきょとんとしている。

「そう。例えばサークルのメンバーとかクラスメイトが出てきたり」

　はっきりと憶おぼえていないが、前田はそんな夢を見ている気がする。それも普通の夢ではなく、妙に現実感と立体感があり痛みを伴う。リアルに刷り込まれたような記憶の断片は現実にまで侵食し、ずっと前田を苦しめているのだが、悠ゆ羽う美みも雪ゆき村むらも理解してはくれなかった。

「……見るよ」

　遙花の言葉に、前田ははっと顔を上げた。

「サークルのメンバーは出てきたかなあ。でも、前田君は出てきたような気がする」

　やはり遙花は何か感じ取っているのではないだろうか。例えば、この東京の危機のようなものを……。

「それで、どうだった？」

「……優やさしくしてくれた」

　身を乗りだす前田に対し、何な故ぜか遙花は顔を赤らめてうつむいた。

「え、優しくしてくれたって、誰だれが？」

「前田君が……私に」

　前田は呆ぼう然ぜんと遙花の顔を見つめてから、やっと真意に気づいた。彼女は本当に夢の話をしていたのだ。

「あと、前田君と夜にふたりきりで月や星を眺ながめたり、そんな感じ……」

「あ、うん」

　恥ずかしげに話す遙花を前に、前田はそれ以上何も言えなかった。頭上を見上げると、巨大な入道雲が空を占拠していた。

　ああ夏だ、と、そう思った。




　　　　＊




　高たか橋はし悠羽美は区立図書館の自習室に座っていた。

　ふと顔を上げると、周囲にはほとんど人ひと気けがなくなっていた。自習室の時計を見ると、午後八時五十分を指していた。午後九時の閉館まであと十分だった。

　悠羽美は格闘術の本を開きながら窓を向く。外はすでに暗くなっていた。さらに五分が過ぎ、閉館のアナウンスが館内に流れ始める。

　悠ゆ羽う美みは机の上を見て首を傾かしげた。横に積んである数冊の本は、気づかない間に自分が持ってきたのだろうか。パサージュ論、環境学、利己的な遺伝子、サイバーアーキテクチャ、蜘く蛛もの生態……。

「痛っ」

　本を閉じたときに指先を切ってしまった。人差し指を見ると、真まっ赤かな血が水すい泡ほうのように膨ふくらんでいる。その血を見て妙な感覚にとらわれた。

　悠羽美は再び時計に目をやった。もうすぐ閉館時間の午後九時。図書館の壁かべに掛かっているのは一秒の狂いもない電波時計だ。秒針はさらに回りあと数十秒で九時となる。どくんと心臓が波打った。

「……午後九時」

　悠羽美は耳鳴りに顔をしかめた。視界がぐらっと揺らめいている。それでも時計から視線を外せなかった。午後九時まであと数秒……。

　午後九時になる寸前、悠羽美は思いだした。

　そうだ、悪夢はずっと続いていた。今日もまた始まるのだ。悪夢の始まりは午後九時。

　いつから始まったのだろうか。そうだ、最初の異変は確か八月の──。

　十日前の、八月一日ついたち、午後九時だ……。

　悠羽美は首を振りつぶやいた。

「……わかってあげられなくて、ごめんなさい」




　　　　＊




　──八月一日。

　雪ゆき村むらは夜の校庭にいた。八月一日の今日は、生徒主しゆ催さいのイベントがあるのだ。部活などで出店された屋台もありカレーやかき氷が振る舞われている。毎年八月一日に行われるキャンプファイヤーイベントだった。

　雪村はぼんやりとベンチに座っていた。クラスメイトと一緒にはしゃぎ回る気分ではなかった。自分の精神の高こう揚ようピークは昨日だったからだ。

　雪村は昨日の七月三十一日に大きなイベントを終えたばかりなのだ。それはタクティクス東京。魔王を討とう伐ばつし東京を守るというＸゲームは、人間サイドの勝利で幕を閉じた。それからたった一日しか経たっておらず、燃え尽きたような状態となっていた。

　クラスメイトに囲まれ楽しげにかき氷を食べている遙はる花かの姿が見えた。彼女にとっては魔王討伐はすでに過去のものとなっている。青あお原ばら遙花は表現するなら現在なのだ。常に今を楽しく激しく生きている。

　遙花と同じクラスである前まえ田だはこのイベントに来ていない。やはりＸゲームの精神的疲労から寝込んでいるのだ。学校に来る前に家に行ったのだが、応対に出てきたのは前まえ田だの姪めいっ子の愛あい理りだった。今日は彼女の両親が不在であるため、「私がついていなきゃいけないの」との愛理の言動は微笑ほほえましかった。

　雪ゆき村むらはベンチから立ちあがり、陸上部がやっている焼きそば屋台へと向かった。愛理にお土産みやげを持っていくと約束していたのだ。寝込んでいる前田の分も含め、何か適当に持って帰らねばならなかった。

　ちなみにイベントは一、二年だけの参加で、繭まゆ子こなど三年の姿はない。推すい薦せんが決まっている繭子は受験勉強など必要ないのだが、Ｘゲームの後処理などで忙しいようだ。今日も今後の東京スフィアの方針や再生計画を練るため、関係者やストライカーを集めての会議などがあるらしかった。

　スフィアワールド再生計画の第一歩である『タクティクス東京』は成功を収めた。スフィアシステムを利用したゲームとその未来性を一般人にもアピールしたのだ。スフィアの仮想ワールドは崩ほう壊かい前以上に発展する可能性もあった。仮想世界のみで行われていた内向的なゲームから現実の外部へと拡大した。

　そして、その再生の鍵かぎとなるのがストライカーだ。崩壊前のワールドを遙はる花かなどのトップストライカーが導いたように、新たなストライカーが必要とされるはずだ。

　焼きそば屋台に向かっていた雪村は、制服姿の女子生徒の後ろ姿を見て足を止めた。集団から抜けて校門に向かっているのは悠ゆ羽う美みだ。イベントから抜けて帰るようだった。彼女は今後もサークル活動を続けながら、トップストライカーを目指すのだろうか。

　腕時計を見ると、午後八時五十分となっていた。

　校庭の中央で歓声が上がった。キャンプファイヤーに火がつけられたのだ。真まっ赤かな炎が立ち上り、火の粉が空へと舞い上がっていく。

　それは平和な夏休みの光景だった。




　　　　＊




　──八月四日。

　……ここはどこだ？

　前田は自分の部屋の中で立ち尽くしていた。

　ここは自分の部屋ではあるが、明らかに自分の部屋とは違った。改造して造ったガレージハウスだったが異様に無機質に見える。焦点が合わないというか、全体的にぼんやりと見えた。

（……夢か？）

　これはここのところ毎日見る夢だ。気づくとベッドで寝ている夢。そんなことを考えると妙に胸むな騒さわぎがした。

　前まえ田だはついに立ちあがってしまった。夢と現実の境界線であるベッドから出てしまったのだ。夢の世界を自らの意志でうろついている自分は元の世界に戻れるのか……。

　壁かべに掛かった時計を見ると、ちょうど午後九時を回ったところだった。

　前田はしばらく迷って外への扉に手をかけた。ドアノブを握ると手のひらにひんやりとした感触があった。これは本当に夢の世界なのだろうか。夢というのは、ここまで意識がはっきりとしているものなのか。そして、外に出ていいものなのだろうか。よく聞く都市伝説では、夢の世界で歩き回ることはタブー視されている。

　前田は外への扉を少しだけ開けた。

　同時に悲鳴が聞こえた。耳をつんざくような女性の声はここから近い。さらに悲鳴は断続的に続き、しばらくしてやっと消えていく。

　前田はドスンと扉を閉めた。しかしその悲鳴が発端となったのか、扉越しに遠くからも人の悲鳴が漏もれてくる。連鎖する悲鳴は、明らかに町内単位で異変が発生していることを示している。

　何が起こっているのだ？　たとえ夢の世界とはいえ、今の悲鳴はあまりにリアリティがありすぎた。あれは作り物ではない恐怖の表現だった。この夢の世界で何かが起こっている。いや、これは本当に夢なのか？　これは現実で、前田の意識が覚かく醒せいしきっていないだけかもしれない。

　前田はガレージの机に置いてあったラジオのスイッチを入れてみたがまったく反応しない。ベッド脇わきに置いていた携帯電話も見当たらなかった。何かが起こっているのなら、たとえ夢であっても何らかの対策をしなければいけなかった。

　まずは預金通帳など重要なものを確認しなければならない。義理の兄がいないので、この家は前田が守らねばならなかった。と、そのとき重要なことに気づいた。何かが起こったときに真っ先に守らねばならないものがこの家に存在した。

　前田は体当たりするように屋内に繋つながる扉に飛び込み、扉の向こうの廊下を走り階段を駆け上る。明かりはついておらず真っ暗だったが、周囲の景色は見ることができた。まるで自分のイメージした映像が頭に飛び込んでくるような感覚だった。

　二階につくと突き当たりの扉に走り、クマのぬいぐるみが引っかかっているノブをゆっくりと回す。様子を窺うかがうと室内は静まりかえっている。そっと扉を押し開け前田は中に入った。

　真っ暗な部屋はピンク色だった。整然とした机が見えた。愛あい理りの勉強机はこれほどシンプルに整せい頓とんされていただろうか。

「……いないのか？」

　前田はそっと呼びかけた。しかし返答はなく前田は部屋に背を向けた。と、そのとき、何者かに腰に組み付かれ、前田は悲鳴を上げそうになった。

「お兄ちゃん！」

「愛理？」

　前まえ田だに抱だきついていたのは姪めいっ子の愛あい理りだった。やはり愛理はこの部屋にいたのだ。

「何かおかしいの。夢から覚めないし、なんか悲鳴も……」

「大丈夫、俺おれがいるから安心しろ」

　前田はパジャマ姿の愛理をしっかりと抱きしめた。抱きしめたその感触は夢ではなかった。彼女の体温を感じ甘い香りすらした。やはり何か異様だった。それでも愛理の存在を確認して危機感を持った。愛理がこうして存在する以上、必ず守らねばならない。

「俺、姉ちゃんを呼んでくる。愛理は着替えておけ」

「行かないで」

　出ていこうとする前田のシャツを引っ張り、愛理は首を振った。

「駄だ目め、私から片時も離れないで」

「わかった。でも着替えておいたほうがいい。ちょっと部屋から出ておく……」

「後ろ向いて立ってて。すぐ着替える」

　プライベートでは前田を部屋に入れることすら拒絶する愛理だったが、さすがに異変を感じているのか、前田のすぐ後ろでごそごそと着替え始める。そんな中、窓の外で再び大きな悲鳴が起こる。

「やばい、絶対何かが起こってる」

　前田が振り向くと、愛理が脱いだパジャマで胸を隠して悲鳴を上げた。

「ば、馬ば鹿か！」

「あ、悪い」

　こんなときだが前田はどきりとしてしまった。二年以上愛理の裸を見ていなかったが、いつの間にか成長していた。小学生だと馬鹿にしていた体は驚おどろくほど女性的になっている。やはり血筋なのだろうか。

「……着替えた」

　愛理が言ったので前田は思考を止めて振り向いた。

「ワンピースか」

　愛理はピンク色のワンピースに着替えていた。素早く着替えられる服を選んだのだろうが、ちょっと危機感のない服装でもあった。

「荷物をまとめて。避難するかもしれないから」

「ここにいてよ、絶対にひとりにしないでね」

　愛理はバッグを取りだし荷物をまとめ始めた。トラブルの原因はわからないが、町内単位で何かが起こっているとしたら、避難も考えなければならない。ここから近い避難場所はどこだっただろうか。

「携帯電話が使えない。あと、お財布が見つからない……」

「とりあえず携帯は持っていきな。あまり荷物は増やさなくていい」

　前まえ田だは扉を開けて姉を呼んだ。しかし、静まりかえった家の中に返事はない。

「ママはいないと思う。だって、いたら真っ先に私のところに来るし」

「おかしいな。今日は姉ちゃんは家にいたのにな。テレビ見てキャッキャ笑ってたよな」

　ちなみに愛あい理りの父親は海外出張中だ。一年のほとんどを留守にするので、安全面からも前田が一緒に住んでいるようなものだ。

「これで大丈夫」

　愛理は荷物を入れたバッグを肩に引っかけ、ゴムで髪を後ろにまとめた。

「とりあえず姉ちゃんを探そう」

　前田は愛理の手を握って移動する。静かに階段を下りるとリビングの扉を開けた。しかし、そこは真っ暗に沈ちん黙もくしており、人の気配はない。

「姉ちゃん？　いないのか？」

「なんか変な感じ。真っ暗なのに見えるっていうか……」

　愛理が妙なことを言ったが前田には理解できた。部屋には明かりがないのだが、ぼんやりと全体が浮かび上がってくるように視界に映るのだ。この感覚は何かに似ていたが、まだ思いだせずにいた。テレビのスイッチを入れてみたが電源は入らない。電灯も電話も使えなかった。

　前田は再びガレージに入った。隠し持っていた両刃のナイフを探したが、何な故ぜか見つからなかった。小物系のアイテムがまったく発見できない。先ほどのガレージ内の風景とも違う。さらに簡素になっているような気がした。少し離れていた間に消えている物がたくさんある。

「おかしい。ここって本当に俺おれのガレージなのか？」

　背筋がぞわぞわとした。いつの間にか似て非なる空間に閉じ込められた、とそんな感じだった。そう考えると、この場所にいることが息苦しくなる。どうすればいいのかと思った。この状況でどう行動すればいいのだ……。

「私はお兄ちゃんの言うとおりにするからね」

　そう言ったのは、前田の後ろに立っていた愛理だった。

「大丈夫。愛理は必ず守るから」

　前田は少しだけ冷静さを取り戻した。そのとき、家の外からまたも悲鳴が聞こえ愛理が硬直した。

「外でなんか起こってるみたい」

「でも、このままこの場所にいるわけにはいかない」

　ずっと家に引きこもっているわけにはいかない。明らかに室内の様子も変なのだ。この気味悪い空間から一刻も早く出たかった。そして、状況確認をしなければならない。

　何が起こっているのだ？




　　　　＊




　──八月五日。

「人間の勝利と東京に乾杯！」

　前まえ田だたちはビールジョッキで乾杯していた。

「うわあ、うめえなあ。打ち上げはやっぱりビールだよなあ」

　前田たちのサークル３Ｓの会合で、七月に行われたタクティクス東京の打ち上げである。繭まゆ子こに頼んで個室の飲み屋に連れてきてもらったのだ。

「おいしそうにビールを飲むんだね」

　隣ではにこにこ笑う遙はる花かがウーロン茶を飲んでいる。雪ゆき村むらと繭子もビールで、悠ゆ羽う美みはオレンジジュースをちびちびと飲んでいた。ゲーム中は悠羽美の役柄もあり、こうして五人がそろうのは約一ヶ月ぶりだった。

「あ、でも本当はアルコールは二は十た歳ちになってからだからね」

「遙花ちゃん、お酒は祝いの席とかで飲む伝統的なものだから。この乾杯は俺おれら挑戦者へのご褒ほう美びだよ。俺たちが東京を救ったようなものだし」

　前田はビールをあおって唐から揚あげを口に入れた。ビールと唐揚げの相性は最高だった。蓄ちく積せきしていた疲労感が吹き飛んでいく。

「それで、夏休み明けの活動報告はこれにします？」

　雪村が言った。３Ｓが正式なサークルに昇格するには、夏休みの間に活動実績を残さねばならないのだ。タクティクス東京にはそのために参加したのだが、実際にこれを３Ｓの活動として公開できるかは微妙なところだった。

「本当は写真撮ったりしてゲームのレポートをするべきだったけど、私たちちょっと夢中になりすぎちゃったからね」

「ゲーム時間外もマス目に区切られた東京ですごしてました、なんて言えないもんなあ」

　前田たちだけ妙なトラブルに巻き込まれてしまったのだ。原因ははっきりとわからないが、遙花が関係しているように思われた。それでも、前田たちは勝利したのだ。トラブルも終わったはずだ。

「レポートをまとめとけばいいだろう。たぶん、それで通る」

　生徒会の副会長でもある繭子が言った。基本的に３Ｓは優等生の占める割合が多いので、完全な活動実績などは必要ないはずだ。だが、遙花は苦い顔をしている。

「なんていうか、もっと別のことやりたいなあって。今から過去のゲームのレポートを作るっていうのもさあ」

「まあその意見もわかる。情報インフオメーシヨンは常に動的だからな」

　繭まゆ子こが苦笑している。

「ねえ悠ゆ羽う美みちゃんもそう思うよね」

「……夏休みを利用してボランティア活動をする、とか」

「な、なに言ってんだ、馬ば鹿か」

　前まえ田だは正面に座っていた悠羽美を睨にらみつけた。下へ手たなことを言って遙はる花かがその気になってしまったら、残りの夏休みをボランティア活動でつぶされてしまう可能性がある。

「うーん、みんなで社会貢こう献けんも悪くないかもねえ」

「河原かわらの清掃から、商店街の落書き消し、町内イベントの……」

「高たか橋はし、この軟なん骨こつ唐から揚あげうまいぞ」

　前田は悠羽美の口に軟骨揚げを無理やり押し込んだ。

「ボランティアも悪くないと思うけどなあ。ほら、ひとりでやったら楽しさこのくらいだけど、みんなでやったらもっと上のほう」

　遙花が前田の手を取り、自分の胸の下とおでこに添えておどけてみせた。微かすかに指先が遙花の胸に当たってしまったが彼女は気づいていない。

「と、とにかく今日は飲もうぜ。打ち上げはぱあっとやってメリハリをつけないと」

　前田は、店員が持ってきたグラスを強引に遙花に握らせた。

「まあいっか。焦あせらなくても、何か面白いことが起こるだろうしね」

　遙花は前田とカチンとグラスを合わせた。そのとき、前田と遙花の指が触れ合い、遙花は瞳ひとみを瞬またたいた。

「……もうすぐ九時だね」

　遙花は前田をじっと見つめながら言った。彼女の目を見て激しい頭痛を感じた。強引に異物を頭に詰め込まれるような感覚だった。

「九時？」

　前田は耳鳴りを感じた。




　　　　＊




「……お兄ちゃん？」

　前田は愛あい理りの声に我に返った。気づくと前田はガレージに立っていた。ふたりはしばらくぼんやりとしていたが、すぐに理解する。

「またこの夢か……」

　今日も妙な夢の続きを見てしまっている。いや夢ではない。先ほどまでサークルのメンバーとビールを飲んでおり、眠ってしまったはずはない。

「夢なのかな。夢だとは思えないけど」

「とにかく逃げよう。詳しい話し合いはあとだ」

「どこに行くの？」

　愛あい理りは心配げに前まえ田だのシャツの裾すそを握っている。

「とりあえず孤立するのを避けないと。きっと住民は避難を始めてるから合流しよう。駅前に行けば状況がわかるかもしれない」

　前田はガレージの中に置いてあったバイクを調べた。キーを差し込んで回してみたが、エンジンはまったくかからなかった。

「ちょっと分解しすぎたかな。歩いていくしかないな」

　前田は愛理の手を握り思った。果たして外に逃げることが正解なのだろうか。このまま家に引きこもっているのが一番安全である可能性がある。だが、このような特異な状況において情報を得ることができないのは恐ろしかった。危険を冒してでも何が起こっているか知る必要がある。

「行こう。静かにな」

　前田は愛理がミュールを履はいたのを確認して、外への扉を慎重に開けた。今は悲鳴などは聞こえない。

　空が見えた。雲一つない夜空で星がはっきりと見え、銀色に光る異様に大きな月が浮かんでいる。その大きさは明らかに現実のものではない。風も感じない。のっぺりとした立体感のない夜がそこにあった。

　周囲は住宅街だが明かりのついている家はなかった。前田は既き視し感かんを持った。この沈ちん黙もくした夜をどこかで見たことがあったような気がしたのだ。作り物のこの東京の景色は……。

　前田は愛理の手を引き外に出た。見慣れたはずの近所の風景は何か違う。あまりに整然としすぎていた。座標を埋めるためにただ家を作ったかのようにシンプルだった。

「……なんか変な感じ」

　愛理が顔をしかめている。外には誰だれもいなかった。近所の家の明かりはすべてついていない。風もない無機質な空間だった。

「ペス、いないね」

　愛理が隣の家を覗のぞき込んでいる。ペスは臆おく病びような犬で何かあるとすぐ吠ほえるのだ。

「静かに」

　前田は道路の端を移動する。異変はない。悲鳴などはもう聞こえない。いや、逆に静かすぎた。街の雑音すら聞こえなかった。

　愛理が前田の手を握りしめ震ふるえる声を出す。

「屋根の上で何か動いた気がする」

　前田は愛理の視線を追ってみたが、特に変わったものはなかった。

「心配するな。何もいない」

　ふたりは通りに出て立ち止まった。脇わきには月つき極ぎめ駐車場があったが、車は一台もなくがらんとしていた。同じ景色だがどこか違うという異世界に迷い込んでしまったのかもしれない。しかし、本当にそんなことが起こるものか。

　前まえ田だは未いまだに現状を現実として認識できていなかった。思考や感覚もはっきりとしているのだが、どこかふわふわとしている。夢の世界を歩いているという感覚がぬぐえない。

　目の前に赤くカラーリングされた自動販売機があった。自動販売機は冷たい光を放っていた。そんな明かりに前田はほんの少しだけ安あん堵どした。よく見ると、道路の街灯は点灯しており、うっすらとオレンジ色に光っている。

「駅に行ってみよう」

　前田は愛あい理りの手を握って歩きだした。街の機能が失われたのではないようだ。まずは人を見つけて現状を知ることが先だ。

　愛理が「あっ」と声を出した。視線の先を追い前田もどきりとした。電柱脇の暗がりに人が立っていたのだ。若い女性のシルエットがうっすらと見えた。

「あのっ、すいません……」

　愛理がその女性に近づいたが、前田は異変を感じて愛理を制した。彼女は意識を失っていた。それも恐怖に引きつった表情のままだ。その瞬しゆん間かん、女性は宙に浮かび上がった。マネキンのように電柱の上に──。

　愛理が道路にへたり込んだ。宙に浮かぶ女性に対して驚おどろいたのではなかった。愛理と前田の心を凍り付かせたのは、電柱の上で女性をたぐり寄せた存在だった。それは巨大な黒い固まりとしか表現できない。軽自動車ほどはあろうかという物体は──。

　──蜘く蛛もだ。

　前田は何な故ぜかそう思った。ただ呆ぼう然ぜんと女性が蜘蛛に捕らえられるのを見つめていた。パイプを組み合わせたかのような太い脚が蠢うごめいているのが見えた。そして赤く光る複数の眼め、月明かりを反射させて銀色に光る牙きば……。

　我に返ったのは愛理の悲鳴によってだった。愛理は顔に手を当てて叫んでいた。その声に電柱の上にいた蜘蛛が反応した。女性を捕らえたまま電柱を降りてくる。その動きはＣＧで作ったかと思うほどに気味悪くリアリティがなかった。

　前田は愛理の手を引っ張り走りだす。思考停止状態になりながらも強きよう烈れつな恐怖だけは感じていた。たとえ夢であってもあんな化け物に捕まるのはごめんだ。大通りに出ようとしたとき、愛理が腰を抜かしたかのように派手に転んだ。

　ガサガサガサガサと耳みみ障ざわりな音がする。

「あ、ああ……」

　通りには巨大な蜘蛛が数匹いた。そして、人間を引きずりながら道路を這はっている。引きずられている男が細い声を漏もらしたが、前田はそれをただ呆然と見つめることしかできなかった。
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　……これは夢だ。

　前まえ田だの思考は自分の精神状態を守るためにそう認識を始めた。夢以外の空間に巨大な蜘く蛛もなどが存在するはずはない。これは現実ではあり得ない。

　と、そのとき前田は愛あい理りの髪留めが光っていることに気づいた。これは、前田が愛理の誕生日に贈った石だ。ある理由があり、常に肌はだ身み離さず持っているように言ったのだ。この石が光っているということは、まさか……。

「お兄ちゃん」

　前田の胸の中で愛理がか細い声を出した。前田も気づいていた。屋根の上からこちらを見つめる赤い光が見えた。獲え物ものを確保していない化け物がこちらに狙ねらいを定めている。

　前田が愛理を抱かかえて走りだすと同時に、屋根の上の蜘蛛も動きだした。巨体の割には異常な身軽さで屋根を飛び移っている。

　もしもこの世界が前田の想像したものであったら、あの場所にあれがあるはずだ。しかし、だとしたらなんでこうなったのだ。普通に日常生活を送っていた前田や愛理がこの世界に迷い込むことなどあり得ない。

　前田が小さな公園に飛び込むと同時に、背後にガシャッと何かが飛び降りる音が聞こえた。背後を見てしまった愛理の口から悲鳴が漏もれる。──どこだ、どこに隠していたか？　前田は公園を見渡す。そうだ、あのベンチの下だ。

　前まえ田だは愛あい理りを降ろし、ベンチへ猛もう然ぜんと走った。祈るような気持ちでベンチの下を覗のぞき込む。

　──あった。

　ベンチの下には黒くペイントされたケースが置いてあった。前田は必死でそれを手に取ると、ロックをパチンと外した。

「いやああ！」

　背後で愛理の悲鳴が聞こえた。見ると、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす愛理に、黒く巨大な蜘く蛛もが今にも襲おそいかかろうとしていた。がちがちと牙きばを鳴らすそれは本当に蜘蛛そのものだ──。

　巨大化した蜘蛛が愛理に飛びかかった。と、その瞬しゆん間かん、轟ごう音おんが鳴り響ひびき巨大な蜘蛛の頭が吹っ飛んだ。ばたりと裏返しになった蜘蛛は八本の脚を蠢うごめかしながら黒い液体を垂れ流している。

　前田は息を切らしながら拳けん銃じゆうを構えていた。蜘蛛に銃口を向けたまま愛理に近づき、そっと彼女を抱だき寄せる。

「大丈夫、もう死んだ」

　銃弾を受けた蜘蛛は真っ黒いタールのように溶けていった。それは損傷を受けたデータの崩ほう壊かいのイメージだった。前田は拳銃を構え周囲を警戒した。前田たちを襲ってくる蜘蛛は他ほかにはいないようだ。

「お兄ちゃん」

　愛理の肩が震ふるえている。

「泣くな、この銃は俺おれのだから。この公園に隠してたんだ」

　ただし現実の公園に隠していたのではなかった。リボルバーの拳銃を隠していたのは、東京スフィアのこの公園にだったのだ。つまり、この場所は現実でも夢でもない。この拳銃が存在するということは、ここはスフィアの仮想世界だと……。

「実は俺はスーパーマンなんだ。だから愛理は安心しろ。なーんてな」

「ち、違うの、お兄ちゃん」

　愛理は突っ立ったまま涙をぼろぼろ流していた。

「……違うの、違うの」

　愛理の足あし下もとが濡ぬれていた。







　本当にここはスフィアの仮想世界なのだろうか。

　前田は頭上を見た。あの銀色の大きな月は確かにワールドのものだ。しかし、愛理はもちろん前田もログイン装置を使った記憶などはない。では、何な故ぜ前田たちはこの世界に迷い込んでいるのだろうか。そして、あの蜘蛛はなんなのだ。

　ちらりと横を見ると、水道の横で愛理がワンピースの裾すそをまくり上げているのが見えた。

「……もういいよ」

　愛あい理りが水を止めて、沈んだ声で前まえ田だを呼んだ。

「下着はどうした？」

「捨てた」

　蜘く蛛もに襲おそわれかけた愛理は漏もらしてしまったのだ。前田はそれに少しだけ疑問を持った。スフィアの仮想世界では生理現象は存在しない。だとすると、完全に仮想世界ではないのか、それとも恐怖のイメージが強きよう烈れつすぎてそんな現象が起きたのか。

「気にするなって。女の子だからしょうがない」

　愛理は巨大な蜘蛛よりも漏らしてしまったことにショックを受けているようだった。

「もうそのことは言わないで」

　愛理は瞳ひとみを潤うるませている。その表情は女性を感じさせ前田を焦あせらせる。

「そ、それより移動しよう。ずっとここにいるわけにはいかないからな」

　前田はスチールケースを確認した。これは前田がスフィアワールドで活動していたとき、いざというときのために自宅近くの座標に隠していたものだ。中にはリボルバーの拳けん銃じゆうが一丁。Ｓ＆ＷのM686Plus通称マグナムプラスで、シリンダーに強化ステンレスを使用し装そう填てん数七発となっている。美しいデザインのためにワールドでは武器としてよりも、美術品として扱われていた。ただしメモリー、つまり情報量が大きいため扱いにくい。

　他ほかにも両刃のダイバーナイフ、治療キット、シンプルな機能のデリンジャーなどが中に入っている。前田はナイフを腰にぶら下げ治療キットをウエストバッグに入れた。マグナムプラスの弾丸、44マグナム弾は三十発ほどあるが、これで足りるのかはわからない。

「愛理、これを持っておけ」

　前田は愛理にデリンジャーを握らせた。単発式の小さな拳銃だ。

「でも、私こんなの……」

「もしものときはこれで自分を守るんだ。引き金を引いて弾が出るイメージをする。小さなメモリーだから、たぶん愛理でも使えるはず。ガレージで遊んだだろ」

　精巧なデリンジャーのモデルガンをガレージで撃たせたことがある。愛理は意外にのみ込みが早かったのを憶おぼえている。モデルガンでも撃つイメージを持っていることはプラスだった。

「心配するな、愛理が銃を撃つ機会なんて作らせない。……よし行こう」

　前田はまくし立てるように言い、愛理の手を握った。こんな暗がりにいてはいつ蜘蛛に襲われるかわからない。駅前に出て状況確認をしたほうがよかった。

「いったん、お家うちに戻れない？」

　愛理はワンピースのスカートを押さえる仕草をしている。パンツを穿はいていないのだ。前田は一いつ瞬しゆんだけ迷ったが首を振った。

「駄だ目めだ。パンツはあとでなんとかしてやるから」

　前田はそう言い、愛理の手を引き公園を出た。

「声を出さないようにな。あの蜘く蛛も、そういうのに反応しているような気がする」

　前まえ田だと愛あい理りは暗い道を静かに移動する。前田は愛理の髪留めの光る石を見て思う。やはりここはスフィアワールドである可能性が高い。一時期、少女誘ゆう拐かい事件がこの地域で多発したため、安全対策のために前田が愛理に渡したものなのだ。

　この石はふたつの世界で存在する絶対的物質だ。現実で持ち歩いてもスフィアワールドでも反応するのだ。微弱なシグナルを発信しており、それがスフィアシステムに拾われる。つまり、愛理の東京における座標がわかるようになっている。

　これは繭まゆ子この親の会社が開発した法人向けのもので、本来なら個人で使ってはいけないが、前田が繭子に頼んで手に入れたのだ。この石はスフィアワールドに持ち込むと綺き麗れいに光るプログラムが組まれている。

　つまり絶対的物質とは現実世界に形として存在し、仮想世界における機能を組み込まれているもののことだ。ストライカーの特殊な衣装などもそうだ。色や形だけでなく、ダメージ軽減や止血などの機能データも組み込んでいる。例えば銃器を持ってログイン装置に入ると、いちおう銃も仮想世界に持ち込める。しかし弾が出ることはない。それは弾丸を発射する機能までもを持ち込めていないからだ。

　しかしと思う。ここが仮想世界だとわかったところでどうなるのだ。問題は、どうして自分たちが仮想世界に入ってしまったか、だ。

「やっぱり私たちだけじゃないんだね」

　愛理が言った。大通りに出ると人の姿が見えたのだ。異変を察知しているのか焦あせった表情で道路を走っている。前田同様に駅前へと向かっているようだった。周囲を警戒するが蜘蛛の姿はない。道路脇わきの街灯は灯ともっている。

　これは仮想世界の特徴だ。スフィアは公共の電力データを管理しているため、街灯などの明かりは灯る。一方、個人の電力データはカバーしきれないために民家の電灯などは仮想世界で作動しないのだ。

「走れるか、行こう」

　前田は周囲の人々に紛まぎれるように走りだした。手を引かれる愛理も、スカートを気にしながらも走る。ここがスフィアの仮想世界だとしたら、周囲の人々もログインしていることになる。どうしてこんなことになったのか……。

　駅前広場に出た前田は目を見張った。そこには大勢の人がいた。パニックになった人々が状況をのみ込めずに騒さわぎ立てている。

「見て、お兄ちゃん」

　愛理が真まっ青さおな表情で指さした先には、人間が宙に浮かんでいた。中央通りの上を数人の人間が手足をばたばたさせて飛んでいる。まるでアニメだ。それを見て周囲の人々が騒いでいた。何が起こっているのかわからないといった雰ふん囲い気きだった。

「違う、飛んでいるんじゃない」

　前まえ田だは月明かりの下で光る筋を見た。同時に歓声とも受け取れる悲鳴がわき起こった。蜘く蛛もの出現だった。蜘蛛も宙を歩くように浮かんでいる。

「……糸だ」

　ビルとビルの間に蜘蛛の巣が張ってあるのだ。その巣に引っかかった人間が宙づりになっている。蜘蛛は糸の上を歩いて獲え物ものの人間へと近づく。宙に浮かんだままの人間が絶叫する。

　それでも、周囲の人々に絶望的な恐怖は発生していない。この光景を現実として認識していないのだ。ただ、呆ぼう然ぜんと異様な光景を眺ながめているだけだった。この危機感のなさは人が多すぎるからだ。恐怖も危険も人の数で薄まっている。また非現実感があまりに強くて感情がついてこないという理由もあるのだろう。

「ここは駄だ目めだ、人が集まっている場所のほうがまずい」

　前田は拳けん銃じゆうを握りながらこの場からの退避を選せん択たくした。まだ人々は思考停止状態だが、これがパニックになったら収拾がつかなくなる。

　しかし、前田の判断は少しだけ遅かった。すでに集団にパニックが波紋のように広がっていた。それは蜘蛛の襲しゆう撃げきだった。建物の上から姿を現した蜘蛛が人間を襲おそい始めたのだ。見るといつの間にか大量の蜘蛛がいた。道路を走り電線を伝い、蜘蛛は次々と人間を捕ほ獲かくしていく。

　悲鳴が起こり人々が逃げだした。闇やみ雲くもに走る人々は突とつ如じよバランスを崩くずす。張ってあった蜘蛛の巣に引っかかってしまったのだ。逃げだそうともがくうちにさらに糸が絡からまり宙づりになってしまう。それはあまりに異様な光景だった。

「……愛あい理り？」

　前田はどきりとした。いつの間にか愛理の手を離してしまっていた。混乱する人波に愛理はのみ込まれている。

「愛理！」

　前田は人をかき分けて叫んだが、周囲の悲鳴に声はかき消される。突進してくる蜘蛛によって、人々の動きは激しく乱れ収拾不能な状態に陥おちいっている。

「落ち着け、むやみに走るな！」

　前田は拳銃を構えて叫んだが、恐怖に感染した人々には声が届かない。頭上を見て前田は息をのんだ。サンプラザの建物の上部が真っ黒に染まっている。それは蜘蛛の大群だった。

　悲鳴と怒号が響ひびき、その次に銃声が鳴り響いた。その銃声に人々の悲鳴が一いつ瞬しゆん止まった。

「落ち着いてください。むやみに動かないで！」

　前田の発砲によって目の前にいた蜘蛛の体の一部が吹っ飛んだ。しかし、その銃声が引き金となってしまった。

　サンプラザに群がっていた蜘蛛が三角積み木のような斜面を駆け下りてくる。それを見た人々は我先にと逃げ転倒し将しよう棋ぎ倒しになってしまう。

　蜘く蛛もの群れがこちらに到達する前に前まえ田だは愛あい理りを捜した。しかし、背の小さな愛理は見当たらない。そのときに気づく。あの光を見つければいいのだ。髪留めの石の光はどこだ……。

　蜘蛛は路上に転倒した人間に襲おそいかかっていく。

「愛理！」

　前田はついに青い光を見つけた。人をかき分け光のもとへと走る。

「どけ、どいてくれ！」

　逃げ惑まどう人を避よけながら前田は道路へと走った。そしてガードレールの脇わきでうずくまっている愛理の姿を発見した。

「愛理、こっちだ」

　前田が叫ぶと、愛理は声に反応して立ちあがった。

「お兄ちゃん？」

　きょろきょろと視線をさまよわせる愛理を見て、前田は顔面蒼そう白はくになった。愛理の頭上の電柱に巨大な蜘蛛がいたのだ。まだ何も捕ほ獲かくしていない蜘蛛は獲え物ものを探している。

「愛理、逃げろ！」

　前田は銃を構えて走った。人波と逆流するように走っているためなかなか近づけない。さらに人が邪じや魔まになって狙ねらいがつけられない。

「どけ、どけって、撃ち殺すぞ！」

　前田はぶつかってくる人を突き飛ばして走った。すでに蜘蛛は愛理に狙いを定めて電柱を降りている。あの牙きばに噛かまれたら愛理の細い首はボキリと折れてしまう……。蜘蛛が愛理に向かって跳ちよう躍やくしたのが見えた。

　ガシャッと蜘蛛がアスファルトに飛び降り、そのまま道路を走り去っていく。引きずって行かれたのは愛理の隣でうずくまっていた女性だった。愛理という目標が消えたために、蜘蛛は別の標的に飛びかかったのだ。

　愛理は──。前田はこちらを向く真まっ赤かな両眼に息をのんだ。

「銃を使わないで」

　前田にそう言ったのは、愛理を抱だきかかえた女性だった。彼女が愛理を抱きかかえて助けてくれたのだ。黒い体液と血に汚れた彼女だったが、暗い街で赤い眼めと銀髪がギラギラと光っていた。

　この世界でレッドアイと銀髪を持っているのは……。




　　　　＊




「……高たか橋はし」

　前田はつぶやいた。

「え？」

　目の前で怪け訝げんな顔をする遙はる花かはグラスを持っていた。正面の席にいた悠ゆ羽う美みはもそもそと口にほおばった唐から揚あげを食べている。彼女は一いつ瞬しゆんだけ不思議そうに前まえ田だを見つめていたが、すぐに目の前のつまみを食べる作業に戻った。

「悠羽美ちゃんがどうかしたの？」

「いや、別に……」

　前田はジョッキを持ったまま首を傾かしげた。なんで悠羽美の名前を呼んでしまったのだろうか。横を見ると、雪ゆき村むらと繭まゆ子こが酒を飲みながら会話をしている。今日はタクティクス東京の打ち上げだった。時計を見ると時刻はちょうど九時を指していた。

「どうしたの、まるで夢から覚めたみたいな顔してる」

　遙花がくすりと笑った。

「夢ねえ……」

　前田が首を傾げる横で、遙花は席から立ちあがった。

「繭子さん、タクティクス東京は成功したんでしょうか」

　遙花が席を外したタイミングで雪村が口を開いた。

「今後も東京スフィアの宣伝が続くだろうな。アイドルユニットが作られたり、次回のＸゲームがあったりと。この前そんな会議があったが、利益の奪うばい合いで話し合いにならなかったがな。それでも東京スフィアは順調に再生していくだろう」

「気軽に仮想世界にログインできるようになる感じっすかね」

　前田には気になることがあった。東京スフィアにはまだ憂ゆう慮りよするべき事項があるのではと。

「ログインよりも、スフィアシステムを利用して現実でアピールすることになるんじゃないか。ログインするのはストライカーなどあくまで特殊な人間となる」

「カスケード問題は？」

　悠羽美が聞いた。前田の心配もそれだった。仮想世界の悪魔は消えたわけではない。

「カスケード対策は取っている。例えばワールドを細かく分割し、カスケードが出現しても破壊されるのはその分割された小さいエリアにとどめる、など。ログインした一般ユーザーを守るためにＳＳセキユリテイサービス再編成の話が持ち上がっているしな」

「スフィア・オダイバは順調に回復しているようですよ」

　雪村が言った。カスケードの出現で消滅した場所だ。

「でもさ、本当にカスケードは悪いだけなのかな」

　前田はふと思った。破壊と再生はセットなのではないか。拡大しすぎた情報はいつかは歪ゆがんで矛む盾じゆんを生みだす。そうなる前にデータを破壊し再生するという、そんな新陳代謝はデータの世界にも必要なのではないか……。

「ん、なんのお話？」

　遙はる花かが戻ってきた。

「タクティクス東京の話だよ。遙花ちゃんが戻ってきたから乾杯しようか」

　前まえ田だはジョッキを持って遙花を向いた。

「え、また？　前田君はカチンカチンやるの好きなんだねえ」

　前田と遙花はカチンとグラスを合わせた。彼女と視線を合わせた瞬しゆん間かん、前田は目め眩まいを感じた。無秩序な情報の断片が頭に飛び込んできたのだ。まるで強引に映像を見せられたかのように、イメージが頭に浮かんでは消えていく。

　蜘く蛛も、学校、そしてパニックになるクラスメイトの顔……。
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【現実世界８・６】




　──八月六日。

　前まえ田だはガレージにこもってＤＶＤを観みながらバイクを組み立てていた。義理の兄からもらった中古の４００㏄のバイクだが、前田はそれを分解して組み立てる作業に没頭していた。昔から前田は分解好きなのだ。子供の頃ころに誕生日プレゼントとしてもらった目覚まし時計も、ドライバーでバラバラに分解して母親に大目玉を食らった。

　どんな機械もパーツ単位にバラバラにすると似たような部品で構成されていることに気づく。出力される効果の違いはほんの小さな部品に委ゆだねられている。横目でテレビ画面を観ると兵士がゾンビに向かって銃を撃ちまくっていた。アメリカ映画は物量的だ。武器を消費しショッピングモールに逃げ込み商品をあさる。画面にこれでもかと莫ばく大だいな情報を押し込んでくるのだ。

「……お兄ちゃんって、いっぺんにいろいろなことやるよね」

　後ろを向くと愛あい理りが立っていた。

「なんだよ、勝手に入るなって言っただろ」

　前田はヘッドホンを外した。

「簡単なご飯を持ってきたの。夜ご飯も食べずにずっとガレージにこもりっきり」

　愛理が持っているトレイにはサンドイッチとアイスコーヒーが載っていた。

「今日の晩ご飯はアボカドサラダと冷しゃぶだったから、パンに挟はさんでみたの」

　最近の愛理は料理に目覚めていた。小学五年になって、そろそろ色気づいてきたのだろうか。

「食べさせてくれよ、手が油でベッタベタ」

「はあ、子供みたい」

　前田は作業を続けながら、サンドイッチをぱくついた。

「うん、愛理もやっと料理に興味を持ち始めたか。女の子は料理ぐらいできないとな」

　前田の言葉に愛理がむっとしている。

「あのさあ、私が料理嫌いになったのはお兄ちゃんのせいなんだから」

「ん、どういうことだ？」

「お兄ちゃんって、ママにお弁当を投げつけたときがあったでしょ」

　前田はぼんやりとそれを思いだした。高校一年のときに姉に弁当を作ってもらっていたのだが、異様に辛からかったり甘かったりと、微妙にウケを狙ねらった弁当にうんざりしていたのだ。

　ある日、前田が弁当箱を覗のぞいてみると、嫌いやがらせのようにぐっちゃぐちゃだった。前田がさすがにむっとしてテーブルを叩たたくと、その勢いで弁当が床にぶちまけられてしまったのだ。姉は困ったような顔をし、愛あい理りが泣きながら床に散らばった食べ物を拾い集めていたシーンを憶おぼえている。

「投げてはないけど、あれは俺おれが悪かったよ。徹てつ夜や明けで機嫌が悪かったんだな。でも、姉ちゃんも労力をかけてギャグ弁当作るならいいけど、あれってただの嫌いやがらせだったからなあ」

「違うよ、そうじゃないの。あのお弁当はね……」

「ん、なに？」

「それより、いい加減にすれば？　男子ってなんでもバラバラにしたがるんだから」

　愛理は話を逸そらすように、前まえ田だがいじっているバイクに視線を向けた。

「知ったような口を利きくんだな」

「だって、クラスの男子は教室に置いてあったプラスチックの人形のパンツまで脱がせたうえにバラバラにしたの。算数の時間でもそう。円周を求めるのに、公式だけ憶えればいいのに、なんで円周を求める必要があるのか、から始めちゃう」

「円周の話は違わないか？　そういや今の小学生が習う円周率っていくつなんだろ」

「パパもそうなの。ママと喧けん嘩かすると、なんでママが怒ったかとか、じゃあこうしよう、とか細かいところばっかり。なんていうか、男の人ってなんでもバラバラにしないと、わかった気にならないんだよね」

「男って、とか言うなよな」

　前田は苦い顔をした。愛理の口調がどんどん姉に似てきており、それが前田の悩みの種だった。愛理にはいつまでも女の子でいてほしいというのは贅ぜい沢たくな望みなのだろうか。

「だいたい女ってさあ……いて」

　滑すべったドライバーが指に突き刺さってしまい前田は顔をしかめた。見ると指に血が滲にじんでいる。愛理が前田の手を取った。

「あーあ、血が出てる……」

　救急箱を取りに立ちあがりかけた愛理を前田は制した。

「行くな、ここにいろ」

　前田はぎゅっと愛理の手を握った。耳鳴りがした。それに気づいた愛理も硬い表情をしている。前田は強く愛理を抱だきしめる。

　なんで忘れていたのだ……。

　──午後九時。




【仮想世界８・６】




「血が出てる……」

　愛あい理りの声は震ふるえていた。

「俺おれは大丈夫、まずは高たか橋はしを治療しないと」

　前まえ田だたちは中なか野の駅近くの工事現場に隠れていた。人と蜘く蛛もの集中する駅前から離脱しここまで逃げてきたのだった。鉄骨が組まれたこの場所はマンションになるようだ。ここには人も蜘蛛の姿もない。

「平気、だから」

　悠ゆ羽う美みが言った。平気のようには思えなかった。彼女の体は蜘蛛の体液と自らの血で赤黒く汚れていた。着ているセーラー服も無残に引き裂さかれている。

「あの蜘蛛みたいなのにやられたのか？」

　前田は治療キットを出しながら聞いた。

「うん、人が襲おそわれてたから、助けたら攻撃された」

「なんなんだよ、あの蜘蛛は……」

「蜘蛛ウエブ、じゃない？」

「やっぱり高橋もそう思うか？」

　大きさは違うものの、東京スフィアのデータを再生する蜘蛛ウエブに似ていた。

「……自分でやるから」

　治療キットを出したが、悠羽美は体を隠す仕草をした。

「そんな場合じゃないだろ」

「お兄ちゃん、私がやるから」

　そう言って治療キットを手に取ったのは愛理だった。

「私、いつもお兄ちゃんの怪け我がの手当てをしてて慣れてますから」

　愛理はどうにか笑顔を作った。

「……あなたと違って有能、ね」

「俺の教育のたまものだよ」

「お兄ちゃん、あっち向いてて」

　愛理に言われ、前田は悠羽美に背を向けた。

「綺き麗れいな髪の色。体も真っ白で綺麗。お人形さんみたい」

　背後で悠羽美が服を脱ぎ、愛理が体を拭ふいている気配があった。

「高橋って体にほくろがないんだろ。繭まゆ子こさんが言ってたぞ。体をスキャンするときに気づいたけど、どんなに探しても小さなほくろひとつなかった、って」

　少々気まずい雰ふん囲い気きになったので前田は軽口を叩たたいた。

「あ、でも見つけた。右胸の先っぽのあたりに小さいのがあった」

「え？」

「こっちを向かないで、馬ば鹿か」

　愛あい理りは前まえ田だの頭をはたいたあと、平然と悠ゆ羽う美みの傷に止血スプレーをかけテープを巻いている。治療キットは傷が治るイメージを作ると共に、体のデータを安定させるものである。仮想世界でも怪け我がのルールは厳格なのだ。

「……ありがとう」

　治療が終わり、悠羽美は素直にお礼を言った。振り向くと悠羽美は再びどす黒く汚れたセーラー服を着ていた。それでも血の流出は止まっている。

「で、どういうことなんだ？」

　前田はこの状況をたずねた。しかし、悠羽美は首を振る。

「わからない。こっちが聞きたいくらい」

「ここはワールドなんだろ？　東京スフィア」

「その可能性は高いわ」

　状況証拠はそろっている。ワールドに隠しておいた前田の武器の存在。シンプルな東京の街は明らかに仮想世界であり、悠羽美の銀髪はこの世界だけのものだ。そしてあの化け物は、蜘蛛ウエブに酷こく似じしている。

　しかし、何な故ぜ自分たちがワールドにログインしているのかわからない。それも、自分たちだけでなく愛理のような一般の人間をも巻き込んでいる。

「わかっているのは、毎日午後九時にこの世界に移動してくる、ということ」

　そうなのだ。日常生活において午後九時になると仮想世界に強制ログインしてしまう。ログイン装置も介さずにだ。これはどういうことだろうか。

「俺おれたちは日常生活でログイン装置に触れてないよな。それとも、何かそれに近いことをやったか？」

「そんなはずはないわ。あれだけの人がログインするはずはないもの」

「じゃあ、この強制ログインがなんであるか調べてみないと……」

「重要なことがひとつあるの」

　悠羽美が前田の言葉を遮さえぎった。

「それは、この仮想世界の記憶を持ち越せない、ということ」

　前田はどきりとした。そうだった。確かに前田はこのようなトラブルに巻き込まれつつも、平然と日常生活を送っていた。それは、このときの記憶を失っているからだ。いや、厳密にいうと失っているのではない。現実に持ち越せないのだ。そして、再び仮想世界にログインしたときに記憶を取り戻す。

　だとすると、現実において前田は何もできない。このトラブルの原因を探るという行動が取れないのだ。

「この世界の時間は繋つながっているよね。ゲームをセーブするみたいに」

　愛理の言葉に前田はうなずいた。愛理の言うとおり繋がっている。午後九時になり仮想世界にログインする。そして現実に戻る。次の日の午後九時にまた仮想世界に入るのだが、昨日の続きから再開することになるのだ。日常生活を挟はさんで分割されてはいるが、仮想世界の時間は繋つながっている。

　考えれば考えるほど意味がわからない。何な故ぜ、日常と並行して仮想の生活を送る必要があるのだろうか。

「こんな生活を世界中の人間が送っているのか？」

「そんな大きな規模じゃないわ。たぶん、東京だけ」

「東京だけって……そうか、スフィアワールドだもんな」

　ここがスフィアワールドだとすると必然的にそうなる。仮想世界には東京のマップしか用意されていないからだ。

　まとめると、決まった時間になると東京の人間が仮想世界に強制的にログインされる。そして、その仮想世界で蜘蛛ウエブに襲おそわれるのだ。

「……いつからだ？」

　いつからこんな馬ば鹿かげたことが始まっていたのだろうか。

「八月一日ついたちの午後九時から」

　悠ゆ羽う美みははっきりと言った。

「なんでそんなにはっきりわかる？　もっと前からの可能性もあるぞ」

　前まえ田だは回想した。確かに違和感のある夢を見ていた気がする。それがこの悪夢の始まりかもしれないが、いつから始まったのかははっきりしない。

「八月一日の午後九時、私は中なか野の駅前の本屋にいた。そして、その場所からスタートしてずっと続いている」

　その説明に前田ははっとした。そういえば、そのとき前田はガレージで寝ていたのだ。そして家には姉はおらずに愛あい理りだけだった。

「そうだ、なんで気づかなかったんだ」

「最初のログインは一いつ瞬しゆんだったから。気づくと私は仮想世界の本屋にいた。本ほん棚だなに本が入っていないがらんとした場所に移動していた」

「うん、私も憶おぼえてる。パジャマに着替えてたら、ほんの一瞬だけ部屋の中が変な感じになったの」

　愛理もうなずいた。寝ていた前田は変化に気づくのが遅れたのだろう。ただ、前田は最初のログインが一瞬だったという事実が気になった。

「なあ、今日も昨日もログインは一瞬どころじゃないよな」

　一瞬どころかずっと蜘く蛛もから逃げ惑まどっている。

「たぶんログイン時間が延びている、と思う」

「そうだ。延びているよな」

　愛あい理りと合流したときは、それだけで日常に戻った。しかし、次の日は中なか野の駅まで行く時間があり、今日も結構な時間ここに隠れているが戻る気配がない。この先、さらに仮想世界で過ごす時間が延びるというのだろうか。時間が延びるに従い、蜘く蛛もから逃げられる確率も下がっていくということだ……。

「まずは情報収集をするしかない。たとえ不条理なゲームが行われたとしても勝利を目指さなきゃいけない。まずは生き残り、そして状況を打開する」

　前まえ田だは銃を確認した。こうしてずっと隠れていたらじり貧だった。選せん択たく肢しがあるうちに自ら動かねば、こんなときはすぐに行き詰まる。しかし、行動するにあたって愛理のことだけが心配だった。か弱い少女を連れて蜘蛛の徘はい徊かいする街を移動できるだろうか。愛理を危険と恐怖にさらすのは胸の痛いことであり当然リスクも生じる。

「私も協力する。愛理ちゃんは守るわ」

　悠ゆ羽う美みが銀髪を揺らして愛理を向いた。仮想世界の悠羽美は現実より少しだけ饒じよう舌ぜつなのだ。スイッチを切り替えるように、ストライカーとしての悠羽美を演じているからだろう。

「高たか橋はしはこの世界の魔法少女みたいな感じだから大丈夫」

　ストライカーの知識のない愛理に前田は説明してやった。

「うん、ありがとう」

　愛理は少しだけ安あん堵どしたようにうなずいた。

「愛理ちゃんには、助けられたから。だからできることはする」

　悠羽美はテープの巻かれた体を触りながら言った。そのとき、前田はちょっとしたことを思いだした。まだ愛理の解決していない問題があった。

「なあ高橋、パンツ持ってるか？　持ってるならくれないか？」

　愛理は目を丸くし、悠羽美はぽかんとしたあとに目をつり上げる。

　前田は左右の頬ほおをふたり同時にひっぱたかれた。




【現実世界８・６】




「あれ、俺おれってなんで叩たたかれた？」

　前田が言うと、愛理はぽかんとした表情になった。

「え、叩いてなんてないよ」

「そうだよな。なんで叩かれたような気がしたんだろ」

「それより、ほら絆ばん創そう膏こう取ってくるから」

　立ちあがった愛理は救急箱を取りに行く。愛理の後ろ姿を目で追いつつ時計を見ると、午後九時を少し回ったところだった。

　手を見ると、バイクの油で真っ黒に汚れ赤黒い血が垂れ落ちている。それを見て何な故ぜだか胸むな騒さわぎがした。




　そして次の日、八月七日。

　前まえ田だは愛あい理りと中なか野の駅近くの図書館に来ていた。愛理の夏休みの自由研究があるためだ。図書館もそんな小学生のために自由研究コーナーなどを設置しているようだ。愛理はそこで自由研究の題材を探しているのだが、成績はいいものの優柔不断な面がありなかなか決められないようだった。

　暇ひまになった前田が小説コーナーで本をぱらぱらとめくっていると、壁かべ際ぎわの椅い子すに座っている眼鏡めがねとポニーテールの女子を見つけた。私服姿の悠ゆ羽う美みが本を読んでいたのだ。夏休みはこうして図書館に通っているのだろうか。

　タクティクス東京が終わってから一週間ほど経たつが、打ち上げはしたもののサークルの会合はなかった。それはいいのだが、少しだけ寂しさを感じることではあった。

　夏休み明けに提出するという活動報告の題材は何にするのだろうか。タクティクス東京のレポートでもギリギリ合格点は取れそうなのだが、それであの遙はる花かが納なつ得とくするかが問題だ。

「……本を探してるの？」

　横を向くと悠羽美が立っていた。

「いや、ちょっと野や暮ぼ用ようで図書館に来ただけだよ。高たか橋はしは？」

　前田は悠羽美が話しかけてきたことに少しだけ驚おどろいた。

「私は、毎日図書館に通ってる。勉強もできるし」

「そっか。俺おれは姪めいっ子の付き合いなんだ。でも、自由研究を何にするかすら決められないんだよな。小学生にしては頭がいいから、逆に何をしていいかわからないらしい」

「そう……」

　悠羽美はちらりと愛理のいる自由研究コーナーに視線をやった。

「手伝おうか？」

「え、どうした高橋、お前がそんなこと言ってくるなんて」

　前田は悠羽美の言動に目を丸くした。

「な、なあ、体調が悪いとか？　夏なつ風か邪ぜはなかなか治らないんだぞ」

「なんか力になってあげたいような気がする、から」

　悠羽美は前田に舌打ちをしてから、愛理の元に歩いていった。

　その後、悠羽美の助けもあり、愛理は小学生らしく自分も楽しめる自由研究の題材を見つけることができた。

　愛理と悠羽美はほぼ初対面のはずだったが、意外に打ち解けるのが早かった。無愛想な悠羽美はもとより、愛理も人見知りの一面があるのだ。しかし、ふたりはまるで会ったことがあるような雰ふん囲い気きに思えた。




【仮想世界８・７】




　そして、その日の夜九時。前まえ田だは再び仮想世界に移行した。強制ログインはやはり毎日行われるのだ。頭上には銀色に輝く月が出ていて、ずっと空の同じ位置にある。この世界の時間は動いていないのかもしれない。

「基本的にこの世界はスフィアのマップを利用していると思う」

　銀髪の悠ゆ羽う美みが言った。

「でも屋内に入れたぞ。俺おれの部屋には細かいアイテムだってあった」

　前田は反論した。スフィアの持っている東京のデータは一般市民の家の間取りまでデータ化されているわけはない。さらに細々とした道具まで再現されていた。

「それは私たちのイメージで作られているのかもしれない。見慣れた光景の記憶がスフィアに送られ、スフィアはそのデータを再現する、と。つまりデータのフィードバック」

　三人は夜の街を歩いていた。いつまでも隠れているわけにはいかないと感じたのだ。蜘く蛛もの脅きよう威いはあったが、こちらには銃がありストライカーの悠羽美もいる。大群で襲おそわれない限りは問題ないはずだった。

「だから、本来ならスフィアワールドにない小物のデータも再現されている。でも、それはあくまでも本人が強くイメージできるものに限られる、と思う」

「そうか。だから商品が置いてないのか……」

　無人のコンビニなどに入ってみたが、そこはがらんとした空間が広がっているだけだった。弱いイメージのデータは再現されないか、再現されてもすぐに消えてしまうようだ。殺風景な愛あい理りの部屋や、いつもと違うガレージもそんな理由からだったのだ。

「基本的に情報は不安定。元から存在しないデータが東京スフィアの世界に残るためには、常に目に見たり触れていなくてはならない」

「身につけている物とかは常に目に入るから情報が定着するんだな」

　スフィアに送られフィードバックされるうちに情報として固定される。

「だからショッピングセンターに行っても、下着などのアイテムは手に入らないわ。それらは初めから再現されないか、データの霧きりとなって消滅したはず」

「家に戻っても愛理のタンスの中のパンツも消えているだろうな。いやタンスごと消えているはずだ。基本的に愛理や俺の記憶の再現で生みだされたものだからな」

「希望はあるわ。例えば東京スフィアに元からあるショーツを探す。下着メーカーが東京スフィア内で制作したものが必ずある。ストライカー用のコスチュームでもいい」

「あの、パンツの件はもういいです」

　愛理は恥ずかしそうに言った。悠羽美には穿はき忘れ逃げてきたと説明していた。

「あとはもっと武器がほしいかもな。いつまで逃げればいいかわからない。大量の武器をまずは確保するべきだ」

　この近隣に銃器などがあっただろうか。しかし悠ゆ羽う美みは首を振る。

「やめたほうがいいかも。あまり銃器は持たないほうがいいと思う」

「銃のほうが楽だぞ。いくら身体能力があったとしても格闘は危険だからな」

「あれが蜘蛛ウエブだとしたら、データに反応するはず。つまり、大きなデータを狙ねらってくる可能性が高いわ」

「……そうか。だから駅前に大群が現れたってことか」

　あの蜘く蛛もは情報量に反応するのかもしれない。だとしたら、大量の銃器を持ち運びデータ量を増やすのは愚ぐ策さくだった。

「まあ、あまり俺おれは遠距離の射撃が得意じゃないしな。こんなとき雪ゆき村むらがいれば……」

　と、そこまで言って前まえ田だはどきりとした。

「なあ、遙はる花かもこの世界に入っているのか？」

　東京中の人間が強制ログインしている可能性があるのだ。だとしたら、遙花も雪村もこの世界にいるはずだ。状況に混乱しすぎて、そんなことも忘れていた。

「たぶん、八月一日ついたちの午後九時、にいた場所からスタートする」

「八月一日の夜？　遙花は何をしていた……」

　前田はすぐに思いだした。あの夜は学校のイベントがあったはずだ。一、二年生が登校してキャンプファイヤーをやったりするというラフなイベントだ。

「高たか橋はしはイベントに行ったんじゃないのか？」

「私は、途中で帰ったから」

「じゃあ、やっぱり学校か。それも百人以上が……」

　前田と悠羽美は顔を見合わせた。駅前があれほどに混乱していたのだ。人が密集する学校が襲おそわれる可能性は高い。

「学校に行こう」

　前田は愛あい理りの手を引き走りだした。三人は大通りを避け、裏道を走って学校を目指す。あの蜘蛛が人を襲うようプログラムされているとしたら、やはり危険だ。あの学校の生徒たちはスフィアワールドのことはほとんど知らないはずだ。

　前田は遙花のことを考えた。彼女が蜘蛛に襲われる姿など想像したくなかった。クラスメイトもそうだ。平和な日常がいきなり崩くずれ、皆は大パニックになっていることだろう。もしかしたらもう蜘蛛に……。

　校舎が見えた。夜の校舎は静まりかえっているように見えた。前田と悠羽美は走る速度を落として周囲を警戒する。蜘蛛の姿もないかわりに人ひと気けもなかった。この世界へのログインが始まってから結構な時間が経たっている。無防備に歩いていた人間はすでに蜘蛛に狩かられてしまったのかもしれない。

　ふと思う。蜘く蛛もに襲おそわれた人間を見たが、その場で殺されるという凄せい惨さんな光景はなかった。蜘蛛に捕らえられた人々は引きずられていったのだ。果たして蜘蛛に捕まった人間はどこに連れていかれたのか。街の暗がりで捕食されたのだろうか。

　学校の門は閉まっていた。校庭には誰だれもいない。悠ゆ羽う美みが跳ちよう躍やくして学校の敷地に入った。前まえ田だは校門越しに愛あい理りを悠羽美に預け、自らもひょいっとジャンプし跳とび越える。

「愛理は俺おれの後ろを歩いて」

　前田は腰に下げていた銃を構えた。愛理を挟はさむように後ろを悠羽美が歩く。

「イベントにはどのくらい来てた？」

「……百人以上、かな」

　夏休み中なのでイベントは自由参加だ。旅行などに行っている生徒もいるため、参加率はそれほどでもなかっただろう。

　前田と悠羽美は校庭の中央で立ち止まった。がらんとした校庭には陸上トラックのラインが引かれているだけだった。キャンプファイヤーを行った形跡もなく、ボールひとつ転がっていなかった。

　前田は静かな校庭で青ざめていた。あまりに静かすぎた。これだったらパニックになったシーンを目まの当たりにしたほうがマシだった。この静寂はすでに生徒たちがいなくなったという事実を表現しているのかもしれない……。

「屋上」

　悠羽美は校舎の屋上に視線を向けていた。

「誰かいたか？」

「何かが動いた。たぶん、蜘蛛」

　すでに校舎も蜘蛛の支配下になっているのだろうか。

「いや、蜘蛛がいるっていうことは、生き残っている人間がいる可能性もあるよな」

　スフィアワールド内ではほとんどの学校は公共の施設扱いで、校舎内のマップも制作されて管理されている。それは犯罪防止のためだった。不法侵入者などを防ぐために、ほとんどの学校は校舎内のデジタルマップをスフィアに提供している。つまり、東京スフィアでは問題なく学校内に入れる。

　前田の胸の中に一いち縷るの希望と共に発生したのは怒りの感情だった。蜘蛛の奇き襲しゆうを受けた生徒たちが冷静に校舎に逃げ込み息を潜ひそめている可能性は低い。あの中なか野の駅前の混乱状態が証拠だ。もしも生徒たちが狩かられたあとだったら、校舎の蜘蛛は殲せん滅めつしてやらねばならない……。

「冷静になりましょ。あなたがやるべきことは、彼女を守ることでは？」

　悠羽美が視線を向けたのは愛理だった。確かに感情的に動いてしまえば、そのぶん愛理を危険にさらすことになってしまう。

「どうしたの？　お友達を捜しに行くんでしょ？」

　愛あい理りは平然と前まえ田だを見上げた。

「私のことは気にしないで。足手まといになるの嫌いやだから」

　前田は少しだけ驚おどろいた。姪めいもいつまでも子供ではないのかもしれない。

「……校舎内を確認しよう。生存者を捜し、それから対策を練る」

　前田の意見に悠ゆ羽う美みはうなずいた。

　三人は校舎へと向かう。下げ駄た箱ばこからエントランスが見える。真っ暗だが視界が失われていないのは、ここがデータ空間だからだ。真っ暗な空間データが情報として入ってくるのだ。

「まずいな。建物内は奴やつらの巣のようなものだ」

　開けた空間と違い、見通しの悪い建物の中は危険だった。

「俺おれがひとりで入るから、高たか橋はしと愛理は……」

「駄目よ。一緒じゃないと嫌」

　愛理が前田の言葉を遮さえぎった。

「行動するなら三人がいいわ。銃器とストライカー、ふたつの武器で協力したほうがいい」

　悠羽美はそう提言した。確かに前田はストライカーのように俊しゆん敏びんに動けず、悠羽美は銃器を使えない。お互いの短所をカバーし愛理を守る必要がある。

「校舎内で蜘く蛛もを見つけたら、基本的には俺の銃で倒す。奇き襲しゆうを受けたら高橋が対応する」

　もちろん蜘蛛との交戦は避けたほうがいいのだが、戦うことになれば銃器を使ったほうがいい。自らの肉体が武器であるストライカーと違い、弾丸は傷つかない。

　三人は前田を先頭に校舎内へと侵入した。データ化された校舎内はシンプルに表現されている。壁かべのポスターも張り紙もなく、床や壁には少しの汚れもない。

　目の前には静かな廊下が延びている。生存者確認のために声を出すのはためらわれた。こちらに気づいた蜘蛛に奇襲される恐れがある。

　前田は廊下を進んで一階のすべての教室を確認する。一年生の教室がずらりと並んでいるが、人の気配はなかった。少しだけ開いた扉を悠羽美が覗のぞき込み首を振った。背後にいる愛理が肩で息をしていたので、そっと背中をさすってやる。

　階段の前で前田は指を立てた。じっくりと捜索している時間はなかった。この校舎に蜘蛛がいる確率は高い。上のフロアを捜して、誰だれもいなければ素早く離脱するしかなかった。

　前田は階段を上りながら思う。イベントには雪ゆき村むらも参加していたはずだ。だとしたら、せめて遙はる花かだけでも連れて逃げてくれていればいいのだが。

　二階のフロアは前田たちが使っている二年生の教室がある。しかし、真っ暗の沈ちん黙もくした空間に人がいるようには思えない。廊下に足を踏み入れたとき、背後を歩く愛理が小さく悲鳴を上げた。

「……静かに」

　前まえ田だは愛あい理りの手を握った。ガサガサと廊下を這はう音が聞こえたのだ。どこから聞こえているのかよくわからない。デジタル空間では音源を把は握あくしづらい。

　悠ゆ羽う美みが身構えながら頭上を指さした。上のフロアの廊下を這いずっている音だ。前田たちの情報を感じ取っているのかもしれない。

　前田は悠羽美がじっと愛理を見つめていることに気づいた。視線の先は、愛理の頭だった。ゴムひもの石は暗くら闇やみのなか青く光を放っている。

「愛理、捨てるかポケットに入れておけ」

　この石のデータ量は意外に大きく、蜘く蛛もが視覚で獲え物ものを察知している場合はまずかった。愛理はそれを捨てるのは拒み、髪からゴムを外してワンピースのポケットにしまおうとした。

「あっ」

　愛理の手から石がこぼれ落ちてしまった。石は暗い廊下を跳はねて転がっていく。

　そのとき、コロコロと転がっていた青い光がふっと消えた。

　前田は同時に走りだしていた。光が消える瞬しゆん間かん、前田は見たのだ。

「伏せて！」

　前田は叫んで銃を構え、ほぼ同時に発砲。

　銃声は廊下で激しく反はん響きようした。銃弾を受けた蜘蛛は廊下を滑すべるように吹っ飛び、牙きばをガチガチと鳴らして裏返しになった。それでも前田は蜘蛛に照準を合わせ続ける。目の前で蜘蛛がタールのように溶けていくのが見えた。

　前田の前で伏せていた影が立ちあがった。

「……前田君？」

　手に青く光る石を持っていたのは遙はる花かだった。彼女はしばらく呆ぼう然ぜんとこちらを見たあと、前田に抱だきついた。
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「遙花ちゃん、よかった……」

　前田は拳けん銃じゆうを握ったまま遙花を抱きしめる。彼女は校舎内に残っていたのだ。

「ひとり、なのか？」

「みんないるよ。校舎に隠れてたの」

　教室の扉がすっと開かれたのが見えた。顔を出したのは前田のクラスメイトたちだった。




【現実世界８・８】




　街を歩いていた前田は違和感を持っていた。いつも通りの東京の夏の風景だが、どこか少しだけずれているような……。

　前田はできるだけ日差しを避よけながら歩く。東京という街は夏の太陽を受け止めるようにはできていないことがわかる。機能と利便性を追求したために失ってしまったものだ。

　公園に入ると強きよう烈れつな暑さが和やわらいだ。植えられた樹木や緑の芝しば生ふが日差しを受け止め自らのエネルギーに変換しているのだ。もしも人間が光合成をエネルギー資源として利用できるようになったら東京に緑が増え夏は過ごしやすくなることだろう。

　公園内のフットサルコートにはクラスメイトの男子が数人集まっている。今日はクラスの男子で集まってフットサルをやる約束があった。真夏の昼の屋外コートは人気がないので予約が簡単に取れるのだ。

「えー、秋にあるミニスポーツ大会に向けてのフットサルの練習です。俺おれたちはこの大会で必ず勝たねばならない。何な故ぜなら、秋のミニスポーツ大会は表向きスポーツの秋イベントだが、生徒会が余った金を還元する大会なのだ」

　ベンチの上で演説しているのはクラス委員長の浅あさ尾おだった。さすがの暑さで集まりが悪く十人ほどだ。それでもフットサルなので試合はできるだろう。

「前まえ田だもたまにはやる気出せよな。足は速いんだからよ」

　前田に気づいた浅尾が言った。

「俺は意外にやる気あるぜ」

　生徒会が余った金を還元するというのは本当だった。生徒会副会長の繭まゆ子こは、部活動などで使う備品を購入する際、独自のルートで安く買ったり、帳ちよう簿ぼで高く計上したりと差額を抜いているのだ。基本的にそうして浮かせた金は委員会や部活動などに還元し、生徒会の都合のよいように生徒たちを動かすという構図がある。

　その裏金を秋に放出するのだ。ミニスポーツ大会の各種目の優勝チームに分配するという事実はほとんどの生徒が知っている。さらに今年は生徒会が為替かわせ取引などによる資金運用に成功したため埋まい蔵ぞう金きんは莫ばく大だいであるとのことだった。

「しっかし、こんな暑い日にやらなくてもな……」

　前まえ田だが準備運動をしながらベンチに目をやると、ひとりだけ女子が座っているのが見えた。彼女は同じクラスの本ほん田だ由ゆ香かだった。確かバスケ部のマネージャーをやっており、この練習にも無理やり参加させられたのだろう。由香は前田の視線に気づいてにこりと笑った。

　その後、前田たちはフットサルの練習を始めたが、三十分も経たたないうちに全員が後こう悔かいしていた。真夏の太陽の下で運動するなど無理だった。

「俺おれたちって気づかないうちに歳としを取ってたんだな。いつの間にか夏に順応できなくなってんじゃんか」

　汗だくの浅あさ尾おはぐったりとしている。コートでボールを追いかけているのは、やはり運動部の連中だけだった。そして前田は木陰でぶっ倒れていた。

「おかしい。なんでフットサルごときの運動に耐えられないんだ」

　前田は東京を救った立役者であり、約二週間も魔王討とう伐ばつのために東京を走り回っていたのだ。それなのに……。

「……いや、走り回ってなかったか」

　タクティクス東京はマス目移動だった。二週間も走ることを制限されていたため、逆にスタミナがなくなっていたのかもしれない。

「大丈夫、前田君？」

　声をかけてきたのは本田由香だった。ショートの髪を押さえながら前田を覗のぞき込んでいる。彼女は真まっ赤かなジャージを着ていた。

「俺って本番タイプの人間だから」

「確かに前田君は努力型じゃないもんね」

　由香は手製のスポーツドリンクとタッパーに入れられたスライスレモンのシロップ漬づけを差しだした。さすがマネージャーで手慣れているだけあった。

「なんか悪いな。浅尾の思いつきの練習に付き合わせちゃって」

「私、こういうの好きだから」

　前田は紙コップを受け取り息をのんだ。

「……どうしたの？」

　由香が不思議そうに前田を見ている。

「いや……」

　前田は由香から目を逸そらせないでいた。彼女の瞳ひとみを見て何かが欠けていると、妙なことを感じてしまったのだ。

　たとえるなら、まるで光の消えた死者の瞳ひとみのようで……。




【仮想世界８・８】




　そして午後九時。やはり前まえ田だは仮想世界に移行した。

「キャンプファイヤーをやっていたはずなのに、いつの間にか火がなくなってました。消えたというより、すべてなくなったという感じでしたよ」

　そう言ったのは、自動小銃を構える雪ゆき村むらだった。

「そして蜘く蛛もが襲おそってきた？」

「異変を感じて、まずイベントに参加していた教師たちが学校から出ていったんです。外の様子を見たり交番に行ったり。でも戻ってきませんでした」

　前田と雪村は学校の校庭で会話していた。

「教師には待機してろって言われていたんですが、学校から出ていく生徒もいましたね。そして、それからしばらくしたらあの蜘蛛です」

　冷静な口調だったが雪村はボロボロだった。シャツの背中部分が裂さけており、全身がどす黒く汚れている。それは蜘蛛との激しい交戦を物語っていた。

「やっぱりパニックになりましたよ。バラバラに逃げ惑まどって収拾がつきませんでした。混乱のあまり屋上に逃げて墜つい落らくした生徒もいました」

　あまり聞きたい話ではなかった。当然のように死傷者が発生している。生徒たちはもうパニックを起こす気力すらなくなっているようだ。

「そんな生徒たちをまとめたのは遙はる花かさんですけどね。襲われたクラスメイトを反射的に助けて、周囲に呼びかけ校舎内へと避難しました」

「ストライカーの資質を持っているとはいえ、あの蜘蛛から友達を助けられるとはな」

　以前の記憶を失った遙花だが、タクティクス東京で白しら樺かばと戦っているのだ。それによりバトルの訓練をしたともいえる。悠ゆ羽う美み同様、格闘で蜘蛛と交戦できる数少ない人間ではあった。

　現在、悠羽美は校舎内を見回り残存の蜘蛛がいないか探索をしている。そして、前田と雪村は外から近づく蜘蛛を警戒していた。しかし、遙花や生徒たちとはまだ対話していない。前田たちが蜘蛛をなんとかするとだけ説明して生徒たちは教室に集めている。

　遙花やその他ほかの生徒に全部説明していいのか判断がつかなかった。

「雪村の銃はどうした？　それってＳＳの武器だよな」

　ＳＳの基本の武器はＭ─16という自動小銃だ。アメリカの軍隊に配備されている銃器であり、有名どころでは劇画の『ゴルゴ13』でも使用されている。その武器がスフィアワールドのＳＳに配備された理由はひと言でいうとかっこいいからだった。

　また、Ｍ─16はデータが複雑であり、一般人が簡単に使いこなせないという理由もある。情報が複雑な銃器は誰だれもが簡単に扱えるわけではない。強い武器はワールドを混乱させないよう、あえて複雑にしてあるのだ。訓練をしなければ弾丸を発射することすらできない。よって、ここにある武器は前まえ田だと雪ゆき村むらにしか使用できない。

「ＳＳ時代、僕はいろいろな場所に武器を隠してました。そのひとつがこの学校だったんです。ＳＳの武器は高く売れますから。先せん輩ぱいのマグナム弾もあります」

「……横流ししてたってわけか」

　銃器などはワールドのマネーで高く売りさばけたのだ。

「僕はワールドを守りたかったんです。でも、理想だけじゃ無理だって、途中から気づきましたから」

　雪村は平然と言った。

「とにかく、安全確認が終わったら対話をしないとな」

　学校の安全性を確認してから生徒たちを含めての対話をすると言ったのだ。しかし、それについてはネックがある。それは遙はる花かについてだ。

　遙花に話していいものだろうか、という疑問。

　悠ゆ羽う美みに関しても今後の対策を練る中でストライカーであるとの公開は避けられない。雪村がＳＳだったという事実もそうだ。前田たちがずっと事実を隠して遙花に接していたことを告白せねばならないのだ。

　話した時点で３Ｓのサークルは崩ほう壊かいする。

「迷ってるときじゃないですよ。それに、この世界でサークルが壊れたとしても、平然と日常は続きます」

「記憶を持ち越せないからな」

　前田は銀色の月を見上げて思った。この世界は仮想であって真実の世界だ。薄っぺらな日常の噓うそをはぎ取れと言っている。

　見ると屋上で悠羽美がこちらに合図を送っていた。校舎内に蜘く蛛もはいないという合図だ。対話の時間となる。







　前田と雪村は生徒たちを視聴覚室に集めた。

　雪村は生徒たちを一カ所にかためるのはまずいと察していたようで、生徒たちは分散して教室に立てこもっていた。だが、状況説明のためにこうして集まってもらっていた。

　前田の姿を見て、遙花に預けていた愛あい理りが安あん堵どした表情を浮かべた。しかし他ほかの生徒の表情は硬い。前田と雪村の持つ銃器にも視線が集まっている。

「俺おれたちが知っていることだけでも説明したい。時間がないから静かに聞いてほしい」

　前まえ田だは努めて普段どおりの口調で言った。

「俺おれたちは何な故ぜか異世界に迷い込んでいる。だけどそれは俺たちだけじゃなくて東京ぐらいの範囲だと思う……」

　前田は午後九時になるとこの世界に入ること、そして蜘く蛛もの存在などを説明した。パニックを防ぐには情報公開が必要だった。たとえマイナスの情報であっても伝えねばならない。前田の説明に半信半疑の顔の生徒たちだったが、誰だれも口を挟はさまなかった。

「ここは妙な世界だけど、俺たちには見覚えがあるんだ。前にコアなユーザーの間で流行した仮想世界、通称東京スフィアの世界だと思う。スフィアシステムって知ってるよな。そのスフィアが副次的に生みだした世界を東京スフィアって呼ぶんだ」

「あれだろ。タクティクスとかいうやつ。すげえ宣伝してただろ」

　反応があった。やはりあのゲームで一般への認知度が上がっている。

「なんか仮想世界にも入れるって」

「それは、リアル体感システムのことだろ。でも、安全対策ができてなくて、精神異常を起こしたりする問題のあるものだったはず。普通の人間はやらない」

　昔のネガティブな評判を知っている生徒もいた。

「だからこそ魅み力りよくのある世界だった。たくさんの危険や問題があり、俺たちは東京スフィアでそれらをひとつひとつ解決していった」

　遙はる花かが少しだけ怪け訝げんな顔をした。前田がスムーズに東京スフィアについて語っていることをおかしく思っているのかもしれない。

「本来ならその世界に入るには大きなログイン装置を使う必要があるし、そこにでっかい蜘蛛なんていない。でも、その世界に酷こく似じしているってことは、この妙なトラブルの原因を解明する鍵かぎになると思う」

　少しだけ間が空あき、口を開いたのはクラスメイトの浅あさ尾おだった。

「原因って、何かあるのか？」

「わからない。でも、探さなきゃいけない。いつまでもこのままじゃいられないし、現実の日常生活にも影えい響きようが出る可能性がある。だから、俺たちのやるべきことは、まず生き残ることだ」

　前田の言葉に生徒たちは困こん惑わくしたようにお互いに顔を見合わせた。

「蜘蛛に関してはもう心配しなくていい。俺と雪ゆき村むらは仮想世界において銃器を使用できる。そして戦闘のエリートであるストライカーもいる。俺たちが守るから大丈夫」

　沈ちん黙もくが流れる。生徒たちの思考は凍りついたままだ。

「大丈夫だよ、本当にすごかったもん」

　冷え切っていた空間に明るい声が響ひびいた。

「お兄ちゃんに任せておけば平気だよ。だってスーパーマンだもんね」

　笑顔で言ったのは愛あい理りだった。そんな愛理を中心にして生徒たちに弛し緩かんした空気が波紋のように広がる。凍りついていた空気が少しだけ溶けていった。

　しかし、遙はる花かだけはほんの少しも笑っていなかった。




　　　　＊




「いきなり蜘く蛛もに襲おそわれてどうしていいかわからなかった。とにかく逃げようっていうことになったけど、私は学校に残ったほうがいいと思ったの」

　遙花は屋上の柵さくにもたれながら仮想の街に視線を向けている。

「蜘蛛に襲われた友達は、蜘蛛に引きずられて連れていかれちゃった。私はそんなのを見ながら何もできなかった」

「遙花ちゃんのせいじゃないよ」

「クラスの子も蜘蛛にさらわれちゃったの。いつの間にか由ゆ香かちゃんの姿が見えなくなって、悲鳴を聞いたときには、もう遅かった……」

　本ほん田だ由香のことだ。前まえ田だは彼女と会話したことを思いだした。それは現実世界の今日のことだった。ふと見ると、遙花の肩が震ふるえていた。

「前田君が助けに来てくれたとき、本当にうれしかった。みんなには私と雪ゆき村むら君でなんとかするって言ったけど怖くて。それに雪村君は後こう輩はいだから私がしっかりしないとって……」

「誰だれも悪くないし、もう大丈夫。俺おれに任せてくれればいいから」

「優やさしいね、前田君は」

　振り向いた遙花は、まぶたをぬぐってからどうにか笑みを作った。彼女の体がとても小さく見えた。サークルでは見せない弱さと女性らしさを無防備にさらしている。しかし、見つめ合う中で遙花の笑みはすっと消えた。

「……でも、私を騙だましてたよね」

　その声はぞっとするほどに冷えていた。

「うん、遙花ちゃんがサークルを作る前から、俺は東京スフィアのことを知っていて、崩ほう壊かい前の世界にログインしていた。雪村もそうだ。雪村はワールドを守るＳＳをやってた。だから銃器を使える」

　前田は真実を告白した。いつか言わねばならない事実だったが、それがこの場所でとは皮肉だった。偽にせ物ものの世界で真実を伝えている……。

「前田君はなんで東京スフィアにログインしていたの？」

　遙花は前田から離れ、フェンスに寄りかかった。

「最初は興味本位だった。データの世界に興味があったから。現実世界のすべてはデータに分解されて仮想の世界で再構成される。そんな細かい情報を見てみたかった……」

　情報の集合体は繊せん細さいでいて美しかった。ただ価値を上げるために莫ばく大だいな情報を詰め込んだ宝石などは、現実世界では表現できないほどに複雑に煌きらめいた。そんな情報に触れるうちに前まえ田だはこの世界の情報の公式を少しだけ理解できたような気がした。

「私って馬ば鹿かみたい。ひとりではしゃいじゃって。みんなはサークル活動に無理に付き合ってたんだね」

「……違うわ」

　振り向くと背後に悠ゆ羽う美みが立っていた。

「サークルの活動は、好きよ」

「悠羽美ちゃん？」

「うん」

　遙はる花かがこのバージョンの悠羽美をはっきりと見るのは初めてのはずだ。

「そっか、悠羽美ちゃんはストライカーだったんだ。タクティクス東京ではダークナイトだったんだね」

「ごめんね、遙花ちゃん」

　悠羽美が近づいたが、遙花は背を向けてフェンスをぎゅっとつかんだ。

「私はなんなんだろう」

　遙花は夜空を見上げた。そんな遙花の背中をぼんやりと見つめていると、隣で悠羽美が赤い瞳ひとみを瞬またたきこちらを睨にらんでいるのが見えた。

「遙花ちゃん……」

　前田は遙花の肩に手を置いた。

「俺おれたちは崩ほう壊かい前の東京スフィアを知っていた。雪ゆき村むらも高たか橋はしも繭まゆ子こさんも。崩壊と同時にいろいろなものを失った。そして、今の俺たちは東京スフィアの再生を望んでいる。だから、遙花ちゃんと一緒にサークルを始めたんだ」

　そして本当の目的は遙花を取り戻すことだ。それは今も変わらない望みだった。真実を言えばそれは粉々に砕けてしまう気がする。

「そして遙花ちゃんは、東京スフィアの……」

　前田は言葉に詰まってしまう。

「言わなくていいよ」

　遙花は前田の言葉を遮さえぎった。

「でも、もう隠すわけには……」

「いいの」

　遙花は首を振った。

「私の過去は私が探す。そうしないといけないと思うから」

　前田と悠羽美は顔を見合わせた。やはり日常生活から察していたのだ。過去にスフィアと関かかわった記憶を取り戻し始めていた。

　もしかしたら、それは遙はる花か自身のプライドなのかもしれない。今まで部外者だった彼女の心を守る言動でもあり、悲しさと辛つらさを感じさせるものだった。

「これだけは信じてほしい。俺おれたちは遙花ちゃんのことが好きで集まってる。日常でも、こんな馬ば鹿かげた異世界においても、必ず遙花ちゃんを守るから」

「……やっぱり、前まえ田だ君は優やさしい」

　遙花は頭上の月を見ながらつぶやいた。

「こっちと現実と、どっちの前田君が本当なんだろうね」

　前田は思った。こうして遙花のそばにいると東京という街と繋つながっているような感覚になる。この感情を現実の東京にこのまま持っていけそうな気がした。いや、なんとかしなければならない。この世界でも日常でも解決策を探すのだ……。




【現実世界８・９】




　妙な胸むな騒さわぎを感じていた。これは数日前から胸の中にあった染しみだったが、それがどす黒く広がっていくような気がする。

　何かが違う……。

　前田は街を歩きながらそう感じた。いつも歩いている中なか野のの駅前はこのような感じだっただろうか。人々が溢あふれる駅前の光景は変わりない。しかし、どこかずれているような気がしてしまう。

　前田はアーケードを歩き、中野ブロードウェイへと入った。そこの地下二階のカフェ『カトレア』へ入店する。目立たない出入り口のわりには店内は混雑していた。夏休みの時期なので客層が若い。

　前田は広い店内の奥を目指す。空あいた席に座るとボタンを押してアイスコーヒーとナポリタンをオーダーした。円柱形状の自走式ロボットが注文の品を運んできたので、前田はそれを受け取り雑誌を広げた。

　雑誌に書かれた記事は前田にとって無む駄だなものばかりだった。テレビ画面の向こうのタレントの恋愛など、自分にまったく関係のないことだ。何な故ぜ、世の中にこうしたがらくたのような情報が垂れ流され続けているのか……。

「こんにちは、前田さん」

　顔を上げると、横にはウエイトレス姿のエオリアが立っていた。エオリアは金髪を揺らしてにこりと笑った。

「久しぶり、魔王討とう伐ばつ以来だっけ？」

　最近のエオリアはテストプレイもかねて様々な場所で働いているのだが、前田は今日彼女がここにいることを知っていた。

「ふふっ、ちょっと人間を甘く見ていたようですね、魔王は」

「タクティクス東京は成功したのか？」

「はい。店てん舗ぽとのタイアップによりほとんど宣伝費もかからず、一般層に東京スフィアの認知度を上げることができました。次のＸゲームも近いうちに開かい催さいされることでしょう」

　エオリアはスムーズに喋しやべった。彼女はどんどん人間に近くなっているような気がする。それは彼女自身の学習の効果と共に、スフィアのシステムが向上しているからかもしれない。

「……お疲れですか？」

　ふとエオリアが言った。前まえ田だの表情を見て察したのだろうか。平常時の前田の表情データを持っており、その変化に気づいて聞いたのだ。

「なんか変な気分なんだよ。エオリアはさ、街を歩いていてなんかいつもと違うなって思うことはないか？　そんなときってちょっと怖くなるんだ」

「東京の街はいつも違いますよ。絶えず変化を続ける生命のような存在ですから」

　エオリアは青い瞳ひとみを瞬またたいた。

「……繭まゆ子こさんはどうしてる？」

「忙しそうですが、規則正しく生活していますよ」

「明日繭子さんと会えないかな。ちょっと相談したいことがあるんだ」

　このままでは胸の内のもやもやとした霧きりが晴れない。前田には厳しい繭子だったが、どんな馬ば鹿かげたことでも話は聞いてくれる。

「わかりました、前田さんが元気がなかったとお伝えしときますよ。返事は私から前田さんの携帯に送りますから」

　エオリアは会え釈しやくをしてから立ち去る。前田は彼女の後ろ姿を見送り、再び雑誌に視線を戻した。エオリアはちらりと前田を振り返ってから接客に戻っていった。




【仮想世界８・９】




　校庭に銃声が響ひびき渡る。

　前田は拳けん銃じゆうを構えて校庭を走っていた。先ほどの銃声は雪ゆき村むらのものだ。敷地内に侵入した蜘く蛛もに発砲したのだろう。

　屋上を見ると光が点滅している。あれは悠ゆ羽う美みからの合図だった。彼女が屋上から蜘蛛の侵入を発見し、こちらにシグナルを送っているのだ。蜘蛛を倒すには距離を取って戦える銃器のほうが効率がいいため、前田と雪村が校舎周辺を警護している。

　防衛線を突破され蜘蛛が校舎に侵入した場合、悠羽美が対応することになっていた。建物内では蜘蛛の奇き襲しゆうを受けたり銃弾が味方に当たる場合もあるので、銃器を使用するよりストライカーが戦ったほうがよい。

　そして悠ゆ羽う美みでも対処できなかった場合、最後の防衛力は遙はる花かとなる。遙花はタクティクス東京の中で白しら樺かばから基本的なストライカーの動きを教わっており、生徒たちを守ると申しでたのも彼女だった。

　生徒たちは三階フロアの教室に分散して隠れている。遙花は中央付近の部屋でクラスメイトと共に待機しているはずだ。異変があれば教室を飛びだし蜘く蛛もと戦う。遙花はそんな意志を見せたのだった。しかし、前まえ田だとしては遙花を戦わせることは避けたかった。

「オーケーです」

　蜘蛛を迎撃した雪ゆき村むらが親指を立てている。銃弾を受けて溶けだしている蜘蛛が見えた。ふたりは基本的に広い校庭を中心に防衛していた。敷地の全域を守ることはほぼ不可能だからだ。そこで正面玄関の扉はあえて開けておいた。

　ここが東京スフィアだとすれば、蜘蛛はプログラムで動いていることになる。校舎に侵入するという目的を達成するにあたり、窓や扉を壊すよりも開いた出入り口を目指すはずだ。プログラムで動く蜘蛛は目的達成にあたってシンプルな行動を取るだろう。よって、前田たちは校庭で正面玄関を死守すればいい。

　前田は雪村にうなずいてみせると、自分の持ち場へと戻った。本当なら防衛の戦力がもっとほしかったが、生徒の中にログイン経験がある者はいなかったのだ。

　雪村が隠し持っていた武器は、自分が使う自動小銃の他ほかに数丁の銃があった。しかし、銃器は訓練した者でないと使いこなせない。ワールドでサバイバルゲームを行っていたユーザーなどはダメージが低く情報量の少ないシンプルな銃器を使うのだ。デリンジャーなど生徒でも扱えるシンプルでダメージの低い銃器は雪村は隠していなかった。横流しで利益を得ようとしていたため、情報量の大きい武器が集まることになったのだ。

　屋上で光が点滅した。校庭に蜘蛛が侵入した合図だった。蜘蛛は二匹だ。一匹は雪村が撃ち抜いたが、もう一匹は校舎へと走っている。

「俺おれがやる！」

　前田は蜘蛛に向かって走り拳けん銃じゆうの引き金を引いた。爆音と共に蜘蛛が吹っ飛んだのを確認し、前田は雪村に親指を立ててみせた。持っている武器の威い力りよくと射程距離が違うため、ふたりの役割は微妙に違った。先に撃つのは雪村で、撃ち漏もらした蜘蛛は前田が接近して攻撃する。お互いに声を出し合って連携を取らねばならなかった。

　目の前の蜘蛛がどろりと形を失っていく。そんな蜘蛛を見ながら思う。いつまでこれを続ければいいのだろうか。この場所にある銃弾にも限りがある。しかし、現状ではこうして生徒たちを守る以外に選せん択たく肢しはなかった。

　拳銃の弾倉をスイングアウトして弾を込める。頭上を見ると教室の窓に人影が見えた。生徒たちが状況を見つめているのだ。彼らは前田たちに頼るしか方法はない。

　それからしばらく防衛を続けていると、蜘蛛の襲しゆう撃げきがぱたりと止まった。

「そろそろ、ですかね」

　自動小銃を提さげた雪ゆき村むらが近寄ってきた。蜘く蛛もの体液を浴びて黒く汚れている。

「そうだな」

　前まえ田だは校庭を繋つなぐステップにぐったりと腰を下ろした。判明したことがあった。仮想世界の滞在時間、その終わりが近づくと蜘蛛の襲しゆう撃げきが止やむのだ。現実に戻る時間が近づいている。

　強きよう烈れつな疲労を感じていた。緊迫した精神状態を保つのは仮想世界でも辛つらかった。逆に雪村は高こう揚ようしているのが見て取れた。ゲーム感覚の撃ち合いが好きなのだ。

「真っ黒だね」

　振り向くと遙はる花かが立っていた。移行時間の終わりを察して出てきたのだろう。他ほかの生徒たちの姿もあった。

「お兄ちゃん」

　愛あい理りが真っ黒な前田に抱だきついてきた。

「前田君、拭ふいてあげる」

「いいよ、断片的な情報は時間が経たてば消えるから」

　それでも遙花は前田にハンカチを当てた。そんなうちに、前田が持っていた銃も生徒たちが黒い体液を洗っている。雪村も同級生にケアをされていた。

「だんだん移行時間が延びてる」

　遙花に顔を拭かれながら前田はつぶやいた。この世界で過ごす時間が長くなっているのだ。しかし実際には時間は経っておらず、この世界はずっと夜のままだ。

「なんで長くなっているんだろうね」

　愛理がそう言った。確かに、なんでだと思う。理由があるのだろうか。まだまだこの世界について解明する必要がある。

「あの人、無事かな」

「繭まゆ子こさんのこと？」

　遙花も繭子のことを考えていたようだ。銃も使えずストライカーでもないが、こんなとき彼女を頼ってしまう。スタートの一日ついたちの午後九時はどこにいたのだろうか。

　だが、捜しに行くことは不可能だった。ここにいる生徒たち百人近くを引き連れて蜘蛛の溢あふれる街を移動することなどできない。立てこもって迎撃しているからなんとか被害が出ずにすんでいるだけなのだ。

「現実のほうで対応できない、かな」

　屋上から降りてきた悠ゆ羽う美みだった。悠羽美を見て生徒たちが怯おびえたように距離を取った。銀髪とレッドアイの彼女は恐れられているようだ。

「現実では記憶は失われるだろ」

「でも、こっちの世界では身動きが取れないわ。現実で少しでもこの世界の記憶を持ち越している人はいないの？」

　悠ゆ羽う美みは周囲を見回した。生徒たちは誰だれも声を発しない。

「私も憶おぼえてない。普段どおり生活してた」

　遙はる花かも首を振った。特異な存在である遙花がこれでは希望はない。

「……いや。俺おれはちょっと違和感を持ってたぞ」

　前まえ田だは思いだした。現実でのあのずれた感覚。

「そうだ、だから繭まゆ子こさんにも相談しようと思ったんだ。たぶん明日あたりに会うかもしれない。そんな行動を取っている」

　前田の言葉に周囲が色めきたった。

「先せん輩ぱいは何かを感じてますね。チャンスはあります」

　雪ゆき村むらが近寄りうなずいた。

「どうにか記憶を持ち越して。そして、現実の私たちに異変を伝えてほしい」

　悠羽美が前田の目を見つめて言った。真剣な表情だった。

「でも、現実の俺はこんなことが起こってるなんて思ってない。ちょっとした違和感なんだ。そんなこと相談したって誰も……」

「大丈夫です、僕らは３Ｓの仲間じゃないですか。先輩が困ってる様子を見せれば、ほっとくわけないでしょ」

「ええ、無む下げな態度は取らないと約束する」

　雪村と悠羽美はきっぱりと言った。前を向くと遙花がじっとこちらを見ていた。

「きっと前田君ならできる。悠羽美ちゃんや雪村君、繭子さんのことを強く思って現実に記憶を持ち越すの。そして前田君は私たちを助けてくれる……」

　前田と遙花は見つめ合った。そうだ、やらねばならない。そして現実で助けてくれるのはサークルのメンバーだ。苦楽を共にしたメンバーに協力を要よう請せいするのだ。

　悠羽美、雪村、繭子……。前田はメンバーの顔を頭に焼き付けるように強く念じた。

「前田君ならできる……」

　視界が暗転していった。現実世界に戻る時間だった。

　現実に戻って雪村や悠羽美を説得しなければならない。必ず記憶を持ち越し、サークルのメンバーと問題解決を図る。

　明日メンバーと話し合うのだ。八月十日の現実世界で……。
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「無む下げな態度は取らないとか言ったよな」

　前まえ田だは憤ふん慨がいしていた。仮想世界は昨日の続きからであり、生徒たちは校庭に集まっている状態だった。

「なあ、俺おれってひっぱたかれたような気がするんだけど」

　前田は悠ゆ羽う美みに言ったが、彼女はそっぽを向いている。

「先せん輩ぱい、お怒りはもっともですが時間が……」

「雪ゆき村むら、お前もだ。なにが仲間じゃないですかあ、だよ。馬ば鹿かなこと言ってるなあ、みたいな感じで接しやがって」

「蜘く蛛もが来ますから配置につきましょう。皆さんも教室に戻ってください」

　雪村は現実での出来事に触れようとせず、生徒たちの誘導を始めた。

「ごめんね」

　目の前で沈んだ表情をしているのは遙はる花かだった。

「遙花ちゃんは悪くないよ」

「私が行かなきゃよかった。繭まゆ子こさんと対話したらもしかしたら異変に気づいたかも」

「面倒だから遙花ちゃんを代わりに行かせたんだろ。どうせ真ま面じ目めに相談に乗ってくれなかったよ」

「私が行きたがったの。ちょっと驚おどろかせようかなって。繭子さんは、前田君が変なことを言うときは、ちょっと聞いたほうがいいような態度だった」

「どっちにしろ無理だったよ」

　なんにしろ持ち越せる記憶が少なすぎる。ちょっとした違和感程度なのだ。

「でも、あなたがやるしかないわ」

　口を挟はさんできたのは悠羽美だった。

「お前なあ、よく意見できるよな」

「理由はわからないけど、あなたはほんの少しでもこの世界の記憶を持ち越していた。それは私たちにはできないこと」

「そうですよ、何な故ぜかわからないけど先輩だけですから」

　生徒の誘導を終えた雪村も同意した。

「冷静になるべきよ。現実ではそれしか状況打開の方法はない。そして、ここで言い争っている時間もないし、議論は前向きにすべき」

　悠ゆ羽う美みの言動には不服だったが、前まえ田だはぐっと言葉をのみ込んだ。

「前田君、私にできることがあれば何でもするから……」

「遙はる花かちゃんは愛あい理りを連れて教室に」

　前田は愛理を遙花に預け避難させた。とりあえずこの世界では蜘く蛛もの迎撃がやるべきことだった。悠羽美は校舎の屋上に走り、前田と雪ゆき村むらは校庭で配置につく。しばらくすると蜘蛛の襲しゆう撃げきが始まった。

　前田は蜘蛛を撃退しながら思う。この仮想世界では対策を考える時間がなさすぎる。現実ではあれほどの時間があるというのに。となると、やはりキーは現実なのか……。

　疑問に思うことがあった。ちょっとした違和感とはいえ、仮想世界の記憶を持ち越しているのは何な故ぜ自分だけなのか。

　そして、いつまで蜘蛛を撃ち殺し続ければいいのか……。

　徐々に蜘蛛の襲撃が少なくなってきた。今日も移行時間の終わりが近づいているのだろうか。校庭に侵入した蜘蛛が校舎に向かわずに逃げていく。やはりもうすぐ終わる。

「深追いしなくていいぞ」

　雪村が逃げる蜘蛛を追いかけている。銃を撃ち続けた雪村の精神状態は沸ふつ騰とうし、蜘蛛の殺さつ戮りくに身を委ゆだねていた。銃声が一発響ひびき、逃げていた蜘蛛が倒れた。

「また襲おそってくるでしょうから、ぶっ殺しとかないと」

　雪村は倒れた蜘蛛を確認して、自動小銃のカートリッジの交換を始めた。そのとき、銃弾を食らった蜘蛛が動いた。

「危ない！」

　前田の発砲は一いつ瞬しゆんだけ遅かった。蜘蛛が吹っ飛んだときには、雪村が地面に倒れていた。

「雪村？」

　前田は急いで雪村に駆け寄った。

「ちょっと油断しました」

　雪村は顔をしかめながら体を起こした。それを見て前田は舌打ちする。

「……足か」

　雪村の足から血が流れていた。蜘蛛の鋭い脚が雪村の太ももを貫かん通つうしており、かなりの深手だった。

「心配いりません、銃は撃てますから」

　立ちあがろうとした雪村はよろめき膝ひざをついた。雪村の怪け我がを察した遙花が、治療キットを持って校庭に走りでてくる。止血スプレーで血の流出は止まるが、傷を治すには時間が必要だった。それは仮想世界での厳格なルールだ。

　しかしその時間は……。

　気づくと校庭に生徒たちが出てきている。怪我をした雪村を見て青ざめていた。しかし、その表情は雪ゆき村むらよりも、自らを心配しているように見えてしまった。

　暗雲だった。仮想世界での立場は悪化している。

「お兄ちゃん？」

　青ざめた顔をした前まえ田だを気き遣づかってか、愛あい理りが寄ってきた。

「大丈夫、心配ないから」

　愛理のためにもどうにかしたい。そのためには、現実世界での時間を使って対処するしかないのだ。しかし、どうやって……。

「やっぱりやるしかないよ」

　そう言ったのは遙はる花かだった。

「この世界のことを強くイメージして、現実に記憶を持ち越すの」

「できるかわからないけど、やるよ。やるしかない」

「キーワードでもいいかも」

　悠ゆ羽う美みが寄ってきた。

「この世界のキーワード。仮想世界、蜘く蛛も……」

　悠羽美はそんな言葉をつぶやく。遙花もうなずいた。

「もうひとつの東京、午後九時、銀髪の悠羽美ちゃん、怪け我がした雪村君、そしてこの世界では優やさしい前田君……」
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　八月十五日、前田は街まち中なかでぼんやりと突っ立っていた。

　ここはどこなのだろうか……。

　そんな違和感は膨ふくらむ一方だった。空には巨大な入道雲が浮かんでいる。圧迫感を感じた。胸の苦しさを緩かん和わするためにすべてを吐きだしたい。真夏であるのに暑くないのはなんでだろうか、周囲にこんなにも人がいるのに静かなのは何な故ぜなのか。歩道橋から見える人や車の動きは街の一部のように見えた。しかし、自分がそんな枠から外れているように思えてしまう。

　前田は小さく首を振ってから歩きだした。自分でも何をやっているのかわからない。しかし、そうしなければならないという強迫観念のようなものがあった。それは胸の中に突き刺さっている異物だった。どうにかして取り除きたかったが、それは消えるどころか拡大しているように思える。

　線路沿いを歩くと中なか野の区の複合施設がある。施設のオープンエリアに入ると、ベンチに腰を下ろしている女子が見えた。もそもそとサンドイッチを食べていた彼女は、前田に気づくとすっと表情を変えた。

　悠羽美は食べていたサンドイッチを包み直すと鞄かばんにしまって立ちあがる。

「なあ、待てよ」

　前まえ田だは悠ゆ羽う美みに声をかけたが、彼女は前田を無視して立ち去っていく。

「待てって」

　前田は悠羽美の腕を取って引き留めた。

「触らないで」

　悠羽美は乱暴に前田の手を振り払った。

「話すこと、ないから」

「話を聞いてくれるだけでいい」

「帰って」

　前田は悠羽美の鋭い視線にたじろいでしまった。そんな前田をよそに、悠羽美は図書館の中へと入っていく。もう追う気にはなれなかった。

　前田は悠羽美の姿が消えた後も突っ立っていた。もどかしさと胸の苦しさに吐き気がした。自分は何をしているのだろうと思った。こうして彼女に会いに来ているが、実際のところ何を話していいのかわからないのだ。悠羽美の態度もそう考えれば自然なことだった。

　ぼんやりと立っている前田に、周囲の人々は奇異の視線を向けて通り過ぎていく。孤独を感じた。もともと自分はこんな場所にいたのだろうか。見えない小さなきっかけでそれがわかってしまっただけなのだ。自分は東京という街の異物だったのかもしれない。

　どれくらい時間が経たっただろうか、ぼんやりと立ち尽くす前田の背中に声がかけられた。

「先せん輩ぱい」

　振り向くと雪ゆき村むらが立っていた。

「座りましょう。座って話しましょう」

　雪村は石造りのベンチを指さし、缶コーヒーを差しだした。

「雪村……」

　雪村は異変に気づいて来てくれたのだ。電話で話しても何も解決することはなかったが、こうして会いに来たところをみると、何か進展があったということだ。

「何か思いだしたことがあったか？　俺おれの言ったことの調べがついたか？」

「とりあえず座ってください」

　雪村は困こん惑わくした様子で言った。

「で、どうなんだ？　やっぱり裏で変なことが起こってるってことか？」

　前田は座ると雪村を問い詰めた。

「先輩、悠羽美さんにもそうですけど、もうちょっと行動を考えたほうがいいですよ。先輩のクラスでもちょっと噂うわさになってます。最近変なことを言ってるって」

「そんなのはいいんだって、で？」

「愛あい理りちゃんも最近の先輩の様子が変だって心配してるようです」

「そんなのはいいって言ってるだろ！」

　前まえ田だの怒号に、周囲にいた人々が驚おどろいたように視線を向けた。

「見えないところで何かが起こってるんだ。だから、俺おれはこんなに……」

　前田はぐっと唇くちびるを噛かんだ。伝えねばならない感情があるが、それを言葉にできない。

「先せん輩ぱい、これどうぞ」

　雪ゆき村むらが前田に渡したのは数枚の紙だった。

「なんだよ、これ」

　前田はそれを見て顔をしかめた。

「東京スフィアの件もあって、先輩はちょっと精神的に疲れていると思うんです。だから、ちょっと休んだほうがいいと思いまして……」

「ふざけんなよ」

　前田は紙をびりびりに破いて投げ捨てた。それは療養系の温泉のパンフレットだった。

「俺は病気なんかじゃねえ」

　前田は憤ふん慨がいして立ちあがった。雪村は何も言わずに散らばったパンフレットを拾い集め、立ち去りかけた前田の背中に声をかけた。

「休息が必要ですよ。しばらく東京から離れることです」

「その話はもうするなよ」

「落ち着いたら連絡をください。僕は先輩の味方ですよ」

　雪村の声を無視して、前田は逃げるようにその場を立ち去った。

　そのまま前田は真夏の街をさまよい歩いた。歩き続けても胸の中の怒りはなかなか消えない。怒りは雪村に対してではなかった。際限なく発生する悪感は自分へのものだ。こうして自分があてもなく歩き回っている経路を分析すると、さぞ混乱した線ができるに違いない。東京に必要とされている人々の動きとはまったく違う。

　歩き疲れた前田はどこかの街路樹にもたれかかった。携帯電話を取りだし発信する。やはり彼女に話を聞いてもらう必要があった。呼び出し音が数秒鳴り声が聞こえた。

『……はい、結ゆう城き繭まゆ子こです』

　変わらない声に前田は安あん堵どした。普段は決して会いたくない人間だが、これほど頼もしく感じたことはなかった。彼女はいつでもフェアなのだ。弱っているこんなときでも、繭子なら同情の視線を向けてくることはない。

「繭子さん、話が……」

『ただいま私はイタリア旅行中です。ご用件のある方は発信音の後にメッセージを……』

　前田は携帯電話を握ったまま街路樹の幹を叩たたいた。

「……なんであのクソ女はこんなときに限っていないんだ」

　前田はぼんやりと頭上を見たあとに電話を切った。空は少しだけ赤らみ始めている。最近の前まえ田だは夜が怖かった。夜が近づくたびに鼓こ動どうが高鳴る。

　さらにさまよい歩き、気づくと学校の前に立っていた。道路を挟はさんだ向こう側に校門が見える。校庭から運動部のかけ声が聞こえた。そんな光景を見ると何な故ぜか胸が痛む。この日常を壊したくないと、そんな気持ちになるのだ。

「……前田君」

　横を向くと遙はる花かが立っていた。デニムのスカートを穿はいた私服姿の遙花だった。

「最近変だってね」

　遙花は小さく笑った。雪ゆき村むらや悠ゆ羽う美みから聞いたのだろう。

　前田は反射的に遙花から目を逸そらした。何故か遙花には相談する気になれなかった。一昨日おとといも偶然に街まち中なかで会ったのだが、彼女と会うと悪化するような気がした。得え体たいの知れない恐怖ややり場のない焦あせりなど。

「私が無理にＸゲームとかに誘ったから、疲れちゃったのかも」

「そんなんじゃないよ。俺おれはおかしくなってない」

「クラスのみんなで花火大会をやろうってことになったんだ。だから前田君も気分転換に参加してね」

「気分転換とかの問題じゃない」

「前田君、こっちを見て」

　目を逸らしていた前田に、遙花が怒ったように言った。

　彼女と目が合ったその瞬しゆん間かんに前田はのけぞった。異様なイメージが飛び込んでくる。

　学校、生徒たち、雪村や悠羽美、愛あい理り、蜘く蛛も……。

　それらは断片的でぐしゃぐしゃにかき回されたような情報だった。

　前田は遙花から逃げるようにその場を後にした。
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　仮想世界の状況は悪化の一途だった。物量作戦を取ってくる蜘蛛の襲しゆう撃げきにより、前田たちが構成していた防衛線は後退していった。

　足を怪け我がした雪村は積極的に戦闘に参加できていない。蜘蛛の脚に貫つらぬかれてから数日が経たっていたが傷は治らない。現実では数日でも、この仮想世界の時系列はずっと繋つながっている。

　今まで雪村が維持していた防衛線をカバーすることとなったのが悠羽美だ。生徒を守る切り札的存在だった悠羽美が校庭に出てこざるを得なかった。

　しかし、飛び道具を持たない悠羽美の疲ひ弊へいは激しかった。直接攻撃するために蜘蛛を追いかけねばならず、あの巨大な蜘蛛との格闘にはリスクが伴う。身体能力を昇華させたストライカーとはいえ人間相手にしか戦ったことはないのだ。

　できれば悠ゆ羽う美みは危険を冒さず蜘く蛛もを足止めし、その間に前まえ田だが拳けん銃じゆうで処理するとの方法がよかったのだが、広い範囲を守るにはその作戦は不可能だ。悠羽美は徐々に交戦時間が増え傷ついていった。

　前田は仮想世界の校庭を走りながら銃を撃っていた。学校を攻めてくる蜘蛛の数が多くなったような気がする。いったいいつまで銃を撃ち続ければいいのだ……。

　目の前の蜘蛛に銃弾を撃ち込み殺したが、横から別の蜘蛛が襲おそってきた。しかし、その蜘蛛はバランスを崩くずしたように崩れ落ちる。銃声は校舎二階の窓からだ。足を怪け我がして機動力を失った雪ゆき村むらは、校舎の中から蜘蛛を狙そ撃げきしているのだ。

「先せん輩ぱい、フォローを！」

　雪村が叫んだ。見ると校庭で悠羽美と蜘蛛が交戦していた。それを見て前田は走った。ストライカー対蜘蛛のバトルは激しかった。悠羽美は蜘蛛を殴なぐりつけながら脚をもいでいく。もぎ取られた脚は黒い体液を垂れ流しながらもぞもぞと動いている。蜘蛛の脚が悠羽美をかすめ、銀髪がばらりと切り落とされた。

　遠くから狙ねらうと悠羽美が被弾する可能性があったため、至近距離まで走り発砲する。銃弾を撃ち込んだときには、蜘蛛は脚を六本もがれていた。

「大丈夫か？」

　悠羽美は力なくうなずいた。全身が真っ黒だった。彼女は体をぬぐっていたが、まとわりついた蜘蛛のデータは落ちない。前田も銃弾を撃つたびに体液を浴びていた。重りを背負っているようで動きが鈍っていく。このまま蜘蛛と戦い続けていたら発狂する……。

　悲鳴が聞こえた。振り返ると校舎の壁かべを蜘蛛が登っていた。校舎の三階まで到達した蜘蛛を見て、教室に立てこもっていた生徒たちが悲鳴を上げたのだ。

　前田は悠羽美を制して校舎へと走った。ただ、蜘蛛は窓ガラスを割って侵入することはないので危険はないはずだった。もともとデータ補修の蜘蛛ウエブなのだ。むやみにマップの破壊をするはずはない。

　校舎へ向かって走ったとき、前田の予想外のことが起こった。窓ガラスが砕けたのだ。ガラスに張り付いていた蜘蛛を落とそうと、生徒たちが教室の内側から椅い子すで殴りつけたのだった。歪いびつに砕けた窓ガラスのデータは落ちていったが、蜘蛛は墜つい落らくせずに壁に張り付いている。

「馬ば鹿かやろう」

　前田は意を決して離れた距離から拳銃を発砲したが、弾丸は逸それる。蜘蛛は割れた窓ガラスへと向かったが、教室に侵入する寸前に墜落した。窓から身を乗りだした雪村が撃ち落としたのだ。

　だがパニックは収まらなかった。窓ガラスが割れたとの声が響ひびきわたり、三階のフロアに混乱が一気に広がった。

「教室に残れ！　バラバラになったらまずい！」

　前まえ田だが叫んだが、その言葉は届かない。生徒たちが廊下に出ていったのがわかった。

「先せん輩ぱい、後ろ！」

　振り返ると校庭に数匹の蜘く蛛もが侵入していた。悠ゆ羽う美みだけでは対応できない。前田は校庭へとＵターンして蜘蛛を銃撃する。しかし蜘蛛の数が異様に多かった。蜘蛛が群れをなして学校を襲おそってきたかのようだった。何な故ぜいきなり増えたのだ？

　前田に思考する暇ひまはなかった。校庭を走り発砲するしか選せん択たく肢しはない。悠羽美が蜘蛛に群がられているのが見え、前田は救助に向かう。そんな隙すきに別の蜘蛛が校舎へと走った。

　雪ゆき村むらが狙そ撃げきをしたが、その銃弾をかいくぐった蜘蛛がいた。前田が悠羽美を襲っていた蜘蛛に銃弾を撃ち込んでいたとき、背後で悲鳴が上がる。前田はそれを見て唖あ然ぜんとした。パニックになり校舎の外に出てしまった数人の生徒がいたのだ。

　蜘蛛はそんな生徒たちに狙ねらいをつけた。棒立ちの生徒に飛びかかり捕ほ獲かくしたのは一いつ瞬しゆんだった。前田が走ったときには、すでに数匹の蜘蛛が生徒たちを一人ずつ引きずっていた。

　前田は銃口を向けたが生徒が邪じや魔まになって撃てない。蜘蛛は生徒を一人ずつ捕獲し、バラバラに散った。校庭に逃げた一匹は雪村が狙撃し、生徒を悠羽美が救出したが、裏庭などに走った蜘蛛は見失ってしまった。

「…………」

　前田は膝ひざから崩くずれ落ちるように倒れた。立っていられなかった。緊張の糸が切れ、溜たまっていた疲労がどすっとのしかかってきたようで、全身が鉛なまりのように重い。もう銃を持つ気力がなかった。蜘蛛に襲われるならそれでもよかった。

　しかし、それ以上蜘蛛が襲ってくることはなかった。校庭に視線を向けると、先ほどまで大量にいた蜘蛛が消えている。蜘蛛が戻っていったということは、現実に戻る時間が近づいているようだ。

　前田を後こう悔かいの念が襲う。あと少しだけ守り続けていれば……。

　よろめきながら立ちあがると、玄関口から出てくる生徒たちの姿が見えた。女子たちが泣いている姿がある。目の前でクラスメイトを失ったのだ。前田はうつむいたままだったが視線を感じていた。顔を上げずとも自分が非難されていることがわかった。

　前田が沈ちん黙もくしたままでいると、ひとりの男子生徒が前田の胸ぐらをつかんだ。

「なんで助けてやれなかった？」

　その男子生徒は隣のクラスだった。さらわれた生徒の中に、そのクラスの女子生徒がいたはずだ。前田は喋しやべろうとしたが、口からは喘ぜん息そくのような息が漏もれるだけだった。

「やめてよ、前田君に言ったってしょうがないじゃん」

　遙はる花かの声が聞こえた。見ると遙花の横で愛あい理りが真まっ青さおな顔をしている。愛理にこんな場面を見せたくなかった。愛する姪めいっ子には、日常においても汚い情報から守ってきたというのに。

「銃を使えるのは前田やあの一年だけだ。こいつらがやるしかないだろ」

「前まえ田だ君たちは守ってくれてるのよ。そんな言い方はおかしい」

「友達が四人も連れ去られた。それなのに、次はがんばろうですますのかよ？」

　場は混乱していた。すでに前田は生徒たちを守る英雄ではなくなっていた。前田に向けられる視線はいつの間にか変化しており、前田の行動は自己犠ぎ牲せいから義務に変化していた。それでも、と思った。仲間を四人も失ったのはやはり自分の責任だ。

「なんとか言えよ。次はどうするんだよ」

　前田の胸ぐらをつかんでいた男子が声を荒らげた。

「連れ去られた連中を取り戻せよ、なあ……」

　男子は言葉を止めた。頭に銃口が突きつけられたのだ。

「……じゃあ、てめえでやれよ」

　自動小銃を突きつけたのは雪ゆき村むらだった。

「やめて、雪村君」

　駆け寄った遙はる花かが雪村を引き離した。

「武器を使えない弱さを正義だと思うなよ」

　雪村の鋭い表情は自らの精神の臨界点を表現していた。

「ゆ、雪村君……」

　愛あい理りはそんな雪村を見て震ふるえていた。

「誰だれを責めたってしょうがないよ。雪村君もやめて。みんなで助け合わないと……」

　遙花は青ざめた愛理を抱だきしめ必死の表情で訴えている。しかし誰も発言しない。

　前田は限界を感じていた。先ほどの蜘く蛛もの群れの襲しゆう撃げき。あんな状態が続けばこれからも生徒たちに被害が出続ける。いや、前田たちが倒れるのが先だろう。蜘蛛の数は増加し行動も強引になってきている。残りの弾丸は減り続け、延び続ける移行時間。

　袋ふくろ小路こうじに立っている。この世界の意味すらわからず、打開策などあり得ない。

「……体、洗ってくるわ」

　生徒たちが顔を歪ゆがめ後ずさった。そこにはタールをかぶったかのような悠ゆ羽う美みが立っていた。血と体液にまみれながらも、眼めは蜘蛛と同じく赤く光っている。皆が悠羽美に向ける視線には恐れが含まれていた。異質なものを見るようなそれは、蜘蛛に向ける視線と一緒だった。

「一緒に行くよ」

　蜘蛛の襲撃が止やむというのは前田たちの予想なのだ。なので単独行動は避けている。

「前田君、悠羽美ちゃん、気をつけて」

　遙花が声をかけた。仮想世界において遙花の表情はずっと凍りついたままだ。その理由は理解できる。遙花は自分の無力さを感じているのだ。現実においてサークルの中心人物だった遙花は、この世界では何もできていない。スフィアについて何も知らないと思っていたメンバーが特別な力を持っていたという真実。

　前まえ田だと悠ゆ羽う美みは校庭を歩きプールへと向かった。

「助かった」

　あの場所から逃げだしたかった。

「あなたのためじゃない。ただ体を洗いたかった」

　悠羽美の声にも力がなかった。眼光の鋭さは燃え尽きる寸前の蝋ろう燭そくなのかもしれない。

　ふたりは校庭の隅にあるプールへと入った。プールには水が満たされている。前田が視線を逸そらしたのを確認して、悠羽美はプールサイドで服を脱ぎ始めた。

「蜘く蛛もに連れ去られた生徒たちは……」

「あなたのせいでも私のせいでもないわ」

　悠羽美はそう言いプールに飛び込んだ。ちらりとプールの水面を見ると、真っ黒なデータが拡散していった。

「いや、蜘蛛は獲え物ものをどこに運ぶのか、と思ってさ」

　蜘蛛は人間を殺すことはしない。前田や悠羽美のように攻撃してくる対象には獰どう猛もうに襲おそってくるが、基本的に捕ほ獲かく行動を取るのだ。獲物はどこに運ばれていくのだろうか。

「わからない。とにかく学校で守備を続けていたら何もわからない」

「なんでいきなり蜘蛛が増えたんだろうな」

　終盤の蜘蛛の数は尋じん常じようではなかった。確かに蜘蛛の数は増えてはいたが、それは緩ゆるやかにだった。

「蜘蛛がデータに反応するとしたら、学校の近くで何かがあったのかもしれない。それを確認する術すべはないけど」

　悠羽美はそう言いプールに潜もぐった。確かにこのままでは何も判明しない。だからといって学校の外を探索することなどできようか。生徒たちを引き連れて外に出るなど不可能だった。前田や悠羽美だけが外に行けば学校の守備は崩ほう壊かいする。では、どうすればいいのだろう。学校の守備も限界を迎えている。前田は現実でも仮想でも追い詰められていた。

「……高たか橋はし？」

　静けさに前田は振り向いた。水面は波紋すら立っておらず、銀色に光る月が映っていた。複雑な光を放つ月は幻げん想そう的だった。スフィアの世界において最高の芸術品なのだ。

「ここよ」

　ざぱんと水面が揺らめき月が消えた。悠羽美は前田の目の前の水面に顔だけを出した。黒い体液は流され銀髪が再び光を放つ。データの破片は拡散され消滅していく。

「貸して、銃を洗ってあげる」

　悠羽美が水面から手を出したので前田は拳けん銃じゆうを渡した。悠羽美は前田に背を向け、拳銃の銃身を指先で丁てい寧ねいに擦こすり始めた。

「……私って可愛かわいくないわね」

　悠ゆ羽う美みが拳けん銃じゆうを洗いながらつぶやいた。

「え？」

「現実の私。あなたにひどいことをしている」

「仕方ないよ。現実の俺おれはやっぱりおかしい」

　この場所から客観的に見て、やはり現実の前まえ田だは異常なのだ。悠羽美や雪ゆき村むらの対応は当然だった。

「でもね、そんなに悪く思ってないの」

　悠羽美は前田に拳銃を返した。

「現実世界の私は、ちょっと困ってるだけ。冷たく対応してるけど、それはどうしていいかわからないから。毎日図書館に行ってるのは、今日も来るのかなって思ってるから」

「それにしては態度が冷たいよな」

「でも、本当よ」

「……この世界の高たか橋はしは素直なんだな」

「この世界では、私も一緒に責任を負うから」

　拳銃を受け取ろうとしたとき手が触れ合った。前田と悠羽美は視線を合わせた。悠羽美の真まっ赤かな瞳ひとみを見ていると引き込まれそうになる。複雑なその赤は怒りや憂うれいなど様々なデータが混こん濁だくしているようでとても深い。前田が水面の悠羽美に手を伸ばしたとき、ふと彼女の髪が何かを察知したように揺らめいた。

　悠羽美はプールの裏口に視線を向けた。眼光が少し鋭くなった。何かいるのだ。

　前田は拳銃を握って身構える。何かが聞こえた。それは乱れたうめき声のようだった。ほんの一いつ瞬しゆんだけ空間がぶれたような気がする。混濁したデータが近づいてきている。

　背後で悠羽美がプールから出て服を着ている。前田は暗くら闇やみに照準をつけ待ち構える。蜘く蛛もの気配とは何かが違う。

　次の瞬間、悠羽美が裏口に向かって走っていた。同時に出現したのは真っ赤に染まった人影だった。プールサイドに入ったその人影はよろめいている。

「……茉ま莉り」

　前田は唖あ然ぜんとした。悠羽美の胸に倒れ込んだのは茉莉だった。不知火しらぬい茉莉、タクティクス東京でも協力したストライカーだ。

「学校に、いると思いました」

　茉莉は前田と悠羽美を確認して息を吐ついた。同時に口から血が垂れ落ちた。茉莉は派手なストライカー用のコスチューム姿だったが、無残に切り裂さかれている。

「蜘蛛に襲おそわれていたのか？」

「でも、この傷は蜘蛛だけじゃないわ」

　悠羽美が茉莉の顔の傷を指でぬぐった。確かに打だ撲ぼくの傷が多かった。
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「ストライカーにやられたの」

　茉ま莉りは弱々しい声を出した。

「そしてここまで逃げてきたの。でも、蜘く蛛もに襲おそわれて……」

「だから蜘蛛が学校に来たのね」

　急激に増えたあの蜘蛛は茉莉を襲っていたのではないだろうか。血を垂れ流す茉莉のような乱れたデータは蜘蛛の格好の獲え物ものとなる。そして茉莉を追ってきた蜘蛛は、学校に大量の人間のデータがあることに気づいてターゲットを変えた、と考えられる。

　そしてもうひとつの疑問。

「なんでこんなときにストライカー同士で戦ってるんだよ。協力して蜘蛛を倒すべきだろ」

「たぶん、この出来事は仕組まれている。私たちは罠わなにはまったの……」

　茉莉はそう言った。
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　夏休みの秋あき葉は原ばらは混雑していた。若者から年配者、外国人観光客や家族連れまで客層が様々で、混こん沌とんとした街の様相だった。

　前まえ田だは秋葉原のイベントホールにいた。

「東京スフィアとは、スフィアシステムが制作されたときに副次的にできた仮想世界の通称です。そのスペースは誰だれのものでもなく共有の財産となったのです」

　ホールの壇だん上じようで茉ま莉りが喋しやべっている。横には司会者の女性がおり、後ろにはストライカーコスチュームで着飾った少女たちが並んでいる。東京スフィアの広告塔としてアイドルユニットが結成され、そのお披ひ露ろ目めの場にゲストとして茉莉が呼ばれているのだ。

「つまり、東京スフィアとはユーザーが自由に遊べる場なのです」

　茉莉は胸元を強調したキラキラと光るドレスを着ている。それもストライカー用コスチュームだ。そんな茉莉はホールを埋める若者たちの視線を集めている。前まえ田だは最後尾でじっと視線を向けていた。

「東京スフィアは一時期機能を停止しました。その前にも茉莉さんはワールドのストライカーだったのですね。何な故ぜストライカーになったのですか？」

　司会者が茉莉に話を向ける。

「スフィアの仮想世界が好きだったからです。東京スフィアはとても美しく夢のある場所です。太陽や星や月もあるんですよ。あ、そういえばワールドの月にはこんなお話があります。東京スフィアに月を盗んだ泥棒がいて……」

　前田がここに来たのは茉莉に会うためだった。会わねばならない気がしたのだ。そんな焦しよう燥そう感かんがあった。そんな気持ちは今日の朝に遙はる花かに会ってから発生したような気がした。遙花は様子のおかしい前田を心配して家に来たらしい。表向きの用件はサークルのレポートのことだったが、それは口実であろう。

「大航海時代、コロンブスがアメリカ大陸を発見し、バスコ・ダ・ガマ船団が世界一周を果たしました。１９１１年に人類は南極点に到達し１９５３年にはエベレスト初登頂を果たします。そして現在、月にさえも行った人類にとって、地球には秘境は存在しないのでしょうか……」

　──秘密基地みたいだね。

　ガレージの中に入った遙花は室内を見て微笑ほほえんだ。オイルの匂においに混じって遙花の甘い香りが漂ただよった。彼女は床に体育座りをして上うわ目め遣づかいにこちらを見る……。

　そのときだった。前田は恐怖感に襲おそわれた。頭に強引に異物を詰め込まれた感覚があった。強きよう烈れつな頭痛が始まり断片的な映像が見えた。学校の生徒や悠ゆ羽う美みや雪ゆき村むら、茉莉、そして激しい胸の痛み……。

「いえ、残された未知なる場所は人間の脳内にあります。仮想世界とは人間の脳内からインナースペースを引きだすものであり、可能性は無限大なのです」

　雪村や悠羽美には会いに行っていない。もうふたりに会う気はしなかった。あんな態度をされるのなら吐き気と痛みに耐えていたほうがマシだ。ただ、茉莉のことを思ったのは初めてだった。それが前田がここにいる理由だ。

「……東京スフィアでは次のＸゲームも企画されています。私は皆さんと楽しい気持ちと時間を共有できればいいと思います。東京スフィアはそんな場所であるべきですから」

　茉ま莉りがにこりと笑い、ホールは歓声に包まれた。茉莉は壇だん上じようから去り音楽が流れた。アイドルユニットの歌が始まるようだ。前まえ田だは熱狂と歓声に包まれるホールを移動する。

「私たちは東京スフィアのアンバサダーとして特別に結成されたユニットです……」

　ちらりと見ると、センターの女性が壇上で喋しやべっている。前田はそのセンターの彼女だけ見たことがあるような気がした。彼女はストライカーだ。妖よう精せいと呼ばれるほどの容姿を持つ……。

　ホールが暗転し歌が始まった。その隙すきを狙ねらって、前田は関係者以外立ち入り禁止の扉を抜ける。廊下を走ると、茉莉の後ろ姿が見えた。

「茉莉！」

　前田が呼びかけると茉莉が振り向いた。

「……なんですか？」

　茉莉は困こん惑わくした表情で視線を逸そらした。

「ちょっと話がある。時間を取ってほしい」

「困ります。これからネットラジオの収録があるから」

　茉莉は冷たく言うと、廊下を歩き去っていく。そんな茉莉の後ろ姿を見て距離を感じた。彼女は東京スフィアの広告塔となり、今や前田とは対等でなくなった。

　前田が立ち尽くしていると、ふと茉莉は立ち止まり、何かを思いだしたように振り向いた。彼女は不思議そうに前田を見つめている。

「茉莉？」

「……ルールは守ってほしいです。ワールドと現実の人間関係を一緒にしないって」

「話が……」

「私はあなたにはもう興味がないですから」

　茉莉はそう言い、控え室に入っていった。
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「……噓うそです。イベントでの露ろ出しゆつが多くなるに従って衣装やメイクも派手になって、そういうのを見られたくなかったの。だって調子に乗ってると思われるでしょ」

　血まみれの茉莉が前田を見つめている。

「茉莉ちゃん、とにかく傷を……」

　遙はる花かが治療キットを取りだしたので、前田は視線を逸らした。前田が傷だらけの茉莉を校舎の近くまで運んできたのだ。そこで昨日の移行時間は終わった。

　背後で遙花が茉莉の服を脱がせ血をぬぐっている気配があった。他ほかの生徒たちは距離を置いてこちらを窺うかがっている。彼らとの溝みぞはもう埋まらないだろう。

「蜘く蛛もの襲しゆう撃げきの前に聞かせて。誰だれにやられたの？」

　悠ゆ羽う美みが茉ま莉りに問いかけている。

「私はスタート時に池いけ袋ぶくろにいたの。スフィアのイベントでね。そして一般人が蜘蛛に襲おそわれたのも見た。最初はパニックだったけど、元ＳＳたちが蜘蛛を撃退した」

「サンシャインですか？　あそこの建物はＳＳの基地でしたから武器があります。イベントにも元ＳＳが来ていたんでしょう」

　校庭を監視しながら雪ゆき村むらが言った。

「私も協力して建物を防衛してました。一般の人たちも守ってね。銃弾も大量にあったし、私も連携して蜘蛛を倒していた。イベントには他ほかにもストライカーがいたのも幸いしたと思う。でも、その防衛ラインはあっさりと崩ほう壊かいした」

「蜘蛛の襲撃で？」

「いいえ。たぶん蜘蛛はこの世界において私たちにはそれほど脅きよう威いではないと思う。自分を守る程度ならできるから。でも、他にも敵がいた」

「それがストライカーか」

「私をこうしたのは華か妃ひ実みだった。あいつはＳＳを叩たたきのめして私にも攻撃してきた。私はどうにか逃げたけど、他のストライカーの子たちはきっとやられた」

　前まえ田だは顔をしかめた。華妃実はタクティクス東京でも関かかわった女性だ。華妃実とはハンドルネームで、歌手のカヒミ・カリィから名前を取ったらしい。

「彼女と何かあったのか？　恨うらみを買っていて混乱に乗じて攻撃された、とか」

「違います。敵は華妃実単独じゃなく、たぶんスカーレット」

　スカーレットとはストライカーのチーム名のひとつだ。華妃実も所属しており、東京スフィア最盛期には違法なデータを使いバトルに利用していた。

「スカーレットがこのトラブルに関わっていると思う」

「なあ茉莉、そうは言っても東京都民を強制的にログインさせることなんて……」

「でも、華妃実たちスカーレットのストライカーには蜘蛛は襲いかからなかった。何か目的があるんだと思う」

　前田はちらりと雪村を見た。

「この出来事はもっとシンプルなのかもしれませんね。東京という大きなエリアが巻き込まれているとの前提で、大げさに考えすぎているのかも」

「でも、ログイン機器を使わずに別の世界っておかしいだろ」

「それは可能でしたよね。タクティクス東京で証明されています」

　雪村の言葉に思いだしたことがあった。確かに魔王の居城で、多数の人間が幻げん覚かくを見ている。あれは機器などを使わずに仮想世界にログインしたからなのかもしれない。

「だとしても、この状況の打開にはならないよな」

　あくまで推測のうえ、前まえ田だたちが追い込まれていることには変わりない。もうすぐ蜘く蛛もの襲しゆう撃げきが始まり、前田たちはまた防衛に専念しなければならない。

「茉ま莉りちゃんもストライカーだったんだね。崩ほう壊かい前から？」

　遙はる花かは静かな表情で茉莉の治療を続けている。

「はい、そうです」

　茉莉は真っ直すぐに遙花を見た。

「でも、日常生活で隠していたのは悪気があってじゃありません。私はストライカーとして何回も助けられた恩があって、そんなお姉様に平和な生活を送ってもらいたくて……」

「もう過去の話はしなくていい」

「はい……」

　茉莉はぎゅっと遙花に抱だきついた。

「どうすればいいんだろうな」

　前田はそんなシーンを横目につぶやいた。

「新しん宿じゆく」

　言ったのは悠ゆ羽う美みだった。

「敵がいるとしたら対策は取れるわ。ストライカーたちが集まり解決策を探っている可能性が高い。そして場所は新宿」

「新宿って？」

「八月一日ついたち、東京スフィアについての会議があったはず。スポンサーを含め最盛期のストライカー、そしてＳＳなども意見交換に出席をしたとか」

　前田は思いだした。その会議の場所は新宿だった。繭まゆ子こもそれに出席をしたはずだ。

「では、この仮想世界において最大戦力を維持している場所ですよ。奇襲でやられない限り戦力は残っているはずです」

　雪ゆき村むらがうなずく。打開策も練られている可能性が高い。

「私たちも移動しようよ。ストライカーはストライカーでないと倒せません。だとしたら勝負のキーは数ですから」

　応急処置を終えた茉莉が立ちあがる。この傷では単独移動して蜘蛛の襲撃から逃げ切ることはできないだろう。だとしたら銃器を持った前田と雪村が警護して運ぶしかない。

「なあ前田、行くのか？」

　声をかけてきたのは浅あさ尾おだった。前田のクラスは遙花が混乱を抑えていたため、昨日の攻撃で被害者が出ていなかった。

「…………」

　前田は返答できなかった。新宿に移動するにはいくつかの問題が生じる。まず多人数での移動は不可能だということだ。多人数で移動すれば必然的に蜘蛛に狙ねらわれやすくなる。校舎で防衛に専念している状況より遥はるかに危険だ。

　だからといって、前まえ田だたちだけで移動すると、この学校の防衛力が消滅する。残された生徒たちでは蜘く蛛もの襲しゆう撃げきを防げない。

「どちらにしろ問題があるんです。残弾数です」

　雪ゆき村むらが腰に下げていた自動小銃のカートリッジを見せた。弾が込められたカートリッジはあと数個だった。前田の残弾も少なかった。メインの武器のマグナムプラスは弾が少なくなったので使っておらず、カスタムのベレッタなど学校に隠されていた武器を使用していた。しかし、それも残り少ない。

「雪村、お前は茉ま莉りたちを守って新しん宿じゆくに連れて行け。この状況だとＳＳも再編成されているだろう。ＳＳの一員として責任がある」

「駄だ目めです。前田君も行かなきゃいけない」

　茉莉はきっぱりと言った。

「だって、前田君はこの問題を解決するキーマンだもん。新宿に対策本部ができているとしたら必ず行くべき。いえ、問題解決にあたっての戦力はすべて移動しなければならない」

　茉莉の意見は冷静でいて冷れい酷こくだった。

「待てよ、新宿に移動なんてできねえぞ」

　議論を聞いていた隣のクラスの男子が口を挟はさんだ。いつの間にか生徒たちが囲んでおり、前田たちの会話に耳をそばだてていた。女子たちは今後の展開を予想し顔が真まっ青さおだった。

「移動などしなくていいですよ。あなたたちは問題解決できる力を持っていませんから。これは特別な力を持った人間の義務です。そしてその力は現状維持ではなく解決に使います」

　茉莉は平然と言った。

「じゃあ俺おれらはどうなるんだよ」

「俺らはどうなる？　違います、どうするか自ら考え行動するのです。私たちは自らの判断と責任で動きます。それは現実でも仮想でも変わらぬ厳格なルールです」

「そんなの、人間的じゃないと思う」

　震ふるえる女子が言った。議論の時間も残り少なくなっている。そろそろ蜘蛛の襲撃が始まる。

「私たちの行動は論理を伴ってます。問題解決の力がある人間が移動する、それだけです」

　前田は茉莉の言葉を聞いてどきりとした。ちらりと見ると、遙はる花かの横で愛あい理りが震えている。

「愛理、こっちに」

　前田は愛理を呼び寄せ手を握った。

「前田君、言いたくないですが例外は許されませんよ」

　茉莉の視線は冷たかった。

「待てよ、茉莉。愛理は子供だぞ」

「おい、子供だから助けるのかよ。だったら俺たちだって助けろよ」

　それを見た生徒たちから批判の声が上がった。場が混こん沌とんとし始める。

「でしょう？　行動においての正義をうたうのなら、痛みも受け入れねばなりません」

　混乱する場で茉ま莉りは平然と言った。

「ふざけんなよ、じゃあ武器をよこせよ」

　パニックになった男子が前まえ田だにつかみかかる。

「待て、お前らじゃ使えない」

　前田は言ったが、周囲の生徒たちの精神は臨界点を迎えていた。雪ゆき村むらにもつかみかかり武器を奪うばおうとしている。

「やめろ！」

　叫びに皆の動きが止まった。声はクラスメイトの浅あさ尾おのものだった。

「今まで俺おれたちは何をやっていた？　ずっと前田たちに守られて、文句垂れてただけだろ。もう迷めい惑わくをかけんなよな」

「浅尾……」

「行けよ。俺たちにはよくわからないけど、この馬ば鹿かげたことを解決できるかもしれないんだろ。俺たちは教室に立てこもってなんとかするから」

　浅尾は親指を立ててにやりと笑ってみせた。

「それでいいと思うよ。女の子だってぼろぼろになって戦っているんだから、私たちはもう足を引っ張りたくないから」

　同じクラスの女子も同意した。

「遙はる花かも行きな。私たちは大丈夫だから」

「無理だよ、そんなの」

　クラスメイトの女子に促うながされた遙花は唖あ然ぜんと首を振っている。

「私も残る側だよ。だって、私は何の力もない普通の人間だから」

「遙花が普通なわけないじゃん。一緒に行って前田君たちを助けてあげな」

「無理だって、私は行かない」

　遙花は女子に抱だかれながら涙を流している。前田はそんな光景を横目に、愛あい理りの手を握りながら震ふるえていた。蜘く蛛もにさらわれた人間がどうなるかわかっていないというのに生徒たちを残して移動しろというのか。せめて愛理だけは連れていかなければならないと思った。たとえ論理に反していてもこの手を離すわけにはいかない……。

「──教室に戻って。来るわ」

　悠ゆ羽う美みが声を上げた。校庭を走る黒い影が見える。襲しゆう撃げきが始まったのだ。

「早く教室に入れ！」

　前田が叫んだが、生徒たちは別の行動を取った。前田を囲んでいた男子生徒たちが拳けん銃じゆうを奪おうと襲おそいかかってきたのだ。

「俺おれたちが教室に入ったら、そのまま逃げる気だろ！」

　前まえ田だは他クラスの男子に殴なぐられ、誰だれかに拳けん銃じゆうを奪うばわれた。雪ゆき村むらも混乱した生徒たちに襲おそわれている。生徒たちに押され愛あい理りが悲鳴を上げて転んだ。

「やめて、みんな落ち着いて！」

　遙はる花かが混乱を止めようと割って入る。

「遙花ちゃん、危ない」

　数匹の蜘く蛛もがすぐそこまで迫っている。悠ゆ羽う美みと茉ま莉りが身構えたが、彼女たちが対応できるのは一匹ずつだ。

「銃を渡せ！」

　前田が叫んだが、周囲の生徒たちは蜘蛛に気づいてパニックになった。突き飛ばされた前田は地面に倒れ込む。男子生徒が拳銃を構え引き金を引くのが見えたが銃弾は出ない。焦あせった彼はそのまま拳銃を投げ捨て逃走する。

　前田は投げ捨てられた拳銃に向かって走った。一匹の蜘蛛が前田に狙ねらいをつけて襲いかかる。前田は拳銃に向かってダイブしたが、すでに蜘蛛は前田に飛びかかっていた。拳銃を握ったとき、一いつ瞬しゆんのタイミングの遅れを悟った。

　蜘蛛の脚先が見えた。前田の体を貫つらぬこうと蠢うごめく蜘蛛の脚はスローモーションのように見えた。しかし、もどかしいほどに体は反応しない。やられる、と、だけ思った。しかし蜘蛛と接触する寸前、前田の前に飛び込んだ人影があった。

　銃声が二発響ひびいた。一発目は小さな銃声。そして二発目は前田の発砲だった。

　前田は銃を手に震ふるえていた。目の前の光景が受け入れられない。この仮想世界が悪夢だとしたら、目の前のこれはなんなのだ……。

「うう……」

　愛理がうめいた。

　前田の視界は揺らめいていた。強きよう烈れつな頭痛と寒さで歯がガチガチと鳴った。

　蜘蛛の鋭い脚が愛理の小さな体を貫いている。どうしてこんなことになったのか理解ができない。わかっているのは、前田が蜘蛛に襲われる寸前に愛理が駆け込み、前田が身を守るようにと渡したデリンジャーを撃ったということだけだ。

　違う、と思った。それは愛理自身を守るために渡したのであって、前田を守るためではない。遙花が愛理に駆け寄っている。愛理は胸から真まっ赤かな血を噴きだして地面に転がった。たぶん血ではない。ただ真っ赤なペンキがかかってしまっただけだ……。

　銃声が聞こえ蜘蛛が裏返しになった。雪村が自動小銃を乱射して蜘蛛を迎撃している。愛理を抱だき起こした遙花が泣いているのが見えた。なんで泣いているのかわからない。そして愛理がどうして動かないのかもわからなかった。

　薄目を開けた愛理がこちらに手を伸ばし何か言っている。しかし前田は動けなかった。動いた瞬しゆん間かんに何が起こったのか理解してしまうような気がした。抱だきしめてやるべきだと思ったが、それでも前まえ田だはただぼんやりと部外者のようにそのシーンを見つめるだけだった。

[image: ]

　愛あい理りが目を閉じた。こちらに伸ばしていた手はだらりと力を失った。遙はる花かがきつく抱きしめたまま首を振っている。

　いつの間にか視界は真まっ赤かに染まっており、前田は絶叫した。
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　──黙だまっておくつもりだったけどあのお弁当は私が作ったの。前の日に家庭科の授業で習ったから早起きして作ったのに……。

　目を開けるとこちらを覗のぞき込む顔が見えた。

　前田は飛び起きると目の前の彼女を強く抱きしめた。彼女の体が硬直する。

「……お兄ちゃん？」

　抱きしめられた愛理が困こん惑わくしている。

　前田は愛理の名前を呼び抱きしめ続けた。離してはいけない気がした。

「どうしたの？　痛いよお兄ちゃん」

　愛理が言った。前田は愛理を抱きしめながら意識を覚かく醒せいさせた。ここはガレージだった。ガレージに置かれたリクライニングシートの上で寝ていたのだ。時計を見ると夜の九時を過ぎている。

「愛あい理り？」

「なに言ってるの、愛理に決まってるじゃん」

　愛理が苦笑いをしている。

「そっか、そうだよな」

　前まえ田だは少しためらったあと体を離してやった。愛理は前田を見て怪け訝げんな顔をする。

「なんで泣いてるの？」

　言われて前田は顔に触れてみた。頬ほおが涙で濡ぬれている。

「あれ？　どうして涙が出てたんだろ」

　前田は首を傾かしげた。変な夢でも見たのだろうか。

「最近おかしいんだから」

　愛理は大げさにため息を吐ついて前田から離れた。

「夏休みだからってさあ、ちゃんと生活しなきゃ駄だ目めじゃない。明日はお兄ちゃんのクラスで集まりがあるんでしょ」

「花火大会だっけ」

　前田のクラス七組主しゆ催さいの集まりなのだ。花火はたくさんの人で見たほうが得なんだよ、との遙はる花かの言葉が発端となったはずだ。

「キャンドルナイトイベントとか言ってたかな」

　愛理は妙なことを言った。

「キャンドルナイトってスローライフ運動とかで夏至にやるやつだろ？」

「最近流は行やってるのよ。真まっ赤かな蝋ろう燭そくを灯ともすんだって」
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　次の日の夕方、前田と愛理は学校へと向かった。クラスの集まりのため、校庭を借りているようだ。

　気が重かった。クラスメイト、特に遙花と会いたくなかった。遙花と会うと自分の精神状態が悪化するような気がするのだ。また何な故ぜか学校という場所に嫌けん悪おを感じていた。そこに近づくと鼓こ動どうが異様に高鳴る。

　校庭に入ると、すでにクラスメイトたちが花火の用意をしているのが見えた。朝礼台の上にはかき氷器が置いてあり、遙花がかき氷を配っている。また、どこから持ってきたのか、たこ焼きや焼きそばの屋台が出ており、ソースの匂においを漂ただよわせている。

　見ると校庭の至る所にキャンドルが置かれている。キャンドルはすべて真っ赤で、それはまるで血のように見えた。

「なんかお祭りみたいね」

　浴衣ゆかたを着た愛あい理りが言った。愛理も遙はる花かに誘われたらしい。見ると他ほかのクラスの生徒や近所の子供も来ており、かき氷やたこ焼きなどを食べている。

「前まえ田だも手伝えよ。たこ焼きのエキスパートなんだろ」

　前田に気づいた男子が声をかけてくる。

「前田君の妹？　可愛かわいいね」

　浴衣を着た女子たちが愛理に気づき寄ってきた。

「姪めいです。お兄ちゃんがいつもお世話になってます」

　愛理がぺこりと頭を下げた。

「やだ、前田君の身内なのによくできた子。ねえ、かき氷とか食べる？」

　愛理は女子たちに連れられていく。

　前田は愛理を見送りその場から離れた。人ひと気けのない校庭の片隅のベンチに腰をかける。遠くから生徒たちの笑い声が聞こえる。しかし、その声は遠くに感じた。

　必死で吐き気をこらえていた。生徒たちの目が怖かった。ほとんどの生徒の目は、前田には生命を感じさせないガラス玉のように見えた。彼らは何かがおかしくなっているのだ。各所に置かれた赤い蝋ろう燭そくの光も見ていて気分が悪くなる。

　何かが違う。この夏の蒸むし暑さ、蝉せみの鳴き声はとても不快だ。焼きそばやたこ焼きのソースの匂においも体が拒絶している。今日が何日だか何曜日だかもわからない。本当に自分は自分なのか、だとしたら何な故ぜここまで気分が悪いのか。吐き気が止まらない。いっそのこと校舎の屋上から飛び降りてみるか……。

　──おかしくなっているのは自分だ。

　前田はベンチに座ったまま頭を抱かかえた。簡単なことだったのだ。世界は平静であり誰だれもおかしくなっていない。前田だけが異常なのだ。前田はこの街における損傷した部品であり排除されねばならない存在なのだ。もうもとには戻れない……。

　前田の頭に手が置かれた。顔を上げると目の前に悠ゆ羽う美みが立っていた。

「大丈夫？」

　悠羽美は囁ささやくように言った。

「ほっといてくれ。もういいよ」

　何を言っても無む駄だなのだ。いや、言うべきことすらわからない状態なのだ。

「ほっとけませんよ、先せん輩ぱい」

　エプロンをした雪ゆき村むらもいつの間にか前田の横にいた。遙花に頼まれて屋台の手伝いに学校に来ていたのだ。

「もういいんだ。俺おれがおかしかった」

　前まえ田だは認めた。自分は頭がおかしくなっているのだ。東京スフィアに出入りするうちに脳の機能を損傷させたのかもしれない。だとしたらこれは代だい償しようなのだ。スフィアのハルカを救おうとした罰だった。

「俺おれはもう狂ってるんだ……」

「……今いま頃ごろ自分の馬ば鹿かさ加減に気づいたのか？　遅いな」

　はっと顔を上げると、そこには思いがけない人が立っていた。

「繭まゆ子こさん、イタリアに行ってるんじゃ……」

　前田は唖あ然ぜんと立ちあがった。

「こんなときにいないクソ女と留守電に入っていて、反省の意味を込めて帰ってきたのだよ。どういう意味か知りたくてな」

　繭子の声を聞いて涙が出てしまった。

「旅行中の私の気分を不快にした罰は……おい」

　前田は繭子に抱だきついた。このおかしくなった自分の状態は、たぶん繭子のような異常な人間にしかわからない。もう彼女しかすがる人間はいないのだ。体内に回った毒を消すには、別の毒を入れるしかない。

　驚おどろいた繭子だったが、ふっと表情を緩ゆるめて前田の体に手を回した。

「……どうした前田。そんなに私に会いたかったのか？」

　前田は繭子にしがみつきながらうなずいた。

「私がいないと何もできないな」

　繭子は微笑ほほえんだ。平常時ではぞっとする表情だったが、今の前田にはとても綺き麗れいに見えた。

　校庭では花火が打ち上がり、生徒たちが歓声を上げた。花火はカラフルな光を放っており、前田は目を細めた。

　そんな花火をバックにこちらに歩いてくる人影があった。それは浴衣ゆかた姿の遙はる花かだった。

「私たちはサークルの仲間だから、辛つらいときこそ助け合わなくっちゃね」

　繭子を呼んだのは遙花だったのだろう。

「前田君は絶対に救ってあげるから」

　遙花は言った。午後九時となった。
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　仮想世界の再開。

　続きは路上からだった。前田たちは仮想の青梅おうめ街道に出ていた。路上に人影はない。前田たち五人だけだった。

　移動のメンバーは前田、雪ゆき村むら、茉ま莉り、悠ゆ羽う美み、そして遙花。生徒たちは学校に残す選せん択たくをした。五人は誰だれも言葉を発することなく青梅おうめ街道を新しん宿じゆく方面に向かう。たぶん、もうすぐ蜘く蛛もの襲しゆう撃げきが始まるだろう。そして学校にも……。

　愛あい理りの体はバラバラに分解されて霧きりのように消えた。損傷した情報は霧む散さんしたのだ。その後の前まえ田だの記憶はほとんどなかった。ただ狂ったように銃を乱射していた。殺さつ戮りくの熱に身を委ゆだねて自分の精神を守ったのだ。

　気づくと蜘蛛の襲撃は終わっていた。虚無感に襲おそわれた。自分は今まで何をしていたのだろうと思った。

　前田のそばでは遙はる花かが真っ黒に汚れて立ち尽くしていた。遙花も蜘蛛と交戦したのだ。蜘蛛の体液で全身を汚した遙花は頭上の月を見つめている。あの氷のように冷たい瞳ひとみは昔に見たことがあった。東京スフィアのバグ排除に明け暮れていた頃ころのものだ。

　前田は新宿への移動を決断した。マイナスの感情から自分を守るために頼ったのは理性だった。自分たちはやるべきことをやるしかない。最善の行動を取るのだ。

　──所しよ詮せん仮想だ。

　愛理の死は現実ではない。胸の痛みや苦しみは紛まぎれもなく本物であるが、死は偽にせ物ものなのだ。そう思い込むしかなかった。

　前田は生徒たちに別れを告げた。誰も前田を止める者はいなかった。ついてくると言った生徒もいたが前田ははっきりと断った。もう責任は負いたくなかった。

　──私たちのことは気にせずに安心して世界を救ってください。

　誰だっただろうか。クラスの女子が気き丈じように笑ったのを憶おぼえている。

　──必ず戻ってくるから。

　遙花はそう言った。彼女の決断は前田にとっても意外だった。遙花は残る選せん択たくをすると思っていたのだ。ただ、昔の遙花なら今と同じ選択をしただろう。戦いの熱によって記憶が戻り始めているのだろうか。

　必ず戻るという守れない約束は、遙花の良心の最後の防ぼう波は堤ていなのかもしれない。自分の心と人間らしさをつなぎ止める最後の鎖だ。

「……死んだとしてもデータだから、そんなに気にしなくていいと思う」

　口を開いたのは茉ま莉りだった。

「確かにスフィアワールドの出来事ですからね」

　前田が肩を貸していた雪ゆき村むらも同意した。雪村自身もクラスメイトを捨ててきたのだ。その弁解でもあった。

「でもさ、きっとこれが現実でも同じことをやったと思う。私たちはそんな人間なのかも」

　遙花が学校を出てから初めて口を開いた。

「例えばの話をしたって仕方ないさ」

　これは仮想世界の出来事だ。しかし、もしも現実であったらどうしただろうとも思った。前田は決断できただろうか。それとも、あのまま学校に残り銃を撃ち続けたか。学校に残るという選せん択たくは確実にバッドエンドしか残されていない。弾は尽きいつかは全員蜘く蛛もに襲おそわれる。しかし自分の心は守れるのだ。最後まで友達を守ったと。

「気をつけて、出てきたわ」

　周囲を監視していた悠ゆ羽う美みが言った。ビルの陰から蜘蛛の姿が見えたのだ。

「高たか橋はしと俺おれは前を、雪ゆき村むらと茉ま莉りは後ろだ。遙はる花かちゃんは雪村の移動のフォローを頼む」

　蜘蛛を撃退しながらの移動となる。弾が尽きるまでに新しん宿じゆくにたどり着かねばならなかった。前まえ田だは蜘蛛の出現に安あん堵どしていた。蜘蛛を殺し続けていれば何も考えずにすむ。マイナスの思考を頭から追いだせる。

　五人は蜘蛛と戦いながら走った。前田たちが走ったあとの道路はべったりと黒い体液がまき散らされていた。

　──殺してやる。

　前田の心は怒りで染まる。そんな感情で自らを突き動かし銃弾を蜘蛛に撃ち込んだ。次第にそれは快楽へと変化していった。のたうつ蜘蛛を見て酩めい酊てい感かんに襲われる。ランナーズハイ状態に似た爽そう快かい感かんだった。

　蜘蛛を殺しながら走り中なか野の坂さか上うえを越えると西にし新宿の高層ビル群が見えた。自分たちだけを守ればいいので、今のところ五人に被害は出ていない。しかし、弾丸の数は目に見えて減っている。目的地にたどり着けるか微妙なところだ。

「危ない」

　悠羽美が前田を突き飛ばした。建物の上から蜘蛛が飛びかかってきたのだ。雪村が銃で狙ねらったが何な故ぜか発砲しなかった。前田は倒れ込みながらも拳けん銃じゆうを撃ち蜘蛛を殺した。

「すまない」

　一緒に道路に倒れた悠羽美を助け起こす。

「いいの」

　悠羽美が首を振った。周囲を窺うかがうと他ほかに襲ってくる蜘蛛の気配はない。そろそろ襲しゆう撃げきが終わるのだろうか。背後を見ると、雪村がうつむいているのが見えた。

「どうした？　傷か？」

「……弾がなくなりました」

　雪村はぐったりと路上に座り込んだ。強引に移動したために足の傷は悪化している。

「置いていってください」

「馬ば鹿かなこと言うなよ」

「明確なルールですから。弾がなくなった時点で僕には何もありません。学校にいたみんなと同じです」

　雪村も学校の件を引きずっていた。そしてそのルールに殉じゆんじようとしている。

「だったら俺おれだって銃弾はほとんどない」

　もしも弾丸がなくなったら前まえ田だの役目は終わる。蜘く蛛もを倒せる武器を失った前田は利用価値がなくなるのだ。ストライカーである悠ゆ羽う美み、茉ま莉り、遙はる花かは身体能力を生かして蜘蛛を振り切れるかもしれない。つまり、三人で目的地を目指すこととなる。前田がクラスメイトを見殺しにしたように、自分も……。

「先せん輩ぱいは特別ですよ。現実で孤独に戦ってるじゃないですか。それは問題を解決する大きな力になります。先輩は弾がなくなっても行くべきですよ。それに僕は少し疲れました」

　雪ゆき村むらは乾いた笑みを浮かべた。

　何か間違っていたのではないだろうか。自分たちは本当はここにいてはいけなかった。だからこれほどまでに痛みを感じている……。

　泣き声が聞こえた。遙花が手のひらで顔をぬぐっている。最初はこらえていたが、彼女は空を見上げるような格好でついに大きな泣き声を上げた。

「遙花ちゃん……」

「やっぱり偽にせ物ものでも仮想でもないよ。だって、苦しみや痛みは本物でそんな情報が発生するの。今いま頃ごろみんなはさあ、怖い思いをして蜘蛛に連れ去られた人だっているかもしれない」

　遙花はわんわん泣いている。遙花を見て四人はただ突っ立っていた。彼女はまるで自分たちの代わりに泣いているかのように見えた。遙花の頬ほおを伝った涙はアスファルトの道路に落ちていく。それは月明かりを受けて複雑に光っている。

「私は大切な友達を見捨てちゃった。違う、殺したのかもしれない……」

　泣く遙花につられて茉莉も泣きだした。へたり込んだままの雪村、悠羽美は無表情で空を見上げている。

「泣くな、遙花ちゃん」

　前田は遙花の肩に手を添えた。指で瞳ひとみをぬぐったが涙は次々に溢あふれてくる。悲しみのデータの流出は止まらない。泣くという行為は現実でも情報の放出なのかもしれない。だから、精神を守るために涙を流して苦しみや悲しみを体内から出すのだ。

「俺がすべての問題解決をするから。現実と仮想で最大限の努力をして残った人を救うって誓う。そして誰だれよりも遙花ちゃんを守りたい。遙花ちゃんを傷つけるすべての情報から守りたい。だからもう泣かないでほしい」

「……この世界の前田君は私に優やさしいんだね」

「この世界だけじゃないよ」

「その前田君の目を昔に見たような気がするの」

　前田はこちらを見つめる遙花をそっと抱だきしめる。遙花が目を閉じると、まぶたに溜たまっていた涙がぽろりとこぼれた。情報の詰まった涙の粒はなかなか消えず、光を放ちながら茉莉の足あし下もとまで転がった。かがんだ茉莉はその涙に指先でそっと触れた。

　ふたりに視線を向けていた悠ゆ羽う美みは、足あし下もとに転がる石をコツンと蹴けり飛ばす。と、そのとき、破は裂れつしたような音が響ひびき渡り悠羽美はびくっと反応した。我に返った前まえ田だと遙はる花かも距離を置いて周囲を見回す。

　──今のは銃声だ。

「今の銃声、近い」

　茉ま莉りが向いているのは西にし新しん宿じゆくの都庁方面だ。仮想世界の都庁は青白い光でライトアップされている。

「あの銃声、Ｍ─16です。ＳＳの武器です」

　雪ゆき村むらがよろめきながらも立ちあがった。
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　花火が終わり、前田は中なか野の坂さか上うえの繭まゆ子このマンションに来ていた。窓からは東京の夜景が見える。街の明かりを見て思う。都市とは人間のために造られた場所だ。そして都市は拡大を目指している。情報として拡大するためには人間が必要だ。東京という街は自らの拡大のために人間を利用し始めた……。

「物事を複雑に考えるから、状況が混乱することになる」

　前田はソファに座っていた。ベランダには遙花と悠羽美が出ており、何かのイベントで真まっ赤かにライトアップされた都庁を指さし笑っている。正面に繭子が脚を組んで座り、雪村はキッチンでカクテルを作っていた。

「なんていうかうまく説明できないんです。わかってもらいたいんだけど、わかってもらえない感じで……」

「うじうじするんじゃない」

　繭子は前田のすぐ横に座り直した。

「意外に今日の私の気分はいいぞ。お前の弱った表情はなかなかいい。ぞくぞくする」

　繭子は前田の首に手を回して微笑ほほえんだ。精神状態が悪化しているため、その笑顔を見て安あん堵どしてしまう。今の自分はマイナスの世界にいるのかもしれない。

「お前が周囲に絡からんだように話してみろ」

　繭子に促うながされて前田はぽつりぽつりと話し始めた。なんの脈絡もない単語の羅ら列れつと、焦しよう燥そう感かんや気分の悪さなど。自分で言っていてやはりおかしいと思う。繭子に病院を紹介してもらったほうがよいのではないだろうか。

「あと、遙花と会ったあとはひどくなる」

「なるほどな。それで、それで？」

　繭子は楽しそうだ。

「あー、繭まゆ子こさん……」

　部屋に戻ってきた遙はる花かが繭子にふくれっ面つらを向けた。

「どうした遙花？　ちゃんと前まえ田だを元気づけてやってるところだぞ」

　繭子はにやりと笑って、前田に抱だきつく仕草をした。

「もう、ちゃんとソファに座ってください」

「なんでだ？　私がどう座ろうと遙花に関係あるのかな？」

「なんででも駄だ目めです」

　遙花が繭子の手を引っ張り前田から離した。

「でも、こうして五人で会うのも久々ですよね」

　雪ゆき村むらがテーブルにカクテルなどを置いた。

「で、前田君が変なのはなんでかわかったの？」

　遙花は心配そうにしている。

「前田の断片的な強いイメージ。それが何を意味しているのかが問題だ」

　繭子はテーブルに置いてあったノートパソコンを広げた。

「このパソコンは私が情報整理に使っているものだ。このパソコンで検索をかけてみる。例えば蜘く蛛もとか」

　繭子はパソコンに単語を入力していく。蜘蛛、悠ゆ羽う美み、雪村、遙花、仮想世界。そんな言葉を入力してエンターキーを押した。

『東京スフィア』

　画面に単語が表示され、繭子は遙花たちに見せた。

「これらの単語の共通点は東京スフィアだ。前田を悩ませている原因はこれかもな」

　悠羽美と雪村も東京スフィアという単語を見つめている。

「東京スフィアって言われましても……」

　雪村は怪け訝げんな顔をした。

「もう少し足すか。お前が言っていたちょっと特殊な単語があったよな。午後九時だとか八月一日ついたち、とか。その単語を足して検索する」

　繭子はエンターキーを押した。

『タクティクス東京』

「タクティクス東京ってあのＸゲームですよね。でも八月一日って関係あります？」

　雪村が首を傾かしげている。

「私のパソコンでの検索だからな」

　繭子は細かい検索内容を調べている。

「……八月一日の午後九時でタクティクスが引っかかったんだな。タクティクス東京のゲームが終わる日時だからだ」

「終わりは七月三十一日でしたよね」

「いや、本来は八月一日ついたちだ。七月中に魔王を倒して、八月一日の午後九時に魔王討とう伐ばつが発表されて正式に終了する。現に魔王討伐に成功したのは七月三十一日の午後九時だったからな。ゲーム内容をまとめて発表するにも一日ほしいところだろ」

「つまり先せん輩ぱいは、東京スフィアやタクティクスの件で悩んでいるんでしょうか」

「関連している可能性はあるな」

「ねえ、せっかくだからみんなで久しぶりにログインしてみない？　東京スフィアが関係しているかもだし、前まえ田だ君の悩みが解決するかもしれないよ」

「そうだな。チケットが用意できたら、明日ログインしてみてもいいな」

　繭まゆ子こはうなずき遙はる花かを向く。

「遙花、冷蔵庫からオリーブを取ってきてくれ」

　遙花は素直にキッチンへ向かう。

「……遙花に会うたびに悪化するというのも気になる。遙花は東京スフィアのシンボル的な存在だからな」

　繭子は声を潜ひそめた。

「なんていうか目を見ると、妙な映像が流れ込んでくる、みたいな。苦しくて。高たか橋はしや雪ゆき村むらと違って遙花のイメージは少ないんだけど」

「よし、試してみよう」

　ちょうど遙花がキッチンから戻ってきた。繭子は遙花と前田を向かい合わせる。

「えっと？」

　遙花はきょとんとしている。

「前田は遙花が近くにいると心をさらけだせるらしい。協力してやってくれ。心理学でもこのようなやり方がある」

「はい」

　遙花は恥ずかしそうに前田の前に立った。一方前田は恐怖を感じていた。

「遙花、顔上げて目を見ろ。前田は楽にしろ」

　遙花がすっと顔を上げた。頬ほおは少しだけ上気し瞬まばたきが多い。そして葡ぶ萄どう色いろの瞳ひとみが……。

　次の瞬しゆん間かん前田はのけぞっていた。

　またも蜘く蛛もだ。新しん宿じゆくの都庁のイメージが見えた。他ほかにも、誰だれだ……。

「……繭子さん」

　前田はうめいた。初めて繭子のイメージが頭に浮かび上がってきたのだ。

　──こっちの前田君も優やさしいね。

　そんな声が聞こえたような気がした。




　そして次の日、五人は中なか野のカトレアに集まり東京スフィアへのログインを敢行した。

　しかし前まえ田だの悩みは解決することはなかった。

　東京スフィアへのアクセスは不可能だったからだ。
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　──東京都庁。

　仮想世界において反撃できる力を持った人間たちはそこに集まっていた。

「来ると思っていたぞ」

　繭まゆ子こが前田を向いて言った。前田は大理石模様の廊下に立っていた。都庁は公共施設でありスフィアが電源データを管理しているために明かりがついている。

「よく俺おれたちが来ることを知ってましたね」

「お前が現実で言ってたじゃないか。都庁のイメージを見たと」

　銃声を聞いてから前田たちは都庁に向かったのだ。そこはＳＳとストライカーに警護されており前田たちは銃を向けられた。ぴりぴりとした雰ふん囲い気きで話は通じそうになかったが、そこに割って入ったのが繭子だった。繭子はこの場所でＳＳやストライカーをまとめる協力をしているようだった。
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「着替えたな。ふたりは怪け我がしていることを隠しておけ」

　ちょうど脇わきの扉から茉ま莉りと悠ゆ羽う美みが出てきた。彼女たちはストライカー用のコスチュームに着替えている。またそれ用のメイク道具があったので濃く塗りたくって傷などを隠していた。

「近辺でＸゲームの会議があり、これらの試作品が集まっていたのが幸いした」

　茉莉はキラキラ光るマントを羽織り怪我した体を隠している。悠羽美はシースルーのドレス風のコスチュームでその下にビキニのようなものを着ていた。

「お前はそのままでいい。激しい交戦をした証拠となるからな」

　遙はる花かと雪ゆき村むらは治療を受けておりここにはいなかったが、前まえ田だは血と体液に汚れたままだった。

「話し合いの場がセッティングされている。私もそこに出席する」

「今さらですか？　今まで何をしてたんだ」

　前田は少しだけいらついた。

「小規模の議論は何回もあったさ。しかしイニシアチブの取り合いで成立してない。ＳＳはＳＳで話し合い、ストライカーも派は閥ばつを分けている。スポンサーなどもいるがやはり一般人だから議論のピントがずれている」

　この都庁を対策本部にするにあたって、蜘く蛛もの殲せん滅めつにも時間がかかったらしい。また、都庁で働いていた一般人などの説得にも労力を使ったようだ。

「誰だれかまとめる人はいないんですか？」

「こんなとき、この状況下において力を持った人間に発言権が生じる。しかし、それほどのキーマンはここには存在しないからな。私も発言するにはある程度の武力が必要だということだ」

「なんとか大丈夫です」

　治療を終えた雪村と遙花が廊下を歩いてきた。

「よし行こう。遙花、何を言われようとも決して口を開くな。黙だまっているだけでいい」

　繭まゆ子こは遙花に言った。遙花は私服姿のままだった。顔の傷を隠すためか色のついた眼鏡めがねをかけている。

「……他ほかのストライカーに遙花を見せるんですか？」

　前田は繭子の耳元に囁ささやいた。

「もう遙花はうすうす気づいている。下へ手たに隠すほうが駄だ目めだ。それにそんなときじゃない」

　繭子はそう言い歩いていく。

「急ぐぞ。治療名目で少し時間をもらっている。他は集まっているはずだ」

　場所は四十五階の展望室だった。東京を見下ろせる場所を戦略本部としていたのだろう。入り口には銃を持った男性が立っている。繭子が小さく手を上げると、彼はうなずいて銃を下ろした。六人は扉の中に入った。

　六人に視線が集まる。中には三十人以上はいるだろうか。ドーナツ状の円卓が置かれ、女性たちが座っている。背後には迷彩服姿の男たちが集まっている。迷彩服はＳＳだ。派手なコスチュームの女性はストライカーでスーツ姿はスポンサーやマネージャー関連だろうか。

「グロリアエージェントの結ゆう城き繭まゆ子こです。遅れました」

　繭子は会え釈しやくして中に入った。ガラス張りの外は仮想の東京が見下ろせる。なんだか赤っぽく見えた。東京タワーが見え、それも血のように赤くライトアップされている。

「お座りください」

　繭子に言ったのは東とう野の美み波なみだった。彼女もここにいたのだ。その周囲にはコスチュームに身を包んだ女性が座っている。

「合流していいぞ」

　繭子に言われ、雪ゆき村むらはＳＳたちの場所へ歩いた。雪村はＳＳ内部でも発言力を持っている。

「……インペリアルのベストファイブがそろってる」

　茉ま莉りが耳打ちした。インペリアルは優秀なストライカーを多く擁ようする最大勢力だ。現状においてのトップファイブという戦力を持ち込めていた。

　見ると展望室での位置関係は微妙に三つに分かれている。インペリアル関連、ＳＳ関連、鳳ほう堂どう館かん関連だ。鳳堂館関係者の中に白しら樺かばの姿が見えた。ゴスロリの格好をした彼女は静かに座っていた。

「後ろの五人は？　トップが集まる戦略会議でしょう。無む駄だに人を入れたくないのだけど」

　インペリアルのひとりが視線を向けずに言った。彼女は佐さ々さ木き歩あゆ美みだ。歩美は戦闘能力は高くないのだが、戦略的なＸゲームにおいて常に高得点を取るタイプであり、東京スフィア内でのネームバリューもあった。インペリアルの頭脳とも評される。

「グロリア所属の不知火しらぬい茉莉と高たか橋はし悠ゆ羽う美みです」

　悠羽美はちらりと繭子を見た。本来なら悠羽美は無所属だった。

「あら悠羽美ちゃん。うちを抜けてグロリアに入ったんだ」

　インペリアルの五人が顔を見合わせて笑った。こうして談笑しているが、あの五人の関係が上う手まくいっていないのはわかっていた。インペリアルは規模が大きいため、チーム内で派は閥ばつ争いが起きている。あの五人は味方であって敵同士である。

「でも、下っ端ぱのストライカーは入って来ちゃ駄目じゃない？」

「……高橋悠羽美は非公式ながらマドカを撃げき墜ついしており、その権利があると思いまして」

　繭子の言葉に五人の顔色が変わった。インペリアルの女王は長らく唯ゆい川かわマドカだったのだ。インペリアルはマドカという重しを失い分ぶん裂れつを始めている。

「で、グロリアの現在のエースは茉莉なの？」歩美が聞いた。

「いえ、崩ほう壊かい前と変わらず、ですが」

　繭子はちらりと後ろを向いてから空あいた席に座った。繭子に促うながされ、遙はる花かも隣の席に腰をかけた。茉莉はその後ろに立つ。

「……遙花？」

　室内がざわついた。周りからの視線を受けながらも遙はる花かは眉まゆひとつ動かさない。

「生きてたの？」

　質問に対して遙花は答えなかった。雰ふん囲い気きが変化したのがわかった。室内のパワーバランスが崩くずれたのだ。エース級の武力を持ったチームの出現だった。

「……とにかく議論を進めませんか。この時間もＳＳの方々に襲しゆう撃げきから守っていただき作っている時間ですから」

　顔に包帯を巻いた白しら樺かばが発言した。

「その前に、後ろの男の方は？」

　美み波なみが前まえ田だを見た。それは嫌いやみではなく、前田を知らないという視線だった。彼女はもうタクティクス東京のことなど遠い記憶となっているようだ。

「中なか野のの前田、です。理由あって出席をしてもらっています」

　しらけた空気が流れたが、不意にインペリアルのひとりがぱあっと笑顔になった。

「月を盗んだ男、じゃない？」

　彼女は妖よう精せいと呼ばれるストライカーだった。ウエーブのかかった髪と大きな瞳ひとみ、童顔だったが体つきはすらりとしている。整った顔つきからインペリアルの広告塔でもあった。登録名は確かイオンといい、本名らしかったがどう漢字を振るのかは知らない。

「月を、盗んだのですか？」

　東京スフィアの過去に疎うとい美波が驚おどろいた顔をした。

「彼は泥棒なのよ。月を盗んだために一時期ワールドの夜は暗くなっちゃったとか。結構私の好きなエピソードかなあ」

「……まあ、夢のあるお話」

　美波は信じていないようだ。

「実際はワールドの犯罪者です。一般ユーザーを死傷させ略りやく奪だつを繰り返した、という」

　歩あゆ美みの発言を聞いて、美波は前田から視線を逸そらした。遙花がこちらを振り返ったのが見えたが、繭まゆ子こに制されて視線を戻す。

　前田はぼんやりと立ち尽くしていた。この場で自分だけ蜘く蛛もの体液にまみれた汚い格好をしていることが惨みじめだった。薄汚い泥棒そのものの格好に、なんで自分はこの場所にいるのだろうと思う。両手を見るとべったりと黒い液体が付着している。

　前田は少しだけ下がって壁かべ際ぎわに移動した。本当ならここから逃げたかった。ぽたりと床に蜘蛛の体液が落ちたので靴くつの底で擦こする。どうしてこんな場所にいるのだろう……。

　そのときすっと前田の横に悠ゆ羽う美みが来た。悠羽美は周りに見えないように背中から手を回して前田の手を握る。

「服が汚れるぞ」

「……いい」

　悠ゆ羽う美みはちらっと赤い瞳ひとみを向けた。

「あなたが月を作ったようなものなのに、ね」

　彼女は横にいた前まえ田だにしかわからないほど微かすかに笑った。

　すでに円卓では議論が始まっていた。八月一日ついたちの九時からスタートしたことなど、基本的な情報公開から行われている。それを見て思う。今さらこんなことをやっているのかと。戦力を集めすぎたことが逆効果となっているのかもしれない。巨大な組織はいつでも動きが鈍い。

「蜘く蛛もだけなら俺おれらで撃退できます。しかし……」

　ＳＳのリーダーらしき男が発言している。

「スカーレットね。あいつらが裏切った」

　インペリアルの女の言うとおり、スカーレットはこの世界で敵だった。ＳＳは蜘蛛には強いがストライカーには勝てないのだ。また、ストライカーはＳＳほどに効率よく蜘蛛を撃退できないという、ある意味三さん竦すくみの状態ができあがっている。

「スカーレットは裏切ったというよりも、最初からこれに関かかわっていたのでは？」

　白しら樺かばが言った。

「あいつらが都民を強制的にログインさせたなんて馬ば鹿かげてるわ」

「……アンジェリカ」

　白樺の言葉に周囲は沈ちん黙もくした。アンジェリカという単語はストライカーたちの間でもタブー扱いだった。バグに汚染された東京スフィアの魔女。ワールドのバグ排除、そしてカスケードとの対決で彼女は自らもバグに汚染された深紅色の悪魔だった。

　しかし、そのバグは彼女に強大な力をもたらしたのだ。Ｘゲームなどの表舞台に出てくることはなかったが、スカーレットのストライカーにバグスキルを与え、徐々にワールドでの影えい響きよう力りよくを拡大していった。プログラムのバグを使ったスキルは禁止されているが、アンジェリカには誰だれも手が出せないでいた。

「仮定ですがこの出来事の裏にアンジェリカが絡からんでいるとします。となると、スカーレットは敵に回ることでしょう。蜘蛛が人を襲おそう行動は彼女の目的の一環です。ですから、邪じや魔まをするＳＳや私たちストライカーを、スカーレットのストライカーが排除に回っているのです」

「疑問があります。なんで蜘蛛は人を襲うのでしょうか。そして襲われた人はどこに」

　美み波なみが聞いた。

「鳳ほう堂どう館かんの紫し苑おんが知っています」

　白樺が顔を向けたのは長い黒髪の女性だった。彼女は一呼吸置いてから口を開く。

「私はスカーレットの奇き襲しゆうを受け、逃げたものの意識を失いました。その後、蜘蛛に回収されたのです。捕ほ獲かくされ連れて行かれたのは大きなビルの一角でした。その場所は蜘蛛の糸で真っ白で意識を失ったたくさんの人々がいました」

　蜘蛛の巣コロニーなのかもしれない。糸の張り巡らされたコロニーの中で、生きながらに捕らえられた人々……。

「捕らえられた人間は生きているようでした。真っ白なベールの下で眠っているようなイメージでした。意識を取り戻した私は怖くなり必死で逃げたのを憶おぼえています」

　前まえ田だは考えた。蜘く蛛もは人間の殺害が目的ではないのではないか。確かに連れ去られた人間は例外を除き生きたままだった。では、その生きた人間は何に利用されるのか。

「もうひとつ疑問が。何な故ぜ、この世界の時間が延びているのか」と、美み波なみ。

　最初はほんの一いつ瞬しゆんだった。しかし、徐々に延びてきている移行時間。それは爆発的に拡大した。その理由は何か。

　沈ちん黙もくが続いた。誰だれも答えられない疑問だった。一方的に押しつけられたルールなのだ。理由など元からあるのかも不明だ。

「……東京スフィアってデータの世界ですよね」

　前田は視線をさまよわせる。誰が発言したかわからなかったのだ。

「拡大するにも、ルールが必要なんじゃないですか」

　発言主は遙はる花かだった。遙花は視線を下に向けたままだった。その意見は東京スフィアの初心者ならではだった。しかし、周囲は遙花の言葉をまじまじと受け止めている。青あお原ばら遙花の神通力はまだストライカーの中で失われてはいない。

「蜘蛛がさらう人間と、拡大する世界が関連していると？」

　繭まゆ子こが補足した。

「……人間はデータを生みだす存在ですから」

　そう言い、遙花は口を閉じた。

　確かに蜘蛛が人間を捕ほ獲かくする行為と、拡大する世界は関連している可能性がある。この世界を拡大するために人間の脳を利用しているとしたら、あの蜘蛛の行動はルールに則のつとっている。

　そう考えると納なつ得とくがいった。序盤の移行時間はほんの少しだったが後に急速に拡大した。それが蜘蛛が人間を捕獲した数と比例しているとしたら。東京の人間が奪うばわれると共にこの異様な世界は拡大し続けている……。

「この状況の打開策はないのですか？」

　美波が言ったが誰もが視線を逸そらす。その中で顔を上げたのは繭子だった。

「……対決でしょう。仮想では迫り来る敵と戦い、そして現実でも問題解決を目指すと」

　繭子が意見した。しかし、周囲の人間は反応しなかった。

「現実での行動は不可能じゃないかな？　私たちは記憶を持ち越せないもん」

『妖よう精せい』イオンが意見した。

「記憶を持ち越すキーマンがここにいます。現実世界の記憶はここに持ち越すことができます。そして、私の記憶では、彼は現実においてこの世界に迫っています。現実で異変を感じ仲間を集め問題解決に奔ほん走そうし、現にこの都庁まで到達しました」

　繭まゆ子こが目を向けたのは前まえ田だだった。真っ黒に汚れた前田に視線が集まった。

「……俺おれは現実で異変を認識している。だから、一緒にいた同級生を捨ててここまで来た。現実でもメンバーを集めて対策を練っているところだ。俺なら現実から解決策を取れる」

　視線に押されて前田はそう言った。

「それは事実でありますか？　だとしても現実での対策とは？」美み波なみが言う。

「俺はこの世界の記憶の断片を明らかに持ち越している。それは、この場で噓うそをつくメリットのないことだ。俺は現実で孤独に戦い異変を周囲にアピールしている。俺を疑うなら現実でこの中の誰だれかと接触して証明してみせるのはどうだ？　これは論理的な意見だ」

　ここで消極的な意見は言ってはならないと感じていた。

「現実での対策は今俺に意見をくれればいいだけだ。そうしたらその記憶を持ち越せる。俺たちはすでに現実で議論を始めている。八月一日ついたちの九時から始まったトラブルをタクティクス東京と関連づけて調査を始めている」

「現実での対策、はもう少し慎重に話し合う必要があるな。東京スフィアの薄汚い人間の言うことに信しん憑ぴよう性せいがあるとは思えない」

　インペリアルのストライカーたちが笑った。

「それよりももっと大きな問題がある。敵対しているストライカーがスカーレットだとすると危険だ。戦いの中でアンジェリカとの対決は避けて通れない。で、誰がやるんだ？」

　またも沈ちん黙もくだった。しかし周囲の視線はひとつに集まっていた。皆は遙はる花かを向いている。

「……青あお原ばら遙花でやる」

　繭子は言った。このことにより、問題解決にあたってのキーパーソンの地位は繭子が確保したことになる。

「遙花は、全盛期の能力を持っているの？」

　疑問を投げかけたのはインペリアルの面々だった。

「カスケードに触れて消滅したと聞いた。生きていたとしても本来の能力があるかどうか……」

「カスケードプロジェクトで失敗した遙花が、アンジェリカと対等に戦えるとは思えませんね」

　遙花は沈黙したままだ。彼女が昔の自分の評価を聞くのは、記憶を失って以来初めてだ。遙花は動かず、インペリアルの五人も微妙に視線を逸そらしている。

「戦いは力そのものだけではなく、周囲の評価も関連します。でなければ、集団はまとまりません」

　美波も繭子に異を唱えた。

「いえ、私は賛成です。現実と仮想の戦い。それは私たちには避けて通れないことです。私たち鳳ほう堂どう館かんはグロリアと足並みをそろえたいと思います」

　立ちあがったのは白しら樺かばだった。

「あなたのチームは、カスケードプロジェクトで元から壊滅状態じゃない」

　インペリアルの佐さ々さ木き歩あゆ美みがクスッと笑った。

「そんな弱小チームが協力したところで……」

「それより、東京スフィアというシステムが問題なら、それを破壊することを目指すべきじゃないか？　スフィアシステムと違って、東京スフィアなんて無む駄だな遊びの場だろう？」

　発言したのは一般男性だった。スーツ姿の都庁の職員も数人出席しているのだ。

「仮想世界とか馬ば鹿かげたシステムを残しておいたからこんなことになったんだ」

「いいえ違います」

　繭まゆ子こが立ちあがった。

「東京スフィアは求められているのです。例えば映画を見るならファンタジーやＳＦ、舞台は派手なアクション、オペラはトゥーランドットといった定番ができたように、人々が東京スフィアというエンタメを求めたからこそここまでの発展がありました。ポイントは現実を忘れさせてくれること。それは現実の生活がすさんでいるという理由もあるからでしょうか。そんな東京生活の責任の一端はどこにあるのでしょうかね」

　繭子はちらりと東京都庁職員に視線を向けた。

「な、何を言ってるんだ……」

　職員と繭子が睨にらみ合っていたそのとき、扉がノックされた。

「失礼してよろしいですかね」

　扉の向こうから女性の声が聞こえた。

「今は会議中だ！」

　職員が声を荒らげたが、扉はもう一度ノックされた。

「お話は聞かせていただきました。私なら協力できるかと……」

　ＳＳのひとりが扉を少しだけ開けてから硬直した。

「失礼します」

　扉が開き前まえ田だは目を細めた。光だった。まばゆい光が飛び込んできたのだ。

「私もお手伝いいたします。仮想ではアンジェリカと戦い、そして現実でも」

　光を放っているのは女性だった。彼女は前田へと近づいてくる。

「前田さんの力はすばらしいですよ。現実でも私と協力しましょう」

　長い髪は自ら光を放っているかのようだ。周囲に金の粉が舞っている。そして瞳ひとみの色も金色だった。

　彼女を前に、前田を汚していた蜘く蛛もの体液が消滅した。光を見ながら思いだした。アンジェリカと同じくバグに侵されたストライカーがいたのだ。髪の色も瞳もバグの影えい響きようだ。しかし、彼女はバグを聖なる力に変えている……。

「鳳ほう堂どう館かんの……ゴールド」

　誰だれかの声が聞こえた。

　彼女が微笑ほほえむと周囲には金の光が舞った。
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「ねえ、前まえ田だ君は本当に月を盗んだの？」

　遙はる花かは空を見上げている。

「ちょっと順序が違うんだけど、そうなってる」

　前田と遙花は都庁の屋上に出ていた。あれだけ東京都で推進しているにもかかわらず、特に緑化はされておらずヘリポートが設置されているだけの殺風景な場所だ。頭上には銀色に光る月が見える。この仮想世界ではずっと同じ位置にある月だった。

　会議はゴールドが登場したことにより、いったん時間が置かれることとなった。彼女が個人的にストライカーたちとの情報交換を求めたからだ。彼女の登場によって一気に問題解決に向けての行動が本格化したこととなる。

「あんなに大きいの、盗むの大変だった？」

　他ほかにも前田に向けての疑問はあるのだろうが、彼女は月のことについてしか聞かない。

「あの月はね、もともと宝石だったんだ」

　前田は月を見上げたまま言った。あるプログラマーが宝飾店からの依頼を受け宝石を作ったのだ。東京スフィアでの宝石の価値は情報量とされており、競い合うように情報量の多い宝石が制作されていた。

　そのプログラマーも石を複雑に光らせるために強引に情報を詰め込んでいった。そのうちにその宝石は光を受けると異様な輝きを見せるようになった。しかし、その宝石のデータは依頼主の宝飾店に渡されることはなく、プログラマーは精神異常を現実に持ち越し引退したとの噂うわさが立った。その後、宝石は様々な人間の手に渡ったとされるが、それらの人間にも精神異常が発生したため石は暗くら闇やみに隠された。

「なんで暗いところに隠したの？」

「石はね、情報を詰め込みすぎて、明るい場所だと異様な色に光った。その光はあまりに複雑で美しすぎて、普通の人間じゃあまともな精神状態を保てなかった。だから光を反射させないように暗闇に閉じ込めたらしい」

　前田はその宝石に興味を持った。美しすぎて害となる輝きを見てみたかったからだ。そして、東京スフィア中を探し回りついに宝石を閉じ込めた場所を見つけた。

「その光は表現できないほど綺き麗れいだった。でも、複雑すぎて恐ろしかった」

　気づくと前田は宝石を握ったまま絶叫していたのだ。頭がおかしくなると思った。石に詰め込まれた情報が莫ばく大だいすぎて手に負えない。そして、宝石は周囲の情報にも影えい響きようを及ぼし、その周辺は崩ほう壊かいしかけた。

　もしかしたら前田が複雑なデータの銃などを簡単に使いこなせるのはこのときの影響かもしれない。どの情報もあの光に比べたらシンプルだった。

「宝石は危険だった。光を浴びるたびに情報を増やし、そのままでは世界に影えい響きようを及ぼすと。でも壊すこともできない。莫ばく大だいな情報の核はあまりに硬すぎたから」

　これは作ってはいけないものだった。たとえ闇やみに隠したとしても誰だれかが見つけるだろう。ではどうすればいいか……。

「だから月にした」

　その頃ころ、繭まゆ子こは東京スフィアの整備を進めていた。そしてまだこの世界には月がなかった。この宝石を月のデータとして利用できないかと進言したのだ。

「この世界の月は現実とは座標が少しばかり違う。太陽が隠れたら出るようになってる。月にすることで常に暗闇に存在させているんだ」

「……だから、月を盗んだって言われてるんだね」

　遙はる花かは前まえ田だを向いてクスッと笑った。遙花を見て前田は久しぶりにその宝石の光を思いだした。彼女の瞳ひとみはあの複雑な光に似ている。
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「なあ、まずいぞ。蜘く蛛もの数が多くなってる。他ほかに獲え物ものがいないのかも」

　前田たちは都庁の会議室にいた。サークルのメンバーの五人と茉ま莉りが集まっている。

　先ほどまで二回目の会議があり、繭子たちは出席していたが、前田は地上に降りてＳＳと協力して蜘蛛を迎撃していたのだ。そして蜘蛛の襲しゆう撃げきのすさまじさを知った。

「現状において、約五割の都民が蜘蛛に捕らえられたとの試算が出ているって」

　会議に出席していた茉莉が言った。

「半分も？　じゃあなおさらこの場所で引きこもっているわけにはいかない」

「そのための議論はしている。お前はお前でやるべきことをやるんだ」

　繭子は腕を組んで壁かべに寄りかかっている。

「やるべきことって、限界がありますよ」

　いくら銃を撃っても解決しない問題がある。

「違う。現実でだ。そろそろ時間的な猶ゆう予よがなくなってきている」

「……現実でっていっても、繭子さんもあの状況を知っているでしょ。無理だよ」

「お前の言い訳を聞いている暇ひまはない。やるんだ、なんとかしろ」

「なんとかしろって、俺おれだけじゃ……」

　繭子の物言いに愕がく然ぜんとしている前田に、遙花が歩み寄ってきた。

「大丈夫だよ前田君。私たちがついてる。ひとりじゃないから」

　雪ゆき村むらと悠ゆ羽う美みも遙花に追従する。

「そうです、サークルのメンバーで力を合わせましょう」

「私も、手伝うから」

　前まえ田だはその言葉を聞いてしらけた気分になった。

「遙はる花かちゃんはともかく、お前らは、よくぬけぬけとそんな言葉を吐けるな」

「そんなこと言っている場合じゃないわ。大人おとなになりなさい」

　悠ゆ羽う美みが言ったので、むっとした前田は彼女の肩をドスンと突き飛ばした。

「暴力？」

　よろめいた悠羽美は、前田の胸を突き飛ばし返した。

「ちょ、ちょっとやめなよ。そんなことやってる場合じゃないでしょ」

　遙花が間に割って入った。

「こいつってさ、現実で俺おれのこと馬ば鹿か扱いしてるくせして、ここで謝りもしない」

「時間の無む駄だだわ。もっと前向きな話をするべき」

「だからその態度がむかつくんだよな。現実でやれっていうならやるさ、でもお願いの仕方があるだろ。なんでそんなに上から目線なんだよ」

「お願いしまーす。……はい、義務は果たしたわ」

「だからあ、もうやめてよ。みんなで協力しなきゃいけないのに……」

　見ると横で遙花が目に涙を溜ためていた。

「……わかった、遙花ちゃん、仲直りしたから大丈夫だよ」

　遙花を泣かすと面倒なのを知っているふたりは不服ながらも握手した。

「なあ、すっげえ手が痛いんだけど」

「ねえ、なんで私は足を踏まれてるの？」

　前田と悠羽美は握手をしながら睨にらみ合った。それを見て遙花はさらにまぶたに涙を溜める。

「……なんてね。高たか橋はしとはそんなに仲悪くないんだな」

「そう。だから現実でもがんばって。私、陰ながら応援しちゃう、から」

「ああ、高橋のためにもがんばるよ。俺が世界を救ってやる」

「平和になったら、何でもお礼をしちゃう。ランチでもおごろうか？」

「じゃあ水着エプロン姿で料理作ってくれよ。それくらいできるよな。だって、俺はあれだけ現実で冷たい態度取られちゃったもん」

　前田は強引に笑顔を作った。悠羽美は一いつ瞬しゆん目をつり上げたが、遙花がじっと様子を窺うかがっているのを見て、仕方なくうなずいた。

「わかったわ。そのぐらいしちゃう、かな」

「うん、雪ゆき村むらもひどい態度取ったけど、俺たち仲間だから許す。でも、平和になったら現実で女装して俺につきまとうストーカーを演じるくらいできるよな」

「はあ？　なんでそんなこと……」

　雪ゆき村むらが唖あ然ぜんとした声を上げたが、その声に遙はる花かがびくっと反応し、ついに頬ほおにぽろりと涙がこぼれる。

「あ、雪村が遙花ちゃんを……」

「ま、まあそのくらい楽勝ですよ。なんでもやっちゃいます」

　雪村は引きつった笑みを浮かべた。

「茉ま莉りは一日俺おれの妹、な。俺の妹は魔女っこマミたんが好きでそのコスプレばかりしてて、でも金持ってて俺の好きなものを何でも買ってくれる、お兄ちゃん大好きなランドセル背し負よった小学生なんだ。ちゃんとステッキとかの小物も自前で装備しろよ。繭まゆ子こさんは現実でちょっと優やさしくしてくれるぐらいでいいや……」

「ま、前まえ田だ君は何を言ってるんですか」

　そんなとき、遠えん慮りよがちな声が聞こえた。

「……あの、そろそろいいでしょうか」

　どきりとして声に向くと、そこには女性が椅い子すに座っていた。

「え、え？　いつからいた？　光ってないから気づかなかった」

　彼女はゴールドだった。

「遙花さん、どうぞ」

　ゴールドは遙花にハンカチを差しだしにこりとした。今のゴールドは光っておらず、暗がりで見ると彼女はスタイルがよく清せい楚そで胸の大きな美人であるだけの女性だった。

「月の石と同じですから。光を複雑に反射させてしまうようです」

　前田の視線に気づいたゴールドが言った。

「じゃあ夜は光らない？」

「いえ、バトルなどではあんな感じです。興奮すると金粉が出ちゃいます」

　ゴールドがいたずらっぽく笑い、一いつ瞬しゆんだけ光ったような気がした。

「話し合いをしようと思いましてね」

「まず、会議はどうなったんです？」

　前田は繭子を見た。

「スカーレットとの対決。そして、この世界からの脱出を目指す、と」

「この世界からの脱出？」

　その具体的な策はあるのだろうか。

「まず、スカーレットとの対決は既き定てい路線です。こちらの戦力に被害が出ているように、スカーレットにとってはストライカーやＳＳは目的達成における障害なのでしょう」

「待て、スカーレットの目的とはなんだ？」

　それが一番重要なことだ。何を目的として都民を強制ログインさせたのだ？

「この仮想世界の出来事が、現実にも影えい響きようしていますよ」

　ゴールドの言葉に、前まえ田だは少し考え思い当たったことがあった。

「蜘く蛛もに捕らわれた人間の目って何か違ったような気がするんだよな」

「……前田さんはそこまで見えているのですね。私も現実で何となく違和感を感じてました。その違和感は徐々に拡大しています。例えばスカーレットのイメージが現実の東京に浸食してはいませんか？」

　彼女の言葉に前田たちは顔を見合わせた。

「深紅色スカーレツトカラー、とか？」

　悠ゆ羽う美みが首を傾かしげながら言った。

「……確かに深紅色が目立つけどな。この夏のモードだろ」

　街まち中なかの服装に赤が目立つことは気になっていたが、それは些さ細さいな事柄だ。

「違うぞ。夏のモードは半年前の冬には決まる。生産などの都合もあるから、すでに決まっているモードをマスコミなどがこれから流行します、というように情報を流す。しかし、今年の夏にスカーレットカラーなどはない」

　異を唱えたのは繭まゆ子こだった。

「蜘蛛に捕らわれた人間はこの世界では拡大のためのデータとして利用されます。そして、現実にそのイメージを持ち越してしまっているのでしょう。スカーレットカラーを無意識に使ってしまうというのは、わかりやすいひとつでしょうか」

　前田は蜘蛛の巣に捕らわれた人々の姿を思い浮かべた。蜘蛛の繭まゆの中で眠る人間、それが大量に並んでいる蜘蛛のコロニーの光景。人間たちは蜘蛛の糸を介して意識を操られている。しかし、色程度ならば現実への影えい響きようはそれほど深刻ではないはずだ。

「イメージを持ち越すということは、強制的に思念なども送ることができるということです。つまり、蜘蛛に捕らえられた人間は現実でもスカーレット、いいえ、アンジェリカの思いのままに操られる可能性があるのです」

　ゴールドの髪が揺らめきぼやっと光った。その言葉はあまりに壮そう大だいだった。

「東京都民を支配する、と」

「いいえ、最終目的は東京の外でしょう。スフィアを拡大させ日本、いえ世界までもを」

　全世界の人間がひとりの人間の意志で動かされる。そんな馬ば鹿かげたことが……。

「この移行世界は拡大し続けています。いつかは東京の外に広がる可能性があります。そして、東京を奪うばわれた時点で世界の敗北は決定づけられます」

　ゴールドははっきりと言い切った。

「そうだ、確かにそうだ」

　蜘蛛やスカーレットのストライカーと戦える戦力はこの東京にしか存在しないのだ。スフィアのない世界にはストライカーもデータの銃器もないからだ。この東京での戦いに負けた時点でアンジェリカを止める術すべは消滅する。

「ですから、私たちは勝たねばなりません」

　ゴールドは立ちあがると部屋の窓まど際ぎわに歩いた。カーテンを開けると夜の東京が見える。月明かりを受けて彼女の髪が煌きらめいた。

「有あり明あけに移動する予定です。タクティクス東京の終わりからこの世界は始まった。だとしたら、機器を使わずにログインした魔界の世界が起点だったと思われます」

　ゴールドは窓枠に寄りかかりこちらを向いた。

「有明？」前まえ田だは繭まゆ子こを見た。

「推測だが、アンジェリカは空白の時間を使ったのだろう。八月一日ついたちの午後九時にゲームが終わったと言っただろ。切り替えのために、スフィアシステムは０・03秒だけ魔界への干かん渉しようを失う。その時間にアンジェリカは魔界を支配下に置いた。つまり有明のビッグサイト」

「有明にアンジェリカがいる可能性が高い？　で、彼女を倒せば戻る？」

　それだとしたら、難易度はともかく行動はシンプルになる。

「アンジェリカを倒したと仮定します。するとこの世界は崩ほう壊かいするでしょうね。そして、すべての人間は元に戻ります。何事もなかったかのように平和な日常生活が再開されるでしょう」

「そうか、じゃあ……」

「私たちも何事もなかったかのように日常を再開させることになります。この出来事の記憶を失って、です」

　ゴールドは仮想の東京に視線を向けた。それはハッピーエンドではなかった。何な故ぜならアンジェリカの悪意は消滅しない。彼女にとって今回の出来事は失敗ではなく次へのシミュレーションとなる。

「私たちは現実に記憶を持ち越さねばなりません。そして、現実でも悪夢の芽を摘むのです。そのためには記憶を持ち越す必要があります」

「記憶を持ち越す方法なんて……」

「それに、私はこの世界にアンジェリカがいるとは思えないのです。となると、この世界での解決は不可能です」

　ゴールドが前田に歩み寄ってきた。

「何故なら偽にせ物ものの世界で偽物の世界は作れません。アンジェリカは本物の仮想世界のほうにいる可能性が高いです。ですからあなたの力が必要です」

「本物の仮想世界？　東京スフィアってことか？」

「起点となっている魔界、やはりそこがキーです。とにかくそこに行くしかありません。この世界でも、本物の仮想世界である東京スフィアでもビッグサイトに移動するのです。ある意味その場所が現実と仮想のニュートラルゾーンであり、問題解決のキースポットですから」

　ゴールドは前田に近づくと、そっと耳打ちした。

「そして遙はる花かさんも魔界に運びます。何故なら彼女は東京スフィアのキーパーソンだからです」

　ゴールドの声は繊せん細さいでいて独特のリズムが心地よく、つい聞き入ってしまう。

「遙はる花かが必要なのか？」

「アンジェリカを倒したときこの世界に何かが起こるのは間違いありません。そしてそこから記憶を持ち越す方法を探るにしても、特殊な能力を持った人間が必要です。できることは、不確定の要素に対応する準備をしておくことだけです」

　ゴールドの言葉をまとめると、やるべきことは本物の東京スフィアでアンジェリカを倒し、この世界では魔界であるビッグサイトに移動するとのことだ。しかし問題がある……。

「東京スフィアには入れなかった。五人で試してみたんだ」

　中なか野のカトレアからログインしようとしたが無理だったのだ。

「それでもやっていただかなければ困ります」

「無理だよ。やることが複雑すぎる。狂人扱いされるに決まってる」

「助けを求めるのです。私たちも現実で協力をしますから。それに、前まえ田ださんにはすばらしい仲間がいるではないですか」

　前田の横で雪ゆき村むらや悠ゆ羽う美みがうなずいてみせた。

「そしてあなたは私をイメージして現実に情報を持ち越してください。強くイメージするのです……」

　ゴールドは前田にではなく遙花にそう言っていた。

　ここで前田は気づいた。記憶を持ち越していたのは前田ではなかった。前田の記憶は、情報を持ち越していた遙花を介してだったのだ。

　思えば遙花自身のイメージがない理由もそれだ。遙花はこの世界で取り込んだ情報を現実で放出しており、ゴールドはそれを察知していたこととなる。

　やはり遙花は東京スフィアにおいてのキーパーソンだ。遙花が状況打開の鍵かぎとなる……。

「前田さん、あなたの役目のほうが重要ですよ。この偽にせ物ものの世界の情報を受け取れるのはあなただけです」

　ゴールドは遙花を抱だきしめながら前田を向いた。

「何な故ぜなら、東京スフィアの女神に心を開かれている存在はあなただけですから……」
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「すごい人ですねえ」

　雪村が呆ぼう然ぜんとしている。繭まゆ子こを除く前田たち四人は東京ビッグサイトに来ていた。タクティクス東京では魔王軍との最終対決があった場所だ。しかし、今は別の戦争が行われていた。

「同人誌っていう漫画を売ってるんだよ。三日間で数十万人もの人を集めるイベントなの」

　遙花が説明した。コミックマーケットという同人誌即売会らしい。あの広かったスペースが人で埋め尽くされている。真夏にこのような熱気のあるイベントが開かい催さいされているのだ。ニュースなどで見たことはあったが、実際にこの人ひと混ごみの中に入ると強きよう烈れつだった。気を抜くと方向感覚を失いそうになる。

「前まえ田だ君、ちゃんとついてきてね。あれ、悠ゆ羽う美みちゃんは？」

　悠羽美を見失ったようで遙はる花かがきょろきょろしている。ぼんやりと歩いていた前田は何回も人にぶつかられていた。大勢の人間の中にいると頭が痛くなる。周囲の人々は赤系統の服装が多く、なんだか血が流れているような気がする。

「……たぶんこの辺なんですけどねえ」

　雪ゆき村むらがマップを見ている。前田たちがここに来たのは、やはりあの関連だった。それに積極的なのは繭まゆ子こだった。前田と遙花を呼びだし向かい合わせて反応を見る。なんだか繭子のおもちゃになっているようだった。

　遙花の目から今日も強烈なイメージが飛び込んできた。まずは光だった。それは激しい光量でいて神聖だった。有あり明あけのビッグサイトに行かねばならない気がした。そして前田は意味のわからないアルファベットと数字の羅ら列れつを口にしていた。

　ビッグサイトのイメージ、そして暗号のようなそれは区画の位置を示しているのでは、との見解に至った。しかし、そうだとしてもこんな場所に来て意味があるのだろうか。前田の精神はすり減り続け本気で休養を考えるようになっていた。強引なログインにより脳が損傷してしまったに違いない。

「悠羽美ちゃん、どこ行ってたの？」

　悠羽美が薄い冊さつ子しを抱かかえて戻ってきた。

「意外に興味を惹ひくものが売ってる」

　悠羽美が見せたのは東京のラーメン食べ歩きや、世界の軍艦、廃はい墟きよ探検、などコアな同人誌だった。

「ふーん、エッチな本だけじゃないんだね」

　遙花は一応同人誌の知識はあるようだ。

「あ、あそこですよ」

　雪村が指さした場所には『ネジ同人誌最新刊』と書かれた札があった。大きな帽子を深く被かぶり眼鏡めがねをかけた女性が座る前には、コピー本がテーブルの上に置かれていた。前田たちはしばらく距離を取って様子を見ていたが、これだけ大勢の人間がいるにもかかわらず買う人は現れない。

「帰るか。やっぱり意味はないんだよ」

　前田はため息を吐ついた。

「でも、内容は面白そうじゃない？」

　遙花が興味を持ったようで、そのテーブルに向かった。

「ありがとうございます」

　売り子の女性は遙はる花かから百円玉を受け取り冊さつ子しを手渡した。前まえ田だはその声を聞いたことがあるような気がした。前田がじっと彼女を見つめる横で、戻ってきた遙花がパラパラとページをめくってから何な故ぜか顔を赤くしている。

「ん？　どうしたの」

　前田は遙花が持つ同人誌を覗のぞき込んだ。

「……なんて内容だ」

　前田は唖あ然ぜんとした。それはネジのエロ同人誌だった。雌めすねじに雄おすねじを差し込むシーンなどが卑ひ猥わいに描えがかれている。

「べ、別角度からネジを見ることも必要だよね、うん」

「よかったら、ちょうだい」

　遙花に手を差しだしたのは悠ゆ羽う美みだった。このような本にも興味があるのだろうか。悠羽美は遙花からネジ同人誌を受け取り、一いつ瞬しゆんだけ売り子の女性に視線を向けた。

「あ、あっちのほうにも面白そうなのがあるよ」

「遙花さん、走ると迷まい子ごになっちゃいますよ」

　人ひと混ごみを避よけながら走っていく遙花を雪ゆき村むらが追いかける。すでにビッグサイトや暗号のことなど頭から消えているようだ。

　横を向くと、悠羽美がネジ同人誌を開いていた。見ているのは最終ページだった。
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　夕方、四人はお台だい場ばに移動していた。夕日が沈む寸前の海がある。レインボーブリッジと東京タワーが見えた。

「ここって、東京スフィアでも来たことがあるよね」

　遙花が柵さくにもたれて海を見つめている。ここに来たのは一件のメールが理由だった。ここで待ち合わせることになっている。悠羽美が同人誌の最終ページのアドレスにメールを送ると、ここに来るようにとの返信があったのだ。

「昔の話だけど、あるチームのストライカーは東京スフィアのトラブルシューターだった。何か解決不可能な問題が起こったときだけそのストライカーに依頼した。依頼方法はいくつかあったけど、そのほとんどが現在では寸断されている」

　悠羽美が囁ささやいた。

「聞いたことがあります。新聞の三行広告にメッセージを掲載したり、有線放送に特定の曲をリクエストするとか」と、雪村。

「スナイパーが出てきそうな話だな」

　前まえ田だはそばの木製ベンチに座った。なんだか馬ば鹿からしかった。自分が求めているのはこうではないような気がした。精神の安定がほしかっただけなのだが、こんな行動をするたびに精神状態が悪化していくのがわかる。

　前田はサークルのメンバーから孤立していくのがわかった。悠ゆ羽う美みも雪ゆき村むらも協力してくれているスタンスを取ってはいるが、前田に対しては腫はれ物に触るような接し方だ。繭まゆ子こは前田をモルモットとしてしか見ておらず、遙はる花かは前田の精神状態を悪化させる一因だ。

　あの東京の濁にごった海にでも飛び込んでやりたい……。

「……運勢が停滞しているようですね。運勢を回復させるには、規則正しい食事と生活、十分な睡眠時間が必要です」

　顔を上げると目の前に日ひ傘がさを差した女性が立っていた。それは先ほどの同人誌を売っていた女性だった。彼女はパタンと日傘を閉じた。

「……白しら樺かば？」

　彼女はタクティクス東京で会ったあの白樺だった。

「……なんで白樺が同人誌なんか売ってた？」

「なんで、は私の質問でしょうか。トラブルシュートの連絡網はほぼ消滅し、あの同人誌は最近制作したもので誰だれにも教えていません。もちろん、私が趣味で同人誌を出していることも」

　白樺は不審げな視線を向けている。前田はじっと彼女を窺うかがった。噓うそを言っている様子はない。前田が受け取ったシグナルはこれでよかったのかもしれない。苦しむ前田に遙花が救助信号を流した……。

「理由を教える必要があるのか？　ただ俺おれはトラブルシューターに連絡をしただけだ」

　前田は言った。余計なことを言ってはならない。

「……内容にもよりますが、高いですよ」

「うちのサークルの副部長が払うさ。場所を変えよう、話をしたい」

　前田は立ちあがった。

「私ではありません。私はあくまでも仲介役ですから」

　白樺の後ろから顔を出した少女がいた。それは前田の姪めいの愛あい理りと同じくらいの少女だった。小学高学年から中学生あたりだろう。スカートは短くすらりと足が伸びている。結んだ髪はチョコレート色だ。

「へえ、白樺の妹か？　あまり似てないな」

　前田は少女の頭をぽんぽんと撫なでた。

「……気安く触るな。私の妹ではない」

　白樺が目をつり上げ前田の手を強くつかんだ。

「な、なんだよ」

　驚おどろく前田の横に悠羽美が歩み寄ってきた。

「トラブルシューターは鳳ほう堂どう館かんのエースストライカー、よ」

　悠ゆ羽う美みはちらっと少女を見た。少女は結んだ髪を払うような仕草をしてからにこりと笑った。

「初めまして、鳳堂館の……ゴールドと呼ばれています」
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「ゴールドは小学六年生だったんですか？」

「知っている人間はわずかだが、そうだ。バグ掃討のエリートチームに参加したのもゴールドが最後だった。そのとき、確か四年生だったか。実際の体とアバターが違うという突然変異だ」

　複雑な気分だった。子供は精神異常を起こすからと、現行ルールにおいて小学生のログインは条件付きだ。

　前まえ田だと繭まゆ子こは通路を歩きながら対話していた。背後には悠羽美がついてきている。先ほど三回目の会議が終わり、対決の概がい要ようがついに決まったようだ。三回目の会議も前田は出席せず、少人数で行われたようだ。それはスパイ対策も兼ねている。

「入ろう。会議内容を伝える。時間がない」

　繭子は空あいた部屋の中へと入っていく。前田と悠羽美が入ったことを確認して繭子は扉を閉めた。窓すらない狭い倉庫のような部屋で壁かべにはスチール棚だなが並んでいる。繭子は狭いスペースに置かれた机の上に手を置いてから前田を向いた。

「よくやってくれた。あれでゴールドの信用を得たようだな」

　繭子は前田に微笑ほほえみかけた。現実での行動を言っているようだ。

「ギリギリのタイミングだった。今回のピリオドで作戦行動を取らねばならなかったからな」

「ビッグサイトに移動する？」

「その準備をする」

　繭子は机に簡易的な東京マップを広げた。

「作戦はアンジェリカとの対決だ。だが、ゴールドはこの世界にアンジェリカが存在することに懐疑的だ。そうであってもビッグサイトに行くしか方法はないが。そして、ゴールドが言うにはやはり遙はる花かをその場に運びたいようだ」

　表向きは集団としての作戦を実行し、前田たちはそれに乗じて目的を果たす。記憶を失った遙花のことは周囲と遙花自身に公表できないため、協力者は限られるのだ。

「ゴールドは自分の能力でビッグサイトの座標に出口を開けると宣言した」

　それは噓うそだ。ゴールドはそんな能力など持っていない。それでもそう言ったのは、議論の主導権を取るためだろう。そしてもうひとつの理由は、出口を開けるめどがついたこと。それは現実で本当に前田が接触してきたということだ。本物の東京スフィアでアンジェリカを排除し、この世界の同じ場所で出口探しをする……。

「当然誰だれもが脱出を希望している。戦う能力を持っていない人間たちがだ。それには私も含まれるがな」

「都庁に隠れている全員を運ぶ？」

「それは不可能だな。スフィア関係者と都庁職員の一部ぐらいとなる。その選抜の基準は、記憶を持ち越した場合にどれだけ東京スフィアに利があるか、となる。当然ながら女子供だからと優先権はない。いや、そんな弱者は捨てていくことになる。……反論はあるか？」

　繭まゆ子こが視線を向けたので前まえ田だは首を振った。

「この世界において、そんなことで罪悪感なんてない」

　前田はすでに大切な人間を失い見捨てている。

「問題はどうやってその集団キヤラバンを安全に運ぶか、だ。当然ながらＳＳとストライカーの警護をつけることになるが、逆に危険度は増していく。莫ばく大だいなデータを移動させるのは目立つからな。蜘く蛛もを引き寄せ敵の襲しゆう撃げきを受けやすくなるということだ」

　大勢の一般人を引き連れたキャラバンの安全確保は最重要課題だ。

「危険なのはストライカーの奇襲だ。集団に突入されたら対処が困難だからな。そこで、作戦としてスカーレットの各個撃破をすることとなった」

　繭子は東京のマップに赤いピンを刺し始めた。

「こちらもずっと立てこもっていたわけではなく情報を集めていたのだ。スカーレットは東京の各所に散らばりエリア内の敵を排除する行動を取っている。通信が使えないため、シンボルタワーなどのライトアップで意思疎そ通つうをしているよ」

　マップに刺されたピンは十本ほどだろうか。繭子はさらに黒いピンを二本刺す。

「都庁がここ。目的地のビッグサイトはここだ。移動ルートは公開できないが、その近辺のストライカーは移動前にすべて撃げき墜ついしておく。それが作戦だ」

　繭子は悠ゆ羽う美みに視線を向けた。

「私も参加するの？」

「そうだ」

　繭子は赤いピンの隣に青いピンを刺した。その場所は東京タワー。

「チームを組んでそこの場所のストライカーを倒すのか？」

「いや、悠羽美が倒すのだ。主戦力はキャラバン護衛に温存しておく。目標は移動中に奇襲してくる可能性がある四人のストライカーだ。鳳ほう堂どう館かんとグロリアで一人ずつ、インペリアルで二人を撃墜することで話がついた」

　繭子はマップにピンを刺し説明を続ける。

「……インペリアルはずいぶん近い場所だな」

「それを条件に二人撃破をのんだのだからな」

　インペリアルにしろ悠羽美にしろ戦いはできるだけ避けたいはずだ。これはゲームではない。このようなシビアな戦闘には死がつきまとう。優秀なストライカーほど、安全対策のない戦闘は必ず避ける。

「死んだら、アバターを失うの？」

　悠ゆ羽う美みはやはりそれを気にしている。

「おそらくな。この世界と東京スフィアのルールはリンクしている。敗北して殺されれば終わりだろう」

「グロリアで一人なら、茉ま莉りと協力して……」

「茉莉と遙はる花かはキャラバンの護衛だ。まあ遙花は守られる側だがな。この作戦の真の目的は遙花をビッグサイトまで運ぶことでもある」

　鳳ほう堂どう館かんからは白しら樺かばが戦闘を行うようだ。

「このピリオド、つまりこの八月十九日の移行時間内において四人のスカーレットを排除する。そしてピリオドが終わる前にキャラバンがビッグサイトを目指しスタートする。たとえその排除が成功しようと失敗しようとな」

　前まえ田だは繭まゆ子このその物言いが気になった。

「この位置で戦闘を行うインペリアルは、戦いを終えてからキャラバンとの合流が可能だろう。だが、悠羽美はたとえ敵の撃げき墜ついに成功しても自力でビッグサイトを目指さねばならない」

「それって捨て石じゃないか？」

　前田は反論した。ただでさえここから東京タワーまでの移動も困難なのだ。

「そうだ。結論としては、勝てなくとも敵にダメージを与えろ、とな」

　繭子は青いピンに指を添えながらうなずいた。

「ＳＳの警護はどれくらいなんだ？」

「最少限だ。キャラバン警護に必要だからな」

「危険すぎる。高たか橋はしのメリットがなさすぎるし、勝手すぎる」

　密室で決められた作戦はあまりに一方的すぎた。

「作戦が強引なのはわかっている。しかし、誰だれかがやらねばならない。悠羽美が拒否すれば茉莉か遙花が代わりにやることになる。これは個人の戦いではなく集団の戦いだ。チェスでも将しよう棋ぎでも駒こまを失わずに勝利することは不可能だ」

　繭子はじっと悠羽美を見た。

「高橋、無理することないぞ。やるにしたって、もっと援護が必要だ」

「前田、お前の意見など聞いていない」

「高橋は俺おれの仲間です。意見を言う権利はあるはずでしょ。アバターを失うってことは、東京スフィアと無関係になるってことだ。ストライカーとしても、サークルのメンバーとしても」

　死んだ時点で悠羽美は部外者となるのだ。それは実際の死と同様に重いルールだ。

「東京スフィアのためにも、最善の手を打たねばならない」

「繭まゆ子こさんはいつだってそうだ……」

　前まえ田だは繭子を向いた。

「東京スフィアのためっていう正論で犠ぎ牲せいを強しいる。だから遙はる花かだってああなったんじゃないか。仮想世界を守るという理由で遙花をぶっ壊した」

「お互いの合意によるものだ。遙花にも利益はあった」

「ああ、だから遙花は繭子さんのバックアップでトップストライカーになったさ。でも、それだって遙花のことは考えていなかった。Ｘゲームの重圧はマイナスに作用した。それは繭子さんが遙花を駒こま扱いしたからだ」

「……前田、口が過ぎるぞ」

「俺おれだって繭子さんに言われて、どれほど東京スフィアの人間を殺したと思ってる？　あのときに俺が壊れていたら、繭子さんはあっさりと俺を切り捨てていたはずだ。俺もただの駒だったからだ」

　東京スフィアとはいえ人間を殺すのは痛みを伴うことだった。そこで前田が選せん択たくしたのは精神を切り離すことだった。感情を捨て機械のように淡々と行動することで自分を守ったのだ。それは現実へも持ち越され、前田は人間として大切なものを失ったような気がする……。

「繭子さんは間違っている」

「私に説教をするなよ」

「高たか橋はしを繭子さんの都合のいい駒にすることは断る。茉ま莉りも遙花もそうだ。もううんざりだ」

「時間がないんだ、前田」

「時間の問題じゃないだろ！」

　前田は机に拳こぶしを激しく叩たたきつけた。

「私にひどいことを言うな。私だってこんなことを……」

「繭子さんこそひどいじゃ──」

「黙だまれ！」

　繭子は前田を怒鳴りつけ後ろを向いた。そのとき前田は見てしまった。彼女の頬ほおに垂れ落ちたのは涙だった。

「繭子さん……」

「やるわ、やるから」

　悠ゆ羽う美みが言った。

「昔の遙花ちゃんのときも、そして今も、誰だれかがやるしかないから。だからもう責めないで」

「でも、高橋」

「やるわ。だってフェアじゃないから」

「違うだろ。インペリアルのほうはあれだけの戦力がいるのに、比率的にも……」

「あなたとフェアじゃないから」

　悠ゆ羽う美みは赤い瞳ひとみを前まえ田だに向けた。悠羽美は現実のことを言っていた。

「いいよ、そんなの」

「私が嫌いやなの。サークルのメンバーとは対等でありたいから」

　悠羽美はそう言い視線を下げた。それは自分の運命を受け入れたように見えた。

「……俺おれも行くよ。蜘く蛛もからは守れるから」

「あなたは、遙はる花かちゃんを守って」

「いや、高たか橋はしがいなくなったら遙花ちゃんも悲しむから。サークルを続けるためにも、東京スフィアのアバターを失わせるわけにはいかない」

　誰だれかがやるしかないのだ。そして必ず五人で生き残る……。




　　　　＊




「このピリオドが終わるまでに、必ず対象の敵を倒すように」

　悠羽美に言ったのはインペリアルの佐さ々さ木き歩あゆ美みだった。東京タワーに向かう人員は悠羽美を含めてたった四人。前田の他ほかにＳＳ二人が警護につくことになった。

　前田は都庁前で待機していた。まだ蜘蛛の襲しゆう撃げきはないがバリケードを組みＳＳが銃を構えている。ＳＳの横の繋つながりはとても強い。東京スフィアの安定のためにスカウトされたメンバーであり、特殊な訓練も積んでいる。そしてストライカーに敬意を払っている人間だ。

「高橋悠羽美。刺し違えなさい、逃げたら報復する」

「逃げなどはしない。あなたは自分の仕事を全まつとうすることだけを考えることね」

　悠羽美が言い、歩美は首をすくめて離れていった。

　白しら樺かばの姿も見えた。彼女も数人の警護を連れて急襲するようだ。ゴールドの姿も見え、白樺に声をかけていた。見ていると、ゴールドがこちらに歩み寄ってくる。

「困難な任務となり申し訳ありません」

　ゴールドは悠羽美に頭を下げた。

「自分の意志、だから」

「スカーレット排除だけでなく、必ず生き残ってほしいのです。私たちは現実でも行動を起こさねばなりませんから」

　この世界だけの行動では駄だ目めなのだ。現実でもアクションを起こさねば、この複雑な問題を解決することはできない。アバターを失えば東京スフィアへのログインも不可能となる。

「ゴールドは成功すると思っている？」

　この世界での条件は満たせても現実ではどうか。

「可能性は薄いでしょうね。でも、やるしかないでしょうから」

　ゴールドは平然と笑って人差し指を立てた。指先が発光し、光はまるで煙のように揺らめいた。徐々に形が構成され光の蝶ちようとなる。

「案内役です。幸運を」

　指先から蝶が飛び立った。蝶は夜の仮想空間の中で光を放ちながら舞う。

　前まえ田だは周囲を見回した。遙はる花かや繭まゆ子この姿はなかった。

「……いくわ」

　悠ゆ羽う美みが言い、前田はうなずいた。行くしかなかった。

　悠羽美は蝶を追いかけ走りだした。前田とＳＳのふたりもスタートする。

　四人は仮想の東京を走った。移行時間が延びているとはいえ、都庁から東京タワーまでは距離がある。光の蝶は闇やみの中を舞い四人を先導している。これもゴールドの能力なのだろう。

　そのとき蝶の動きが乱れた。それを見て悠羽美が振り返る。

「任せてください」

　ＳＳの男性がうなずき、建物の屋根に出現した蜘く蛛もを撃ち抜いた。蜘蛛の襲しゆう撃げきが始まったのだ。四人の移動速度は蜘蛛によって少しだけ落ちた。全力で走りながら目標を狙ねらい撃つことは困難なのだ。

「高たか橋はしは俺おれの後ろにいろ」

　大口径の拳けん銃じゆうを持っている前田が先頭に立ち、両サイドをＳＳが守るという三角の陣形がいつの間にかできていた。前田たちの仕事は悠羽美を無傷で東京タワーまで運ぶことだ。銃弾で蜘蛛を倒すことができてもストライカーには通じない。

　もはや東京の街に人の姿はない。出歩いていた人間はすべて蜘蛛にさらわれた。そしてどこかにまとめられ、この世界を広げるための道具となっている。

「あそこが首しゆ都と高こうのインターだ」

　前田は高速道路のインターチェンジを指さした。車の走っていない首都高速を移動して東京タワーを目指すことになっている。

　四人は高速に入ったが、蜘蛛の襲撃は収まらなかった。逆に徐々に蜘蛛の数が多くなってきた。自動小銃の射程内に接近されることが多くなり、前田も拳銃を発砲する。身を守る術すべはこの銃弾しかない。嵐あらしの海に四人は投げだされてしまったのだ。

　走り銃を乱射するうちに方向感覚を失ってしまいそうになるが、先に見える蝶と一直線の高速道路のおかげでなんとか行進を維持できていた。

「撃ち終わったら貸して。私が弾を込めるから」

　背後を走る悠羽美が言った。前田の拳銃はリボルバーなので弾込めに時間がかかる。その間は予備のベレッタで迎撃せねばならない。しかし、ベレッタの９㎜弾では蜘蛛を倒すのに二、三発は撃ち込む必要がある。

　悠羽美を中心とした三角陣形は徐々に狭せばまってきた。蜘蛛の襲撃の圧力だった。それでも誰だれも恐怖に怯おびえる様子はない。

　ＳＳのふたりはすでに精神を振り切っているのだ。この世界に移行してから銃を撃ち続け蜘く蛛もを殺し続けた。その熱によって焼き付いた精神はもう戻らない。だからこうして危険な任務さえ受け入れた。彼らは情報を破壊するマシーンと化している。

　壊れるデータに感情移入してはいけない。飛び散り崩くずれ霧む散さんするデータを見ているうちに、バグが蓄ちく積せきされるからだ。殺さつ戮りくの快楽に身を委ゆだねたり心を痛めたりするのは危険なのだ。

　──実際はワールドの犯罪者です。一般ユーザーを死傷させ略りやく奪だつを繰り返した、と。

　会議室で言われたあの言葉を思いだした。

　遙はる花かはどう思っただろうか。月のことを聞いただけで彼女は何も聞かなかった。しかし、それは真実だった。前まえ田だの汚れた過去だった。

　それには理由があったのだ。東京スフィアのログインはガイドラインも作られずに始まった。年齢制限もなく誰だれでも自由に入ることができた。しかし、精神力の弱い子供などは心に傷を負うことがあった。それはあまりにリアルな世界を現実と錯さつ覚かくしてしまうからだ。

　このままでは悪評が立ち、東京スフィアは終わってしまう。そんな懸け念ねんの中、前田のような人間に白羽の矢が立った。そして前田は彼らの抹まつ殺さつと排除を……。

「危ない！」

　悠ゆ羽う美みの悲鳴に前田の思考は遮さえぎられた。撃ち殺した蜘蛛がアスファルトを削けずりながら滑すべってくる。ぎりぎりでそれを避よけた前田だったが、銃撃に夢中になっていたＳＳのひとりがぶつかってしまった。自動車と衝しよう突とつしたかのように体が道路に吹っ飛ばされる。

「フォローする」

　前田とＳＳのもうひとりでカバーし、その隙すきに悠羽美が彼を抱だき起こす。

「傷は？　大丈夫か？　……あっ」

　目を向けて前田は顔をしかめた。彼は腹を怪け我がしていた。蜘蛛の鋭い脚先が突き刺さってしまったのだ。

「少し速度を落とすわ。ゆっくりでいいから」

　悠羽美が肩を貸して立ちあがらせる。しばらく道路を進んでから彼は首を振った。出血がひどすぎて足が動かなくなっている。動くと出血がさらに悪化してしまう。しかし、ここにとどまっているわけにはいかない。こうして少し立ち止まっただけで、蜘蛛の襲しゆう撃げきは激化している。

「どうすれば……」

　悠羽美が困ったように前田に視線を向けた。

「先に行ってください。俺おれはここで蜘蛛を引きつけておきます」

　前田はその目を見てぞっとした。まるで昔の遙花の目だ。バグデータを破壊するうちにその感情の破片に汚染されてしまった。思えばＳＳの彼もこれほどのデータを破壊した経験はなかったはずだ。やはりこの世界にいつまでもいるわけにはいかないのだ。

「……弾は置いていきますんで、回復したらキャラバンと合流してください」

　前まえ田だは言った。合流するのは不可能だとわかっているだろうが、彼はうなずいた。

「行こう、時間がない」

「でも……」

　悠ゆ羽う美みは迷った仕草を見せている。自分のために、という気持ちがあるのだろう。

「勘かん違ちがいするな。お前の役目はこれからだ。死ぬならそのときに死んでくれ」

　前田は強引に悠羽美の手を引き走った。ちらりと振り返ると、膝ひざをついた彼がうなずくのが見えた。再び走りだすと背後から銃声が鳴り響ひびいた。

　三人はそのまま蝶ちようを追って走る。息が乱れるのがわかった。疲労と倦けん怠たい感かんが全身を襲おそう。頭がきりきりと痛み吐き気が止まらない。連続して銃を撃ちすぎたのだ。

　高速道路から真まっ赤かにライトアップされた東京タワーが見えた。もうすぐだった。しかしそこはゴールではなく新たな戦いの舞台だ。

　道路を直進して向かって来た蜘く蛛もに弾丸を撃ち込んだ。マグナム弾を受けた蜘蛛は一発で崩くずれ落ち道路を滑すべった。

「貸して」

　残弾数を数えていたらしい悠羽美が拳けん銃じゆうを取った。前田はベレッタに持ち替えたが、蜘蛛の姿は見当たらない。

「……大丈夫だ。襲しゆう撃げきが終わった。芝しば公こう園えんの出入り口から高速を降りよう」

「ピリオドが終わるの？」

「気にするな。キャラバンは今いま頃ごろスタートしているはず。この近辺に来るまでに敵を倒しておけばいいだけだ」

　三人は高速道路から降りて、少しだけ移動速度を落とした。悠羽美の呼吸を整えなければならない。東京タワーは目前で、いつ敵のストライカーが出現してもおかしくない。すでに相手は銃声に気づいているはずだ。

「スカーレットと戦ったことはあるのか？」

「公式ではないわ。非公式ならあのときの一回」

　ハルカ奪だつ回かい作戦のときに戦った弥生やよいのことだ。彼女は腕力を強化するバグスキルを持っていた。悠羽美がバグスキルに触れたのはそれが最初なのだ。

　東京タワー周辺の景色は重く沈んでいた。闇やみの中で東京タワーは血のように禍まが々まがしい色を放っている。金色の蝶はゆっくりと東京タワーへと向かっていた。

「東京タワー、来たことある？」

　ふと悠羽美が聞いた。

「俺おれはないな。東京に来て数年しか経たってないし。高たか橋はしは？」

「私も、ない」

「高橋は東京出身だろ」

「東京出身だからこそ、東京タワーに入る機会がないのよ」

「そっか、じゃあいつかサークルのみんなで行くか」

　前まえ田だは東京タワーを見上げた。東京スフィアの東京タワーとはやはり違う。あの世界の東京タワーはツタに覆おおわれ夜明けと共に真まっ赤かな花が開く。それは東京が崩ほう壊かいしたときのバグの名な残ごりだ。しかし、この世界のタワーは赤と白の鉄骨が再現されているだけだった。

　ここは東京スフィアの世界ではないのだ。前田たちはどうにかして本当の仮想世界に戻らねばならない。

「もう少しで現実に戻るな」

　それまでにスカーレットのストライカーを見つけておきたい。Ｘゲームの戦闘と違い、非公式の戦いは一いつ瞬しゆんで決着がつく場合が多い。ショーではなく真の強さが求められ、そこにはルールなどは存在しないからだ。

　蝶ちようが妙な動きをした。迷走するように空に舞い上がっていく。

「ストライカーの情報を察知したのかも。あの蝶は特定データに反応するようにできてるから」

　悠ゆ羽う美みにぴりぴりとした緊張感が走っている。コスチュームのスカートや銀髪が揺らめき始めた。眼光は赤く燃え上がっている。

「目標を見つけたら、まず銃で牽けん制せいして逃がさないようにします」

　ＳＳが走りだそうとしたそのとき、ふっとその手元から自動小銃が消えた。

「動かないで」

「え？」

　彼も前田も唖あ然ぜんとした。

「上よ」

　悠羽美だけが状況を把は握あくしていた。自動小銃はくるくると回転し舞い上がっている。そして前田は人影を見た。東京タワーの鉄骨の足場に立っている女性の姿があったのだ。

「……悠羽美ね？」

　声は小さかったが静かな空間の中で耳に届いた。

「誰だれだ？」

「華か妃ひ実み、だと思う」

　悠羽美は頭上を向いて言った。華妃実とはタクティクス東京で四し天てん王のう役をやったストライカーだ。彼女はスカーレットカラーの真っ赤なコスチュームを着ているために見えにくい。赤くライトアップされた東京タワーが保護色になっている。

「奇き襲しゆうしようと思ったけど、あなたはすでに気づいてたものね」

　金色の蝶が華妃実の周囲を舞っている。

「なんてところに立ってやがる」

　前田は絶句していた。まるで漫画だ。仮想世界とはいえ現実の物理法則は存在する。あのような危険な場所に立つ意味などあり得ない。ストライカーはスーパーマンではないのだ。
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　そのとき前まえ田だは妙なことに気づいた。先ほど奪うばわれた自動小銃が空中で揺れていた。羽が生えたように宙に浮かんだままだ。

「まさか、あれがバグスキルか……」

「くるわ、警戒して！」

　悠ゆ羽う美みが身構えたとき、すでに華か妃ひ実みは動いていた。

　華妃実が鉄骨を駆け下りてきた瞬しゆん間かん、悲鳴が上がる。ＳＳの男の体がすっと宙に浮いたのだ。そのまま自動小銃と同じように宙に浮かぶ。それを見て一瞬だけ悠羽美の注意が逸それた。

　悠羽美が視線を戻したときには、華妃実は跳とんでいた。迎撃体勢を取る悠羽美と、ひらひらと木の葉のように落ちる華妃実が重なった。

　アスファルトを滑すべったのは悠羽美だった。華妃実の蹴けりの直撃を受けてしまった。

　前田はふたりから距離を取ったまま動けなかった。遥はるか頭上ではＳＳが空中でもがいている。彼は首を押さえるようにして暴れていた。どうしてあのようになっているのか判断がつかない。そして、東京タワーの十メートル以上もある高さから駆け下り跳ちよう躍やくするなど物理法則を無視していた。これが仮想世界であったとしてもルールを無視している。

「うう……」

　悠羽美が苦しそうに立ちあがった。

「スカーレットのストライカーの撃破に来たの？」

　地面に降りた華か妃ひ実みがこちらを見た。華妃実は真まっ赤かな全身タイツのようなコスチュームに、同じく赤いマントを羽織っている。全身タイツコスチュームは身体能力を生かしたタイプのストライカーに多い。マントを羽織っているのは攻撃の出所を見にくくするためだろう。

「言う必要はない」

　前まえ田だは銃を構えながら言った。

「あなたは殺さないであげる。あとで情報を聞きだしたいからね。ねえ知ってる、発狂するほどの痛みを再現するバグスキルだって存在するのよ」

　華妃実は笑ってみせた。キャラバン移動のことはまだ知られていないようだ。

「お前はアンジェリカに利用されている。現実に戻れば記憶を失うんだろ。つまり、お前たちはアンジェリカにとっての駒こまにすぎない」

「それも答える必要はないわ。でも、どっちにつくかといったらこっちじゃない？」

　前田は会話をしながらも思考していた。彼女のバグスキルの秘密がわからない。頭上を一いつ瞬しゆんだけ見て首を振る。ＳＳの男はすでに死んでおり体が消えかけている。東京スフィアと違い、この世界では死んだ人間データは消えてしまうようだ。

　いつでも前田を彼のようにできるのだろうか。しかし、彼女はそのスキルを使う様子は見せなかった。ちらりと見るとすでに悠ゆ羽う美みは身構えている。悠羽美に隙すきを見せないためにスキルの使用を控えているのかもしれない。

「あなたたちは東京スフィアのバグ、だわ」

　悠羽美の瞳ひとみがらんらんと光っている。

「魔王様のために戦った四し天てん王のうの仲間じゃない。今回も協力しましょう」

　華妃実は平然と悠羽美の視線を受け流した。

「東京スフィアに偽にせ物ものはいらないし、利用もさせない」

「馬ば鹿かね、あなたは東京スフィアの本当の価値を知らないのよ」

　ふたりがジリジリと距離を詰める。前田がふと頭上を見たとき、ふたりは動いていた。

　距離が一気に詰まり激突する。のけぞったのは悠羽美だった。華妃実のパンチを顔面に受けてしまったのだ。それでも悠羽美は再び突っ込む。迎撃する華妃実のマントがバサリと舞った。

「あっ」

　悠羽美がバックステップを踏んだ。口から血が噴きだしている。おかしかった。交差する寸前に悠羽美がバランスを崩くずしたような気がした。

　再び悠羽美が攻撃したが、寸前でわずかに体勢を崩しまたも華妃実の鋭利な肘ひじが直撃する。悠羽美はそれに耐えてローキックを放ったが、ひらりとかわされ逆にカウンターの回し蹴げりを腹に食らってしまった。

　距離を取った悠羽美だが腹を押さえて膝ひざをつく。まったく相手にならないほどに実力差があった。この世界では華か妃ひ実みの能力が上方修正されているのだろうか。

　華妃実はすっと手を振る仕草を見せると、東京タワーの鉄骨へ向かって走った。コンクリートの足場を跳とび越え急きゆう勾こう配ばいの鉄骨を走り上がる。赤の保護色により華妃実の体が一いつ瞬しゆん消えたかのように見えた。

　次の瞬間、華妃実は宙を舞っていた。悠ゆ羽う美みが飛び退のいたが、華妃実は空中で妙な動きをした。前まえ田だは彼女が空中で方向転換をしたのを見た。

「…………！」

　鈍い音が響ひびき悠羽美が口から大量の血を吐いた。高高度からのフライングボディプレスが悠羽美の体を捉とらえたのだ。悠羽美はアスファルトに大の字に倒れてしまった。勝負が決した。

「この程度？　弥生やよいを倒したとは思えないわね」

　華妃実はふうっと息を吐ついてこちらを見た。

「銃を捨てなさい。全部話すのなら余計な痛みを感じることはないわ」

　前田は銃を構えたまま首を振った。

「……バグスキルを使いすぎたな。俺おれはお前の能力の秘密がわかった」

「ん？」

　華妃実はおどけるように首を傾かしげる仕草をしてみせた。

「夜にそのスキルを使わないほうがいい。そのスキル、月明かりのデータに少しだけ反発している。光って見えたぞ、情報で作られた紐ひもが」

　前田は頭上を見た。宙を浮く銃は吊つられているのだ。見えないデータの紐がある。東京タワーの鉄骨でＳＳは首を吊られて死んだ。そして、華妃実が鉄骨を自在に走り回っていたのもその紐を利用してだ。

「さすが、月の石を見たことがある人間ね。そんな細かい情報が見えるなんて」

　華妃実の表情は冷えていた。

「死んでもらうわ。いえ、どうせ記憶は持ち越せないのだからいいのだけど」

　華妃実が手を動かそうとしたとき、背後で悠羽美が体を起こした。腹を押さえながら立ちあがろうとしているが、口から血が垂れ落ち痙けい攣れんする足には力が入らない。

「……まだやるの。身体能力で戦うタイプが機動力をなくしたら相手じゃないわよ」

　華妃実は歩み寄ると、悠羽美の銀髪を無む造ぞう作さにつかみ強引に体を持ち上げた。

「それ以上やると撃つぞ」

　前田は華妃実に拳けん銃じゆうを向けた。

「44マグナムね。破壊力が大きすぎて弾速が遅すぎる。当たらないし、撃たせないわ」

　華妃実は悠羽美の髪をつかんだまま手を回した。前田の目にはひゅんひゅんと投げ縄のように回転する紐が見えた。あのデータの紐が華妃実のバグスキルだ。

　悠羽美はうめきながら髪をつかんでいる華妃実の手首を握った。前田は華妃実に向けて銃の引き金に指をかける。ＳＳのようになったとしても、このまま何もしないで見過ごすわけにはいかなかった。

　銃声が響ひびくと同時に拳けん銃じゆうは前まえ田だの手から離れていた。発砲と華か妃ひ実みのバグスキルが発動したのは同時だった。

「……あっ、あっ」

　華妃実が左手首を押さえてうめいている。銃ではない。弾丸は明後日あさつての方向に飛んでいった。愕がく然ぜんとする華妃実の前で、悠ゆ羽う美みがゆらっと立ちあがった。

「まさか、あなたもバグスキルを……」

　華妃実の左手首は折れていた。

「弥生やよいを殴なぐり殺したときに感染したの」

　悠羽美はバキンと腕を鳴らした。瞬しゆん発ぱつ的な力で華妃実の腕を折ったのだ。それは悠羽美が撃げき墜ついしたスカーレットの弥生のバグスキルだった。

　悠羽美の銀髪が逆立っている。体の内部から乱れた情報を噴出させていた。

　華妃実は右手でバグスキルを発動させる。情報で構成された紐ひもが東京タワーの鉄骨を捉とらえ、華妃実の体が宙に浮く。が、寸前で華妃実に悠羽美が飛びついた。ふたりは浮き上がったまま空中で激しく戦う。

　悠羽美は鉄骨にぶつかりながらも華妃実を殴りつけていたが、不意にもがきだした。華妃実が悠羽美の首にデータの紐を巻きつけたのだ。そのまま窒ちつ息そく死しさせるつもりだ。

　前田は地面に転がっていた銃に飛びつくと、空中に向かって発砲した。

　──当たれ。しかし、弾丸は華妃実の頭上を通過する。

　だが、同時にバランスを崩くずした華妃実が悲鳴を上げ、そのままふたりは揉もみ合うようにして墜落した。前田の放った弾丸がデータの紐を切ったのだ。

　落下する状態の中、悠羽美は華妃実の体をしっかりとつかんでいた。ずしんと鈍い音が響き、前田は反射的に顔を背そむける。

　華妃実は逆さに落下し、アスファルトに頭を強打していた。悠羽美の変則的なパイルドライバーが決まった。

「…………」

　大の字に倒れる華妃実の横で悠羽美が立ちあがった。銀髪を揺らめかせ口から真まっ赤かな血を吐きだしている。そんな彼女が苦痛に顔を歪ゆがめ押さえたのは右手だった。

「高たか橋はし……右手、痛むのか？」

　前田は悠羽美に駆け寄り彼女の手を握った。バグスキルはコンピューターウイルスのようなものだ。データで構成された体には毒だった。そんな禁断のスキルを悠羽美は使用してしまったのだ。

「平気、だから」

　悠ゆ羽う美みは前まえ田だから視線を逸そらした。

「……らせなさい」

　声が聞こえた。

「私を、立ちあがらせなさい」

　振り向くと倒れた華か妃ひ実みが薄目を開けていた。血まみれになりながらもまだ生きている。

「気づいてるでしょ。接近してくる人間がいる。きっとスカーレットの私の仲間だ。あなたたちは終わりよ」

　悠羽美は肩で息をしたまま周囲を警戒している。彼女も接近に気づいたようだ。

「私を立たせて負けた振りをしなさい。そうしたら命は助けてあげる。約束する。私は仲間に無様な姿を見せるわけにはいかないの」

　悠羽美は迷ったように前田を見た。しかし前田もどうしていいかわからなかった。スカーレットの援軍が来たらもう自分たちは終わりだ。悠羽美は連闘する力など残っていない。

「早く！」

　華妃実は血を吐きながら叫んだ。横では銀髪の悠羽美がこちらを見ていた。彼女の乱れた吐息に混じって血が垂れ落ちている。どうすれば……。

「早く、私を立ちあがらせ……」

　立ち尽くすふたりの周囲に人影が出現し、前田と悠羽美は身構える。

「──先せん輩ぱい、大丈夫でしたか？」

　しかし、走りでてきたのは雪ゆき村むらだった。

「悠羽美ちゃん！」

　駆け寄った遙はる花かは、血まみれの悠羽美を抱だき支えた。

「なんで、ここに……」

　前田は唖あ然ぜんとした。遙花は遅れて出発するはずだったのではないか。

「お前たちが出発したと知って、あれからすぐに遙花が追いかけた」

　繭まゆ子こもついてきていた。茉ま莉りの姿や数人のＳＳもいる。キャラバンの戦力を削そいでまで前田たちを助けに来てくれたのだ。

「そんな遙花を止めることはできなかった」

「なんてことを……」

　遙花はキャラバンの中で保護され安全に運ばれるべきだった。

「じゃあ意味がないじゃないか。せっかく捨て石になってキャラバンの移動ルートを空あけたのに──」

　前田はいきなり頬ほおを叩たたかれた。目の前には遙花が立っていた。

「なんで黙だまって行ったの？　置いて行かれる気持ちを考えてないよ」

　前田は遙花の怒りの表情に唖然とした。

「で、でも、こうして誰だれかがやる必要があった」

「私はもう仲間を見捨てることはできないの」

　遙はる花かは泣いていた。クラスメイトを見捨てたという彼女の傷は癒いえていなかった。それどころか、その傷はさらに深くなっている。

「時間がない。現状でできることをやるしかないぞ。とにかくビッグサイトに行く。東京スフィアでアンジェリカを倒せば、この偽にせ物ものの世界は崩ほう壊かいする。そのときに何かが起こり、隙すきを突けるならそこしかない」

　ゴールドが推測するには、アンジェリカは東京スフィアにいると。この世界を作ったアンジェリカを倒せば世界は崩壊するだろう。だとしたら、そのときにビッグサイトにいなければならない。そして、やはり東京スフィアのキーパーソンはその場にいるべきだ。遙花をそこまで運ばなければ……。

「……無理だ。アンジェリカを倒すことはできない。たとえゴールドでも不可能だ」

　声は倒れていた華か妃ひ実みのものだった。

「話せよ。殺されたくなかったらこの世界のことをな」

　前まえ田だは華妃実に銃を向けた。

「私は知らない。ただ、この世界に入ったユーザーを抹まつ殺さつしろとの声が聞こえただけだ。私はそれに従った。お前たちはどちらにしろこの世界で死に、永遠に仮想から抹殺される」

「死ぬのはお前だよ」

　前田は銃の引き金を引きかけたが、遙花に止められた。

「もう行こう、ビッグサイトに」

「わかった。必ず遙花ちゃんは俺おれがビッグサイトに連れていく」

　前田は周囲にうなずいてみせ、遙花の手を取り走りだした。

「到達も無理だ。まだスカーレットのストライカーは多数生き残っている」

　背後で華妃実の声が聞こえた。

「お前たちはこの偽物の東京スフィアで惨みじめに死ぬのよ」
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【現実世界８・20】




「こうして集まっていただいたのは、東京スフィアに問題がある可能性を考こう慮りよして、です」

　白しら樺かばが言った。彼女は私服もゴスロリっぽくフリルのついたスカートを穿はいている。

　前まえ田だたちは次の日の夕方に再び湾わん岸がん地区に集まっていた。サークルの五人と白樺だ。

「私たちは東京スフィアの管理関係をやっていましてね、できればタクティクス東京で活躍したあなた方の力をお借りしたいのです」

　遙はる花かがいる手前、白樺は微妙に真実を隠して発言している。前田は少し距離を置いてそれを聞いていた。

「俺おれはずっと何してたんだろうな」

　今年の夏は東京を歩き回りゲームをして残りはずっと苦しんでいるだけだった。

「東京を救ったじゃない」

　声を聞いた遙花が寄ってきた。まともに前田と会話をしてくれるのは彼女だけだった。

「所しよ詮せんゲームの設定だよ。東京とか世界を救うなんて漫画だけの話だよ」

　前田は遙花から視線を逸そらして空を見上げた。ここはお台だい場ばから少し離れた公園だった。風にほんの少しだけ涼しさを感じた。今年の夏も終わりかけている……。

「現在のところ東京スフィアへのログインが不可となっている。それはタクティクス東京の影えい響きようである可能性が高い。ボランティアのＳＥがシステムメンテをしているがいつ復旧するかわからない」

　繭まゆ子こが現状を説明している。

「……それでも、ログインしてみたいところですね」

　石いし畳だたみを歩いてきたのはゴールドだった。ベースボールキャップを被かぶったその姿は普通の小学生だった。

「私たちも独自に東京スフィアの現状について調べてみたのです。すると、どうもガードされているとの印象を受けました。システムトラブルではなく、誰だれかが邪じや魔まをしていると」

　ゴールドが言う。小学生の少女を中心にしたこの光景は少し異様だった。

「前田さんが言うには、タクティクス東京が関連している可能性が高いとのことです。確かに機器を使わずにログインさせたりと、おかしなところがありました」

　ゴールドは前田の意見だと断言した。前田自身はただ違和感を訴えていただけなのに、いつの間にか大げさになってしまった。これだけのメンバーを集めて何もなかったらどうなるのだろうかと不安になる。

「問題点を見つけるにはやはりログインしてみることです。そして、ログインするならこの有あり明あけ周辺がいいでしょう。あの魔界の近くですから」

「でも、ログインはどうやって？」

　雪ゆき村むらが聞いた。答えたのは繭まゆ子こだった。

「情報を探しているうちに、ログインできたユーザーを発見した。その男は崩ほう壊かい前のユーザーで、タクティクス東京を見て思いだしたらしい。まだチケットが使えるかどうか試してみたらログインできたと」

「どこの場所ですか？」

「私もその場所に行ってみたが、ログインできなかった。問題は場所ではないらしい。そこで、仮定を立てて調べてみた。すると、決まった時間にプログラムに傷が生じることがわかった」

　周囲は怪け訝げんな顔をするだけだった。

「例えばタクティクス東京のエンディング。八月一日ついたちの午後九時にゲームが終わり、リセットするために、スフィアシステムは０・03秒だけ魔界への干かん渉しようを失う。そして平常運転に戻ると。しかし、その０・03秒の傷が毎日出現している」

「バグったんじゃないですか？　毎日同じことが繰り返されるっていうのはコンピューターの世界では結構あります。日にちデータの変更だけですみますからね」

　雪村が言った。

「その傷の発生時刻が午後九時、か。じゃあ九時に……」

　前まえ田だはつぶやいた。偶然ログインできたユーザーは図らずもその傷を利用したのだ。

「男の子ってさあ、いっつも時間を気にするよね」

　遙はる花かはクスッと笑った。

「その情報を取得したのは昨日の夜で、まだ証明もしていない。だから、本当に午後九時にログインできるかは不明だ」

　繭子はずっと情報収集に駆け回っていたのだろう。

「入っても、何もなく終わる可能性が高いですが、やってみる価値はあるでしょう」

　ゴールドは前田にチケットを一枚渡した。

「二チームに分かれましょう。そしてある程度離れた場所でログインして様子を見ます」

「前田君、一緒にログインしようか」

　遙花が気を遣つかったように言った。

「では、私と白しら樺かばと悠ゆ羽う美みさん、遙花さんは前田さんと雪村さん。繭子さんはこちらに残ってフォローをしていただきます」

　チーム分けはなんとなく決まった。その後、二チームのログインポイントが決定される。前田たちはお台だい場ば海かい浜ひん公園のログインポイントとなった。

　ただ、前田は遙花をログインさせていいものかと考えた。

「……とりあえずログイン可能か調べるだけですから」

　寄ってきたのは白しら樺かばだった。

「で、白樺は遙はる花かをどうしたかった？」

　タクティクス東京において四し天てん王のう役の白樺は遙花と戦い敗れた。しかし、それは当然ながら白樺の意志が混じっていたはずだ。遙花に手を貸したと言える。

「遙花さんの力は東京スフィアの再生に必要ですから」

「だから、遙花を強引にストライカーに戻そうと？」

「遙花さんの意志でもありますよ。彼女の深層は安定した生活を望んでいません。それに、私の予言では、私たちが関与しなくても東京スフィアの呪じゆ縛ばくから逃れられません」

「それはお前らの勝手な意見だ。そのことによって遙花に何かあったら許さない」

　前まえ田だが言うと、白樺は鋭い視線を返した。

「あなたこそ、ゴールドを動かしたのですから、何もない場合、代だい償しようを払ってもらいますよ」

「俺おれはただ自分の悩みを解決したいだけだ。それ以上の意味はない」

「いいえ、責任は必ず取っていただきます」

　冷たい表情をしていた白樺はすっと視線を逸そらした。遙花が近寄ってきたのだ。

「何もなくても前田君だけの責任じゃないから」

　遙花ははっきりと言った。前田はそんな彼女を見て胸が痛んだ。遙花はこのような場でさえも部外者だった。重要な情報は隠され遙花の前では関連の会話をしないという、彼女だけのけ者にされている残ざん酷こくな状況なのだ。

「これは私たちのサークル活動の一環なの。こうして関係者の人に手伝ってもらうことになったけど、それは前田君ひとりの意志じゃないから」

「遙花の言うとおりだ。すでにサークルとしての活動になっている。状況がどうであれ、お前ひとりで責任を取る必要はない」

　歩み寄ってきた繭まゆ子こがぽんと前田の肩に手を置いた。

「ワールドに行こう。そこできっと前田君の悩みが解決すると思うの」

　遙花はにこりと笑った。







　その後、前田と遙花、雪ゆき村むらは徒歩でログインポイントまで向かった。

「それにしても０・03秒って短いね。そんな時間内にログインできるのかな」

　隣を歩く遙花が言った。

「ログイン許可は０・01秒ぐらいだって言ってたから、許可さえ取れれば中には入れると思う」

「よからぬ輩やからが０・03秒を利用して何かを仕組んで東京スフィアにアクセスできないようにしたのかも。もしそうだったらなんとかしないと」

「なんかそんなのが昔にあったような気がするな。株取引でタイムラグを利用して荒あら稼かせぎしたアメリカの金きん融ゆう企業があったり」

「へえ、先せん輩ぱいはそういうのよく知ってますね」

「俺おれはニューズウイークとかちゃんと読んでるからな。義あ兄にが年間購読してるからだけど」

「そういう知識を成績に反映させることができればいいんですけどねえ」

「たぶん、悪いことするのってほんの少しの情報だけでいいんだよな。まあ、俺たちがログインしたって何かあるとは思えないけどな」

「そんなことないよ。たぶん、前まえ田だ君のすべての悩みを解決するものがそこにあると思う。なんだかそう思うんだ」

　楽天的な遙はる花かの意見だった。

　その後、三人はログイン機器のあるカフェへとたどり着いた。しばらくカフェで時間をつぶしてからログイン装置のある場所へと向かう。午後八時五十分にログイン装置に入る約束をしている。午後九時まで十分間アクセスし続けるのだ。六人がやれば誰だれかが中に入れる可能性はある。

　個室の中には三つのログイン装置がある。ワールドのお台だい場ばはどうなっているだろうかと思った。カスケードの出現でいったんは崩ほう壊かいしたはずだ。

「そろそろ五十分です。では東京スフィアで」

　雪ゆき村むらが装置の中に入っていく。前田も入ろうとしたとき、遙花に服の裾すそをつかまれた。

「さっき前田君が言ってたのは米金融企業ゴールドマンサックスのフラッシュオーダー問題のことだよね」

「ん？」

「基本的に違反をしたわけではないんだ。それは高性能コンピューターを駆使して売買するハイフリークエンシー・トレーディングで行われた。ゴールドマンの手法は高度なイベント型システムを組んだコンピューターを利用し、ほんの少しだけ早く取引所から株価の気配値情報を入手し隙すきを突いた。そのタイムラグが０・03秒」

「え、なに言ってるんだ？」

　唖あ然ぜんとする前田に、遙花はにこりと笑った。

「中途半はん端ぱに知ってる知識はよくないからね。じゃあ東京スフィアで」

　遙花はログイン装置に入っていった。

　前田はしばらく呆ぼう然ぜんとしたあとログイン装置の中へと入った。アクセスをして、そしてそのまま九時を待つ。

　そして九時──。




【仮想世界８・20】




　前まえ田だは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　ここはあの偽にせ物ものの仮想世界だった。周囲には遙はる花かや雪ゆき村むらの姿がある。今日も午後九時にこの世界に強制移行してしまったのだ。

　──東京スフィアへのログインは失敗した。

「ぼんやりするな。蜘く蛛もの襲しゆう撃げきに備えろ」

　それは繭まゆ子この声だった。

「でも、ログインは失敗した。東京スフィアでの解決は不可能で……」

「そうだとしても私たちは、今やるべきことをやるだけだ。そのやるべきこととは移動だ。この世界の有あり明あけに行く。本物の東京スフィアに戻れる可能性があるとしたら、この世界の起点となった魔界、ビッグサイトしかない」

「行こう、みんな。可能性が薄くても行くしかないよ」

　遙花も同意し、繭子は周囲に視線を配った。

「それに東京スフィアへのログインに失敗したとは限らない。優先権がこの移行世界にあったというだけなら、まだログインの可能性は残されている。そのためには、生き残ることだ」

　前田たちは銃を握った。確かに自分たちの選せん択たく肢しは少なかった。

「悠ゆ羽う美みちゃん、走れる？」

「……うん」

　遙花に促うながされ、悠羽美はよろめきながらも走りだした。悠羽美と茉ま莉りのストライカーを中心に陣形を組んでビッグサイトを目指す。

　すぐに大量の蜘蛛が襲おそってくる。銃撃が始まり蜘蛛を撃退していくが、蜘蛛の出現は止まらず攻撃は激化していく一方だった。その動きはまるで前田たちがビッグサイトに行くことを防ごうとしているかのようだ。

　追うものと追われるもの。東京を舞台とした鬼ごっこは続く。そして恐れていたストライカーの襲撃。奇襲によりＳＳが倒れる。

「傷は？」

「駄だ目め」

　倒れたＳＳを確認した悠羽美が首を振った。先ほど奇襲してきたストライカーの姿は見えない。建物の陰に隠れて隙すきを窺うかがっているのだ。茉莉と悠羽美が警戒しているが襲ってくる様子はない。そんな間にも蜘蛛の襲撃は続く。いつまでもこうしているわけにはいかないが、動いた瞬しゆん間かんにまた奇襲があるだろう。

「茉莉、繭子さんの近くにいろ」

　前まえ田だは蜘く蛛もを銃撃しながら茉ま莉りに言った。この集団の中では武力のない繭まゆ子こが最弱だった。

「移動しましょう。残弾の関係もあります」

　ＳＳのひとりが蜘蛛を撃ち殺しながら言った。

「無理よ。こうして立ち止まってるから警戒できるけど、逃げながらあいつを迎撃できるわけないじゃん。戦えるストライカーは私ひとりなのよ」

　茉莉が声を荒らげた。華か妃ひ実みとの戦いで傷ついた悠ゆ羽う美みは移動についてくるのが精一杯で、ストライカー迎撃の責任は茉莉にのしかかっていた。

「このまま蜘蛛をぶち殺し続ければ、あいつから出て来ますよ」

　銃を撃ちまくる雪ゆき村むらの表情は沸ふつ騰とうしていた。雪村の精神も限界が近い。

「移動しよう。それしかない」

　前田は言った。その意見に反対する者はいなかった。

「俺おれの合図で全速力で走って敵ストライカーを振り切る。皆は自分を守ることを優先して、誰だれかがいなくなったとしても立ち止まらない。全員で逃げる、なんて甘い考えは捨てる」

「でも……」

「遙はる花かちゃん、生き残るために全力を尽くすから。もう遙花ちゃんを悲しませたりしない。遙花ちゃんは繭子さんの移動をフォローしてあげて」

　前田に促うながされ、遙花は繭子の横についた。繭子はちらりと前田に視線を向けてうなずく。

「雪村。絶対に遙花は守れ。頼んだぞ」

　前田は雪村に耳打ちしたあと叫んだ。

「今だ、走れ！」

　集団が駆けだす。蜘蛛の死し骸がいを踏み越えながら全速力で走っていく。

　前田はそんな彼らの後ろ姿を見つめながら立っていた。一緒に走るわけにはいかなかった。誰かが残って敵ストライカーを引きつけておく必要があった。

　ふと横を見て前田は呆あきれた。

「お前、なに聞いてたんだよ」

　前田と同じく走らずにいた悠羽美が横に立っている。

「遙花ちゃんを悲しませないんでしょ」

　悠羽美の視線の先には、建物の陰から姿を現したスカーレットのストライカーがいた。こちらに敵を引きつけることには成功したのだ。

「サークルのみんなで、必ず生き残るわ」

　前田と悠羽美は視線を合わせてうなずいた。

「そうだ、こんな場所で死んでたまるか」




　　　　＊




　ついに蜘く蛛もの襲しゆう撃げきが止やんだ。

　そして目前には東京ビッグサイトがあった。

「遙はる花かさん、もうすぐです」

　雪ゆき村むらは強引に遙花の手を引っ張り階段を上った。

「……みんなは？」

　遙花は蜘蛛の返り血で真っ黒だった。蜘蛛との交戦で精神が途切れる寸前だ。

「すぐに来ますから。絶対に来ます」

　ここに到達したのは雪村と遙花だけだった。蜘蛛とストライカーの襲撃により集団は分断された。トカゲのしっぽ切りのように身を削けずり、遙花をここまで運んだことになる。

「とにかくビッグサイトへ。そうすればなんとかなるって言ってました……」

　雪村は遙花の手を引きビッグサイトの中に駆け込む。蜘蛛や敵の姿はない。

　いや、正確に言うと何もなかった。

「……どういうことだ？」

　雪村は遙花の手を握りながら呆ぼう然ぜんとした。目の前にはがらんとした空間が広がっている。

　東京ビッグサイトの魔界には何もなかった。




【東京スフィア８・20】




　……死んでたまるか。

　混こん濁だくした意識の中、前まえ田だは自分の声を聞いたような気がした。

　上昇感覚があった。全身の感覚が薄くなり魂たましいだけが浮遊するような独特の感覚。ログインの感覚だ。東京スフィアへのアクセスが成功したのだ。

「…………」

　気づくと前田はスフィア・オダイバに立っていた。

「……ああ」

　前田は声を上げた。崩ほう壊かいしたはずの地区は少しずつ回復している。崩くずれ落ちた建物はワイヤーフレーム状ながらも座標を再生させており、黒く淀よどんだデータのバグは消滅していた。足あし下もとはまるで現実世界のように緑の芝しばに覆おおわれ花が咲き乱れていた。

　横を見ると遙花が立っていた。彼女は夜のワールドの空を見上げている。

「遙花ちゃ……」

　前田は声をかけようとして驚おどろいた。遙花は何な故ぜか泣いていた。

「あ、ごめん、よくわからないけど涙が出てる。なんか変な夢を見たような気がするの」

　遙はる花かは目をごしごしと擦こすった。

「再生は順調ですね」

　雪ゆき村むらもログインできたようだ。これで前まえ田だのチームは三人全員がログインに成功したことになる。そのとき、どこからか夜空に金色の光の粒が舞った。それは火の粉のように空に舞い上がっている。

「ゴールドもログインしたみたいですね」

「ん？」

「あれはたぶんゴールドの能力です」

　金色の光の粒のひとつがこちらに飛んでくる。ひらひらと飛んでくるそれは金色の光の蝶ちようだった。蝶は三人の頭上を旋せん回かいしてから、遙花の手のひらに舞い降りた。

「……ついて来て、って」

「遙花ちゃん、蝶の言葉がわかるの？」

「なんとなく」

　遙花はクスッと笑って、再び空に舞い上がった蝶を追った。前田と雪村も遙花を追って走りだす。

「あっちの三人はどこにいるんだ？」

「有あり明あけ付近からログインしてるはずです。何か異変を見つけたのでしょうか」

「何かあったっていってもな」

「一応、銃をどうぞ。データ持ち越しカードを持ってログインしたので」

　走りながら雪村がベレッタを前田に渡した。持ち越しカードで持ち込めるデータ量は極めて少ないので、この程度の拳けん銃じゆうが限界だ。

　橋を有明側に渡ると景色はがらりと変わった。空間が区切られていたので、この区域にはカスケードの被害が出ていないのだ。金色の蝶はゆらゆらと宙を舞いながらビッグサイト方面に向かっている。遙花の表情が少しだけ鋭く変化した。

「遙花ちゃん？」

「……見たことがあるような気がして」

「現実のビッグサイトを見たからじゃないか？」

「違うの。既き視し感かんっていうか、ちょっと嫌いやな気分になる」

　遙花が走りながらこちらを向いたとき、前田は遙花の目を見てしまった。

　強きよう烈れつな痛みを伴う映像に前田は顔をしかめた。

「どうしたの？」

「いや、なんでもないよ」

　前田の頭にねじ込まれたものもビッグサイトだった。ビッグサイト前の階段には、血まみれの人々の姿が見える。なんだこの映像は……。

　しかし、東京スフィアのビッグサイトにそんなものは存在しない。現実のビッグサイトもお祭り騒ぎが行われていただけだ。それとも東京スフィアで凄せい惨さんなことが起こっているのか？

「誰だれもいないですね」

　ビッグサイトへの遊歩道に入り、雪ゆき村むらは周囲を警戒しているが人ひと気けはまったくない。血まみれの人間の姿などなかった。蝶ちようは悠ゆう然ぜんと空中を旋せん回かいしビッグサイトの施設内に入っていく。

「行こう。きっとそこに前まえ田だ君を悩ませる何かがあるような気がする」

　遙はる花かは平然と歩いていく。前田と雪村は彼女を挟はさむようにして進んだ。

　東京ビッグサイト。

　そこはタクティクス東京において最後の決戦の場だった。そして、その場所は現実と仮想の狭はざ間までもあった。魔王との決戦の場である魔界にて、ログイン装置なくして前田たちは半仮想の世界に入っていた。敵の掲げる剣や嘶いななく馬がはっきりと見えたのだ。

　前田は薄暗い施設内を歩きながら思う。もともとログイン装置はシンプルなものなのだ。東京スフィアという仮想世界のイメージの八割以上は人間の記憶に頼っている。つまり、ログインするには脳の表皮に決まったシグナルと刺激を与えるだけでよいらしい。

　だとしたらログインに大がかりな機器は必要としないのではないか。ログイン時のシグナルを発生させて人間に仮想世界のイメージを与えるだけで仮想の世界に入ることは理論上可能だ。

　魔界も同じだった可能性がある。高こう揚ようした感情の人間が集まった閉鎖空間、つまりビッグサイト自体がログイン装置の役割を果たした……。

　遙花がぼたぼたと汗をかいていた。空間を舞う蝶は迷走するかのように飛んでいる。

「……どうしたの？」

「わからない。でもなんだか嫌いやな予感がするの。昔に感じたことがあるような、とても嫌な感覚なの」

「魔界に？」

　蝶は迷走しながらも東ホールへと入っていく。そこはタクティクス東京の魔界だった。半仮想の空間となった舞台。

　ホールに入る瞬しゆん間かん、遙花の髪がぞわっと逆立ったのを見た。ホールに入った雪村は目を大きく見開いた。ホールを飛んでいた金色の蝶は炎に包まれ墜つい落らくしていった。

　前田が見たのは深紅色だった。どす黒い空間が揺らめき、その深紅色はまるで炎のように見えた。前田の体はいつの間にか震ふるえていた。

「……アンジェリカ」

　前田はうめいた。彼女は緋ひ色いろの悪魔と呼ばれるストライカーだった。深紅色のコスチュームに身を包み、髪も炎のように赤い。彼女が立つ周囲の空間が歪ゆがんでいるのがわかる。

「……誰？　なんで入ってこられたの？」

　小さな声だったが、それは頭に直接響ひびいた。彼女がすっと目を開けると、らんらんと赤く光る瞳ひとみが見える。悠ゆ羽う美みと同じようにバグによって色が変化しているのだ。

「東京スフィアにログインできなかったのは、お前が原因か？」

　前まえ田だは銃をアンジェリカに向けた。

「あなた、まさか……」

　アンジェリカの表情が少しだけ変化した。その視線は前田の背後を向いていた。

「……遙はる花か」

　アンジェリカは遙花をじっと見つめている。遙花は突っ立ったままだ。アンジェリカについての記憶も失われているはずだ。

「……アンジー」

　遙花の口から微かすかに声が漏もれた。

「また私の邪じや魔まをしに来たの？」

　アンジェリカがゆっくりとこちらに近寄ってくる。

「動くな、こっちに来るな」

　前田は遙花の前に立ち銃を向けた。しかしアンジェリカは前田など目に入っていなかった。アンジェリカが不意に発火した。彼女から発せられた紅ぐ蓮れんの炎は蛇へびのようにのたうち、こちらへと向かってくる。

「遙花ちゃん避よけて」

　前田は叫んだが、遙花は石のように動かない。のたうつ炎の蛇に巻かれようとした瞬しゆん間かん、前田の視界で光がスパークした。

「大丈夫ですか」

　前田を抱かかえるようにして飛び退のいたのは白しら樺かばだった。遙花は悠羽美がフォローしていた。

「東京スフィアの異変は、やはりあなたでしたか」

　最後にホールに入ってきたのはゴールドだった。彼女が放つ強きよう烈れつな光に前田たちは目を細める。その光量によってアンジェリカを包む紅蓮の炎はどす黒いものに変わった。

　闇やみと光が対たい峙じしていた。

　ゴールドは金の粉をまき散らし、アンジェリカは黒い炎に包まれているように見える。

「悠羽美ちゃん、なの？」

　銀髪の悠羽美を見るのが初めてである遙花は驚おどろいていた。

「危ないから」

　悠羽美はすっと目を逸そらすと、遙花を背後に押しやった。

「バグで空間に干かん渉しようしているようですが、東京スフィアをどうしようというのですか？」

　ゴールドはアンジェリカを睨にらみつけている。

　このホールの空間は異様だった。真っ黒い霧きりが充満し、空間のデータに異変ができている。
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「私は東京スフィアの神になったの。それだけ」

「東京スフィアを管理する人工知能に強制的にアクセスしていますね。あの０・03秒を利用して東京スフィアを乗っ取るつもりでしょうか」

「まあ、そんな感じかしら」

　アンジェリカがクスッと笑い黒い炎が揺らめいた。

　前まえ田だは考えた。彼女は何をしようとしているのかと。現実ではなく東京スフィアの魔界で何をしているのだ……。

　そのとき、前田は黒い霧きりの向こうに何かを見たような気がした。

　霧の向こうに何かがあるのだろうか。

　歪ゆがんだ空間の向こうにもうひとつの世界が……。

（……助けて）

　霧の向こうから声が微かすかに聞こえた。それはまるで遙はる花かの声のような……。

　その声と数々のフラッシュバックのような映像のパズルが組み合わされる。思った。あのシーンがすべて本物だとしたらどうだろうか。矛む盾じゆんを埋めるたったひとつの仮説は存在する。

　東京スフィアとは違う別の仮想世界が作られている可能性だ。あの魔界の半仮想の世界が拡大し、知らない間に前田たちはその世界にログインさせられていたとしたら……。

「傷を利用して東京スフィアのコピーを作っているのか？」

　炎が乱れるように揺らいだ。アンジェリカはここで初めて前まえ田だを認識したかのように視線を向けた。

「あなたは誰だれ？　あなたには何が見えているの？」

　アンジェリカがこちらに寄ろうとしたが、割って入ったのはゴールドだった。

「彼は……言うならば東京スフィアの女神の恋人です。ですから、私たちに見えないものが見えているのですよ」

「半仮想の魔界を利用したな。東京スフィアの傷を利用して、その世界を強引に広げた」

「私の行動は東京スフィアという生命にとってもプラスなの。人間を仮想の世界に強制ログインさせ、人間が生みだす情報を利用して拡大し続ける。そして、私はその宇宙の神になる……」

　アンジェリカは否定しなかった。

「まさか、魔界同様に機器を使わずに人間をログインさせているのか？」

「東京にはスフィアにデータを入力する装置が配備されている。それらすべての装置がシグナルを発したとすれば──」

「なんてことを……」

　──情報の逆流。

　すべての東京の情報を統とう括かつするスフィアシステムを利用し、情報を逆流させたのだ。防犯カメラやソナー、そして人間の持つ携帯電話やモバイルで満たされる東京は、魔界と同じ特殊空間なのだ。

「東京スフィアとはユーザーの遊び場であって、それ以上でも以下でもありません。利己的な利用は許されません」

　ゴールドの体から激しく金色の光が散った。

「では死ね」

　アンジェリカのまとう黒い炎が天井まで炎上した。その熱に空間が歪ゆがみ、前田たちはよろめいた。もう手を出すことはできない。この戦いは東京スフィアの神と悪魔の戦いだ……。

　次の瞬しゆん間かん、光と闇やみが激突した。地じ響ひびきが鳴り、焼け付くような光のフラッシュと熱風が空間を支配した。

　前田は遙はる花かに駆け寄り抱だきしめた。彼女は異様なほどに体を震ふるわせており、歯をガチガチと鳴らしていた。悠ゆ羽う美みと白しら樺かばは臨戦態勢を取っていたが、次元の違う戦いに参加できていない。

　ふたりが交差するたびに光が弾はじけ火の粉が舞い飛ぶ。床をどす黒い炎の蛇へびがぐねぐねと蠢うごめいてこちらに向かってきたが、悠羽美がそれを踏みつぶした。

　前田は遙花を抱きしめながら顔を上げた。前田の目に映ったのはバランスを崩くずし始めた戦いだった。膠こう着ちやくしていたふたりの戦いに変化が起きている。

　アンジェリカの打撃を受けてよろめいたのはゴールドだ。ゴールドの光量がわずかだが落ちてきている。一方、アンジェリカを包む炎は勢いを増している。

「崩ほう壊かい後、ずっと遊んでたようね」

　アンジェリカの周囲には火の粉が舞い散っている。ゴールドの放つ光の粒が燃えているのだ。火の粉は前まえ田だにも舞い落ち、痛みと共に身を焼き焦こがした。

「これほどの情報量を操れるとは……」

　ゴールドが炎に焼かれながらうめいた。

「私は東京スフィアのコアと接続している。つまり、世界の神だ」

　アンジェリカの打撃にゴールドがのけぞる。さらに追撃しようとしたとき、意を決した白しら樺かばが突っ込んでいった。それを見て悠ゆ羽う美みも決意したようで戦いに乱入した。

　前田と雪ゆき村むらは戦いの部外者だった。この淀よどんだデータ空間では弾丸すらもまともに飛ばないだろう。さらに前田の胸の中で遙はる花かの震ふるえがひどくなる。

「遙花ちゃん、大丈夫だから」

「違うの。熱くて……」

　戦いは熾し烈れつを極めた。アンジェリカとゴールドが激しく交差し、白樺と悠羽美は隙すきを窺うかがい攻撃する。

「悠羽美さん！」

　雪村の悲鳴に顔を上げる。悠羽美が顔面を押さえてうずくまっているのが見えた。押さえた目から血が滴したたっている。目をつぶされてしまったのだ。さらに白樺が血を吐きながら床に倒れた。ごろんと前田の目の前に転がってきたのはちぎれた白樺の右手だった。

「やめて……」

　遙花の震えがさらに激しくなる。

　ついにゴールドの放つ光が消えた。よろめくように後ずさった彼女は、がくっと膝ひざをつく。アンジェリカの紅ぐ蓮れんの炎によってゴールドの金髪の半分ほどが炭化していた。

「人間の限界を知れ」

　アンジェリカはゴールドの体を蹴けり上げてからこちらを向いた。ギラギラ光るその両眼に前田の体は硬直する。アンジェリカの体は人間に見えなかった。大量のバグデータに干かん渉しようされている、怪物そのものの姿だった。

「これで四大チームのエースと言われたストライカーは私だけになる」

　アンジェリカは、すでに戦闘不能となった三人には目もくれず、遙花に歩み寄ってくる。

「……下がれ、化け物」

　前田は遙花の前に立ちはだかり銃を向けた。

「化け物？　私は完全なるデータを操っている。カスケードという化け物に接することで生みだされた情報だ」

　熱い。炎の熱によって意識が飛びそうになる。このような狂ったデータに接したことがある。そうだ、カスケードだ。バグの集合体ともいえる災わざわいの存在……。

　前まえ田だはアンジェリカに腕をつかまれ悲鳴を上げた。ブスブスと音を立てて皮ひ膚ふが焼ける。熱さや痛みは現実と変わらない。いや、それどころか現実でも感じたことのない痛みだ。狂ったデータが凝ぎよう縮しゆくされている……。

「やめて」

　遙はる花かがうめきゆらりと立ちあがった。

「遙花ちゃん」

　遙花は恐怖に震ふるえているのではなかった。自分の内部にある何かに震えていた。

「もうやめて……」

　遙花はアンジェリカの腕をつかんだ。アンジェリカの手から自由になった前田はその場にへたり込む。アンジェリカに触れただけで狂ったデータが体内に侵入してくるのがわかった。頭が強きよう烈れつに痛い。自らのデータに異変が起きてしまった……。

「死になさい。死んで私のデータの一部になるの」

　アンジェリカが両眼をかっと見開いた。同時に遙花の腕が炎上した。

「遙花……」

　前田の目の前で遙花はどす黒い炎に覆おおわれる。

「遙花さん！」

　雪ゆき村むらが叫んだが、すでに雪村は空間の熱で体が動かない。前田は必死で銃を握ろうとしたが、そんな動作すらできなかった。アンジェリカは手を出してはいけない存在だった。崩ほう壊かい後からさらに狂った存在になっていたのだ。

「……え？」

　アンジェリカが唖あ然ぜんとした表情をしている。遙花の全身を包んだ炎はぶわっと吹き飛び、アンジェリカの手をつかむ右手だけが燃え上がった。遙花の右手は紅ぐ蓮れんの炎に包まれる。

「ま、まさか」

　アンジェリカが後ずさる。しかし、遙花は燃え上がった手を離さない。

「あなたは、まさか……」

　アンジェリカの体が赤く炎上する。バグの炎をバグが焼き尽くしている。

「カスケード……」

　アンジェリカが悲痛な声を上げ燃え続ける。そうだ、この狂ったデータこそカスケードだ。東京スフィアのすべてのバグを凝縮した破壊のデータ。しかし、何な故ぜこの炎が……。

　前田は遙花の顔を見て愕がく然ぜんとする。異様な光を放つ遙花の両眼は狂っていた。

　まさか……。

　まさか、東京スフィアを崩壊させたカスケードの正体は……。

「……人間の限界を知れ」

　遙花の口から低い声が漏もれた。

　アンジェリカは絶叫と共に燃える。黒煙を吐き床に仰あお向むけに倒れた。

（遙はる花か……）

　すでに前まえ田だの声帯は熱に機能を失っていた。遙花は真まっ赤かに染まる両眼をさまよわせ、アンジェリカの体を踏み越え歩く。膝ひざをついていたゴールドは足を震ふるわせたまま動けない。

　遙花は右手だけを炎上させてホールを歩いている。遙花の体の一部だけがカスケードのバグの炎に包まれている。

「やはりあなただったのですね……」

　ゴールドがつぶやいた。

　カスケードの正体は遙花だったのだ。バグ殲せん滅めつで体内にバグデータを蓄ちく積せきさせ続け自らがバグになった。そして東京スフィアを崩ほう壊かいさせた……。

　右手を燃やした遙花は何かを探すように歩いていた。何をしているのだ……。

　不完全な形で出現したカスケードは周囲を破壊するまでには至っていない。目の前にいる遙花は完全な遙花ではないからだ。カスケードとしての遙花は東京スフィア全体に散っている。それでも、まだ狂ったデータは遙花の中に残留していた。

「空間が、崩壊してしまいます……」

　床に倒れていた白しら樺かばが警告した。彼女が言うとおり、ホールの空間はどろどろに溶けたチョコレートのように混こん濁だくして渦巻いていた。

　遙花はそんなホールを歩くと、どろりと溶けた空間に燃え上がる右手を差し込んだ。

　空間が裂さけるような異様な感覚があった。瀕ひん死しの皆は悲鳴を上げる。ホールが眩まばゆい光に包まれ、前田たちは東京スフィアから強制ログアウトされた。
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　ログアウト先は再び仮想世界だった。

「つう……」

　前田は頭を抱かかえうずくまっていた。頭が割れるほどに痛い。毎晩九時に移行するというルールは破られてしまった。それはアンジェリカが死んだためだろうか……。

「うう……」

　声に気づいてはっとする。横には悠ゆ羽う美みがいた。しかし両眼をつぶされ、銀色の髪は炎に焼かれ鉛なまり色いろになっていた。東京スフィアでの戦いのダメージが持ち越されてしまっている。

「大丈夫か、高たか橋はし」

　前田は悠羽美に駆け寄り抱だき起こした。ふたりがいる場所はまだビッグサイトではなかった。遙花たちを守るため、おとりになったからだ。たぶん、この世界の遙花はすでにビッグサイトに到達しているだろう。

「遙はる花か……」

　前まえ田だはぐっと歯を食いしばった。あの災わざわいのカスケードは本当に遙花だったのか。あんな化け物になるほど東京スフィアのバグをため込んでいたというのか……。

「目が、見えないの」

　悠ゆ羽う美みがうめいた。

「大丈夫だ、大丈夫だから」

　前田はそう言いどきりとした。遠くの景色が霧きりのように薄れている。蒸じよう発はつしたかのように街が消えていくその光景は世界の終しゆう焉えんだった。やはりこの世界は偽にせ物ものであり、アンジェリカの干かん渉しようによって作られていたのだ。

　ゴールドの思おも惑わくどおり、東京スフィアへの穴が空あいたのだろうか。それを確認するためにはここからビッグサイトまで行かねばならない。

　立ちあがろうとした前田はよろめいた。視界がぼんやりと薄れている。頭を強く振ったが乱れた視力は戻らない。アンジェリカのバグに触れてデータに異常をきたしているのだ。これではビッグサイトを目指すことなどできない。

「俺おれも目が……」

「じゃあ、いい。そばにいて」

　悠羽美は前田の手を強く握った。

「ごめん、ここまで来て……」

　前田は自分の無力さを呪のろった。視界がさらに薄れ、上下感覚を失いそうになる。

　そのとき、悠羽美が何かに反応したように顔を動かした。前田は薄れた視界の中に光を見た。その光の粒は空間をゆらゆらと舞っている。

「……ゴールドの蝶ちようだ」

　金色の蝶の光量はまだ失われていない。

「立てるか、高たか橋はし」

「……無理かも」

「馬ば鹿か、あきらめるんじゃねえ」

　前田は悠羽美に肩を貸し立ちあがらせた。

　ふたりはよろけながらも金色の光を追って進んだ。
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「避難をお願いします」

　雪ゆき村むらはビッグサイト前で擦かすれた声を上げていた。

「この世界は不安定です。いつ崩ほう壊かいしてもおかしくありません」

　ビッグサイト前には続々と人々が避難してくる。

　雪ゆき村むらは肩で息を切らしながらも誘導を続行していた。

　──東京スフィアへの非常口は空あいた。

　ただ、西にし新しん宿じゆくからのキャラバン移動は困難を極めたらしい。襲しゆう撃げきしてくるスカーレットのストライカー、そして大量の蜘く蛛も。移動するうちにキャラバンはズタズタに切り裂さかれてバラバラになった。強引についてきた一般人のほとんどは蜘蛛の餌え食じきとなったはずだ。

　それでも、ストライカーが中心となりＳＳを引き連れビッグサイトを目指した。一点突破をあきらめ、目標を分散させることにしたのだ。

　すでにスカーレットのストライカーは敗北を知ったようで襲おそってこない。蜘蛛は相変わらず人を襲っているが、プログラムの範囲内に戻った。

「……状況は？」

　階段を上がってきたのはインペリアルの佐さ々さ木き歩あゆ美みだった。彼女の姿もボロボロだった。ＳＳが数人いたが、お互いに肩を貸して歩いている状態だった。

「東京スフィアへの道ができました。あとは東京スフィアに戻り、電話からログアウトです。それで、記憶もアバターも残したまま脱出できる、はずです」

「そう。行きましょう」

　歩美は美み波なみの手を引き歩いていく。インペリアルのスポンサーの令嬢である東とう野の美波は無事にここまで運べたようだ。ただ、彼女には真っ黒な体液がかかり顔面も蒼そう白はくだった。

「サークルのみんなは大丈夫？」

　最後尾を歩いてきたのはイオンだった。

「まだ来てません。悠ゆ羽う美みさんと茉ま莉りさんは繭まゆ子こさんを守りながらここを目指しているはずなんですが……」

　雪村が言うと、イオンは「そっかあ」と返事をしてからビッグサイトへと入っていった。視線を上げると遠くの景色が妙にぼやけていた。もしかしたらこの世界の崩ほう壊かいが始まっているのかもしれない。もともと存在しない世界なのだ。プログラムの隙すきを突いて強引にアンジェリカが作った偽にせ物ものの虚構の世界だ。たぶん、このピリオド中に世界は壊れる。

　階段を上がってくる人影が見えた。

「白しら樺かばさん……」

　顔を出したのは凄せい惨さんな姿の白樺だった。右手首を失った白樺は、力なく階段を上ってくる。コスチュームは引き裂かれ半裸状態だ。白い裸体を裂く真まっ赤かな傷が痛々しかった。

「肩を貸します、白樺さん」

「それより、後ろを……」

　白樺は力なくつぶやき、その後ろを見た雪村は唖あ然ぜんとした。そこには繭子と茉莉の姿があった。瀕ひん死しの茉莉を繭子が支えて歩いている。

「ついたぞ茉ま莉り」

　繭まゆ子こは茉莉に微笑ほほえみかけた。

「……あ、う」

　茉莉はうめき声を上げるだけだった。全身はズタズタでストライカーとの交戦でか右目がつぶれていた。すでにアバターを失うほどのダメージを受けている。しかし、精神力でなんとか存在を保っている様子だった。

「茉莉さん、早くログアウトを」

　雪ゆき村むらは彼女に駆け寄り肩を貸した。

「……と」

「え、なんですか？」

「……待た、ないと」

　茉莉はずるりと地面に倒れながらもつぶやいた。

「前まえ田だか？　前田と悠ゆ羽う美みはまだ到達していないのか？」

　繭子が雪村を見た。

「まだです。到達できるかギリギリのところでしょう」

　雪村は顔を上げて言った。遠くの景色が消えていた。まるで崩くずれ落ちたように空間が失われている。虚構の東京の街は消滅する。

「これで終わりではない。今後も東京スフィアを悪用しようとする人間との戦いは続く。私たちはこの記憶を持ち越し戦わねばならない」

　繭子も消滅していく風景を見つめている。

「蜘く蛛もにさらわれた人間はどうなるんでしょうか」

「基本的に捕らわれた人間は生きている。このまま街と一緒に消滅するだろう。そして、何もなかったことになる」

　何もなかったことになる……。

「死んだ人間はアバターを失い二度と東京スフィアにログインできない。空あけた穴を通じて東京スフィアに戻った人間は記憶を持ち越せる。そして、その他ほかは何の影えい響きようもない。日常にまったく関連はない。それがルールだ」

　何事もなく日常が再開されるのだ。このもうひとつの東京の記憶を持ち越せるのは穴を通じて東京スフィアに戻った人間だけだ。死なずにこの東京と一緒に消滅する人間にとっては、いつもどおりの夏となる。

「もうすぐ穴が閉じるって。早くしないと」

　ビッグサイトから出てきたイオンが呼びかけた。

　一般人などを運んだキャラバンのほとんどは崩ほう壊かいし、東京スフィアに避難できたのはほんの一部だけとなった。アンジェリカとの戦いは、その大部分が闇やみに葬ほうむられることとなる。

「東京に戻ろう。私たちにはそうする義務がある」

「…………」

　茉ま莉りはうなずいた。もうこちらに向かってくる人影はなかった。彼女たちが最終便だったようだ。雪ゆき村むらは霧きり状じように消えていく街を見つめていた。

「……雪村も行くぞ」

「はい」

　雪村はうなずき、ビッグサイトへと入った。
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　視界の光が消えかける。仮想世界で体が冷えていくのがわかった。

　すでに銃弾を失い銃を放ほう棄きしていたが、蜘く蛛もの襲しゆう撃げきはおさまっていた。しかし、前まえ田だと悠ゆ羽う美みは限界が近かった。

「あっ……」

　前田は足を滑すべらせて転んだ。目の前に階段があったようだ。

「高たか橋はし？」

　前田は悠羽美を探して視線をさまよわせる。

「……ここ」

　小さな声が聞こえた。

「もう無理だから。あなただけで行って……」

「馬ば鹿かなこと言うな、このおたんこなす」

　前田は悠羽美を探し、手を引くと這はうように階段を上った。すでに東京の大半が消滅している。街の情報は霧のように細切れになり空間に散っていく。データがナイアガラの滝たきのように天に立ち上っていくイメージは目が見えずともわかった。終しゆう焉えんは近い。

「あ、う……」

　階段を上る悠羽美がずるりと足を滑らせる。

「きっともうすぐだから、がんばれ……」

　前田は強引に悠羽美を引っ張り階段を上りきった。視界はほとんど真っ暗だった。暗くら闇やみの中を舞う光だけを追っている状態だ。

「もう私を放っておいて」

「ふざけるな。お前のためじゃない、そんなことをしたら遙はる花かが悲しむだろ」

　仲間を見捨てない。そんな言葉は彼女の良心を繋つなぐ細い糸だ。バグに侵されすべてを失ってしまった彼女の心を守ってやりたかった。

「ああ……」

　前まえ田だはうめいた。体の感覚がなくなってきた。この結末は前田自身の罪なのではないだろうか。遙はる花かに偽にせ物ものを押しつけていた罰だ。だからこそ偽物の世界で死ぬことになる。惨みじめで矮わい小しような自分自身の記憶すら失い分解される。

「遙花……ごめん」

　前田は光を失ってしまった。悠ゆ羽う美みが床に倒れた。もう彼女を抱だき起こす力がなかった。最後に彼女の声が聞きたかった……。

「……前田君」

　声が聞こえた。

「遙花、ちゃん……」

　それは幻げん聴ちようではなかった。それははっきりと前田の耳に届いたデータだった。キラキラ輝く光と共に彼女の声は運ばれてくる。同時に倒れかけた前田は誰だれかに支えられた。

「よくたどり着きました」

　前田を支えたのはゴールドだった。微かすかに光が舞い、前田の視力は少しだけ回復した。ここはもうビッグサイトだった。

「高たか橋はし、ついたぞ」

「……うん」

　前田と悠羽美はゴールドに支えられながらホールの中に入る。

「遙花……」

　遙花の姿が見えた。暗い視界の中、彼女だけははっきりと見えた。

「前田君、悠羽美ちゃん」

　遙花は傷だらけのふたりに顔を歪ゆがめながらも安あん堵どの表情を浮かべた。

　遙花はどす黒い空間から出現した炎に身を焦こがされていた。いや違う。炎は腕だった。カスケードの炎上する腕だ。カスケードの手はしっかりと遙花の手を握っている。

　そこで前田はやっと気づいた。東京スフィアに存在するカスケードは、もうひとつの世界の同じ座標にいる遙花を探していたのだ。そして遙花に向かって手を伸ばした。

　そして二つの空間は結ばれた。

「もうすぐこの世界は消滅します。早く本物の東京スフィアに戻るのです」

　髪を炭化させたゴールドが言った。遙花が繋つなぐワームホールをくぐるのだ。

「遙花は？」

「手を離した時点で穴は消えるでしょう」

「じゃあ遙花は……」

「そうです。遙花さんはこの世界に残ることになります」

　そして世界と共に消滅する……。

「本物の東京スフィアに戻って。繭まゆ子こさんも雪ゆき村むら君も行ってもらったから安心して」

　遙はる花かは燃える手を握りながらにこりと笑った。

「行きましょう。戦いは続きます。アンジェリカも完全に死んではいません。私たちは東京スフィアのために戦い続けねばならないのです」

　ゴールドはこちらに手を差しだした。

「穴をくぐる際、私の力でカスケードのバグを押さえます。もう最後ですからご一緒に」

　ゴールドの光は消える寸前だった。ずっと彼女が穴をくぐる人々のフォローをしていたのだろう。

「高たか橋はし、ゴールドと一緒に行け。これが最終便だ」

「……あなたは？」

　悠ゆ羽う美みが血を吐きながら言った。

「俺おれは残るよ」

　前まえ田だは悠羽美の手をゴールドにしっかりと握らせた。

「意味のないことですよ。遙花さんはこの世界と共に消え、現実での記憶は失われます。何もなかったことになるのです」

　ゴールドは前田に東京スフィアに戻るよう促うながしている。

「たとえ記憶を失ったとしても、自分の義務は果たしたい」

　前田の言葉に、ゴールドは小さくうなずいた。前田の行動は予想していたのかもしれない。

「わかりました。では、悠羽美さん行きましょう。私たちは戦い続けなければいけません。記憶を持ち越し東京スフィアを守りましょう」

　悠羽美は光を失った瞳ひとみを前田と遙花に向けている。流れる血に涙が混じった。

「ありがとうございます。あなたたちのおかげで今回の悪意は消すことができました。たとえあなたたちが忘れたとしても私はずっと憶おぼえています。いえ、そんな情報はこの世界に残り続けることでしょう……」

　ゴールドはそう言い、悠羽美と共にワームホールに消えていった。

「私も、忘れない、から……」

　悠羽美の擦かすれた声も穴に消えていった。

　遙花はふたりが完全に消えたのを確認して手を離した。もうひとりの遙花ともいえるカスケードの手は火の粉となって空間に散った。タールのように歪ゆがんでいた空間が元に戻っていく。本物の仮想世界、東京スフィアへの道は閉ざされた……。

「……戻れなくなっちゃったね」

　遙花は前田を向いた。

「でもよかった。私はこの世界で本当のことを知ったから。たとえすぐに忘れても、知らないままでいるよりはよかった」

　遙花にとってこの偽にせ物ものの仮想世界は残ざん酷こくなものだったかもしれない。それでも、虚飾の現実世界よりは真実だった。

「私は何をしてたんだろう。ずっと東京スフィアを守りたいがために行動してて、でも、結果的に崩ほう壊かいさせることになった……」

　うつむく遙はる花かを前まえ田だは抱だきしめてやった。

「遙花ちゃんは東京スフィアそのものなんだよ。壊して再生して生命そのものだった」

　生と死の象徴であり、表現するなら東京スフィアの神だ……。

　遙花は前田に抱きしめられながら小さく笑った。

「ずいぶん遠回りした気がする。私が東京スフィアに望んだのはこれだけだったのかもしれない。色あせない情報の世界で、ただこうしたかった……」

　周囲が崩くずれていった。偽にせ物ものの仮想世界は霧きりとなって永遠に消滅する。そして、この抱き合った記憶も失われるのだ。それでもと思った。偽物の世界の中だからこそ言える。これはまぎれもなく真実だと。世界は莫ばく大だいな情報で溢あふれているが、一握りの真実は胸の中にあるものだけだった。

　たぶん、前田が昔愛した遙花は永遠に取り戻せることはないだろう。彼女の情報は散り散りになって仮想の世界に霧む散さんしてしまったからだ。しかし、それでいいと思った。自分は昔の彼女ではなく現在の彼女を、たとえ記憶を失ったとしても目の前の彼女を、永遠に……。

「遙花」

「……この世界の前田君も優やさしいね」

　遙花は胸の中で涙を流した。落ちた涙はそのまま空中で細かく分解され塵ちりになった。

　もうひとつの仮想世界は消滅した。
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　【現実世界８・22】




　東京の街も人々もいつもと変わらない。ただ変化したのは夏が終わりかけているということだけだった。

　前まえ田だはひとり怯おびえていた。何かがおかしかった……。

　いや、前田を苦悩させたあの焦しよう燥そう感かんのようなものは完全になくなっていたのだ。原因はまったくわからない。やはり一時的なものであったのだ。時間と共に心は治ち癒ゆした。

　しかし、前田には別の悩みが生じていた。それ故ゆえにずっと逃げるように街を歩き回っていた。ほとんど走るように歩いていたが、悩みはまったく解決していない。前田は汗をぬぐって頭上を見た。間抜けなほどに青い空が広がっている。

「……お兄ちゃん、大丈夫？」

　前田はその声に返答せずにただうなずいた。声の主ぬしはずっと前田の横にいるのだが、話しかける勇気がなかった。

「のど渇かわいたでしょ。はい、缶コーヒーおごるね」

　自動販売機でコーヒーを買ってきたのはクマのぬいぐるみを抱かかえた茉ま莉りだった。

　茉莉の格好は異様だった。たぶんアニメキャラと思われる魔法少女のコスプレをしており、ランドセルを背し負よっている。その格好は異様に似合っていたが、意味がまったくわからない。そして、茉莉はずっと朝から前田につきまとっているのだ。

「ほしい物があったらなんでも言ってね。ぜーんぶ買ってあげるから」

　茉莉はピンクの魔法ステッキを振り回している。こいつは何を考えているのだろうか。おかしくなったとしか思えなかった。もしかして東京スフィアが脳に悪あく影えい響きようを与えたのではないだろうか。しかし、本人にそんなことを聞けなかった。狂っている本人は自分がおかしいことに気づかないのだ。

「お兄ちゃん、どうしたのよう」

「……お兄ちゃんって？」

「妹のこと忘れちゃったの？　ぷんすか」

　前田はさっと目を逸そらした。やはり会話が通じない。

「休みなのに中なか野のを歩き回るだけでいいの？　もっと遠いところに行こうよう。私が全部おごっちゃうから」

　茉莉は前田と腕を組んでくる。茉莉の大きな胸が腕に当たりどぎまぎとしてしまう。確かにどこか遠くに行くのもいいかもしれない。こんなところを知り合いに見られたら……。

　とにかく相談するしかなかった。この特異な状況を話したかった。たとえ怒られても、いや、こんな状況だからこそ怒られ罵ののしられたかった。

　前まえ田だは再び歩きだす。立ち止まるわけにはいかない。問題はもうひとつあるからだ。前田はちらりと背後を窺うかがう。さっと電柱の陰に隠れた女性がいた。やはりついてきている……。

　前田をつけるストーカーがいるのだ。前田からきっかり十メートルの距離を取って、ずっとつけてきている。ロングヘアーの彼女は真っ白な日ひ傘がさを差している。その彼女には見覚えがあるような気がした。

　考えたくないことだ。しかし、どうしても重なってしまう。長い丈たけのフリル付きワンピースを着て女性の格好をしているが、立ち振る舞いなど雰ふん囲い気きまでは隠せていない。雪ゆき村むらの携帯を鳴らしたら、焦あせったように彼女が携帯の電源を切ったのが見えたことも恐怖の一因だ。

　だとしたらやつの意図はなんなのだ？　こうして前田をストーカーする理由などあるはずがない。だからといって声をかける勇気はなかった。夏だというのに前田は体の芯しんから恐怖に冷えていた。

　逃げるように中なか野の駅へと向かった。中野サンプラザ前のオープンカフェに向かうと、すでに繭まゆ子こが待っているのが見えた。待たしてしまったようだ。待ち合わせに遅れた場合、陰湿な罰を受けることになるが、それでも前田は繭子へと走った。

「あの、私は飲み物買ってきます」

　セルフなので、茉ま莉りがすたたとカウンターに走っていく。繭子は妙な格好をしている茉莉にまったく突っ込みも驚おどろきもしなかった。

「遅れてすいません」

　前田が頭を下げると、繭子は微笑ほほえんだ。

「いいよ、前田。気にしてない」

　前田は愕がく然ぜんとした。繭子が何を言っているのか理解できなかった。

「とにかく座りな」

　繭子に促うながされ、前田はロボットのように座った。背後を向くと、ストーカーは街路樹の陰からじっとこちらを見ている。

「繭子さん、あの、あのときのログイン、すいません」

　前田は謝った。六人で東京スフィアにログインしたときのことだ。あのときの記憶が曖あい昧まいだった。ログインに成功したような気がするが、中で何をしたかほとんど憶おぼえてないのだ。強きよう烈れつな光を見たような気がする。気づくと前田は強制的にログアウトしていた。

　その後、あのメンバーの中で前田と遙はる花かだけ体調を崩くずしてしまい、繭子にタクシーで中野まで送ってもらったのだった。遙花もログイン時の記憶はほとんどなかった。

「ログインの件は問題なかった。少々東京スフィアに問題があり、それも解決したよ」

　繭子は髪を払う仕草をしてこちらを向いた。風に長い髪がさらさらと流れている。

「私はこの街が好きだ。いつかこの街を離れるときがきても、この雰ふん囲い気きを思いだすんだろうな、って思う」

　なんだか繭まゆ子こは前まえ田だの目にとてもまぶしく見えた。

「はあ……」

「東京はもう人間が管理できる枠組みではない。この莫ばく大だいな情報体は生命だ。拡大と衰退を繰り返しこの世界で表現をする。誰だれもそんな街を利用も支配もできやしない」

「あの、俺おれ、そろそろ……」

　前田は立ちあがった。おかしいと思った。まるで夢の中にいるようだ。いや、もしかしたらパラレルワールドなのかもしれない。同じような街だが人間だけが変わっているという異世界だ。

「帰るのか？」

　繭子は寂しそうに言った。

「はい、今日はちょっと熱っぽくて。家で寝ておきます」

「そっか、残念」

　繭子は立ちあがり前田に近づいた。

「前田、ありがとう」

　繭子は前田を抱だきしめると頬ほおにキスをした。耳元でチュッと音が聞こえた。柔らかい唇くちびるの感触は風のようで全身が心地よく痺しびれた。

「い、いえ、問題ないです」

　前田は後ずさった。抱きつかれたときに腹を刺されたのかと思ったがそうではなかった。繭子はこちらを向いて微笑ほほえんでいるだけだ。

「失礼します」

　前田は繭子に頭を下げてその場から走り去った。カフェでアイスコーヒーとパインジュースを買った茉ま莉りがあたふたとついてくる。街路樹の陰にいたストーカーも走りだした。

　そんな前田を見送って繭子はクスッと笑った。

　前田は走り自分の家へと向かった。自分以外がおかしくなっていることは確実だ。療養系の温泉でも探してやるべきだろうか。それとも話を聞いて助けてやるか。そう思ったが、やはり関かかわりたくないというのが本音だった。こうなったらガレージに戻って寝るしかない。この世の中の悩みの大半は寝れば解消できるのだ。時間がかかったが前田の苦悩も時間が解決してくれたではないか。ぼんやりと日常を過ごし寝ているうちに元に戻ったのだ。

　前田は家の前にたどり着いて息を吐ついた。

「お兄ちゃん、アイスコーヒー」

　振り向くと茉莉が背後に立っている。

「わかった。コーヒーはもらっておく」

　前まえ田だはプラカップを受け取り玄関の扉を開けた。

「ちょっと今日は俺おれ、疲れてるみたいだ。じゃあな茉ま莉り」

　前田は、ぐいぐい中に入ってこようとした茉莉を押しだしながら家に入った。扉を閉めて鍵かぎとチェーンをかけて息を吐つく。これでひとまず安心──。

「……え？」

　前田は音を聞いた。家の中から音がする。家には誰だれもいないはずだった。愛あい理りは父親が海外から戻ってきており家族三人で旅行に出かけているのだ。

　前田は顔をしかめて廊下を歩く。音はリビングからだ。ガチャガチャとキッチンで家事をしているような音が聞こえる。

「……姉ちゃん、帰ってきたの？」

　リビングに入った前田はコーヒーを落とした。

　そこにはエプロン姿の女の子が……。
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「東京スフィアの知能は拡大を求めていただけです。ただ、生命のルールに従っただけなのです」

　オープンカフェの従業員をやっているエオリアが言った。

　繭まゆ子こは椅い子すに座ってじっと空を見つめていた。

「だからアンジェリカと共闘した、のですか？」

　繭子の目の前には白しら樺かばが座っている。

「共闘ではありません。拡大のために利用したのです。彼女の行動が東京スフィアに利があると判断しました。それだけです。彼女の行動、そして目的について私たち東京スフィアは関与しないのです」

「それによって、私たち人間が支配されたとしてもですか？」

「私たちには関係ありません。私たちには善と悪が存在せず、その判断も不可能だからです」

　エオリアは白樺の問いにはっきりと答えた。

　人工知能の東京スフィアには厳格なルールが存在する。それは善悪、イデオロギー、人種も肌はだの色も関係ない。ただそこにはプログラムというルールがあるだけだ。

　繭子は思った。東京スフィアは人間が利用し拡大させてきたものだが、いつからか逆になっていたのでは？　東京スフィアが拡大のために人間を利用しているのだ。東京スフィアにとって、人間とは情報を得る道具でしかない……。

「愚おろかです。肥大し続けていつかは破は裂れつします」

　白樺はエオリアに目を向けている。エオリアの瞳ひとみは空と同じく青だった。

「東京スフィアは人間と同じです。新陳代謝を繰り返しながら拡大します。カスケードのようなプログラムが淀よどんだデータを壊し、そして人間によってデータが再生されます。私たちが愚おろかだというなら、人間も同じでしょう」

「もしも、私たちが東京スフィアにとって害ある行動を取ったとしたら、敵になりますか？」

「敵と味方という概がい念ねんはありませんが……バグは排除します」

　エオリアはじっと白しら樺かばを見ていたが、ふっと微笑ほほえんだ。

「しかし、東京スフィアと人間は良好な関係を保てると思いますよ。お互いに支え合い進化するいわゆる共同体ですからね」

　エオリアの金髪は太陽の光を反射してまぶしく煌きらめき、繭まゆ子こは視線を逸そらした。

「……東京スフィアはどうなるのでしょう」

　白樺が繭子に聞く。

「変わらずだ。予定に変更はない。新たなＸゲームが企画され、世の中に広がっていく」

「それに人工知能の意思などが混じっててもですか？」

　タクティクス東京の枠組みを作ったのは人工知能ではないかと思う。あれほど細かいデータを使ったゲームを作ることなど人間には不可能だった。

「お互いに利用し合い拡大する。そんな進化に途中下車はないのだよ」

「アンジェリカなどは？　生死は不明ですが」

「東京スフィアを介して対決することになるだろう。その対決も東京スフィアにとっては利益になるのだろうがな。情報を生みだし動かす存在は必要だからだ。しかし、私たちは勝たねばならない。東京スフィアを悪用する存在は消去する」

「対決はすぐに起こるでしょうか」

「いや、今回の件で双方に甚じん大だいな被害が出ている。ＳＳも含め旧世代の戦力は半減している。しばらくは新たな戦力を補充する裏の戦いとなるだろうな。表向きは平和が訪れる」

　あの世界で幾人ものストライカーやＳＳが死亡した。彼らは自分が死んだと気づくことなくゲームから撤てつ退たいすることになる。いつの間にかアバターを失っており、東京スフィアにログインすることは不可能となる。

　あの戦いを憶おぼえている人間はほんの少数なのだ。これから東京スフィアを巡る戦いは水面下で静かに進行することだろう。

　繭子は再び空に視線を向けた。空の色は積極的ではなく夏の終わりを少しだけ感じた。
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「……やっぱりおかしい」

　前まえ田だは児童公園に駆け込み息を吐ついた。自宅で異様な光景を目にしてしまった前田はここまで逃げてきたのだ。周囲を窺うかがってみると、魔法少女やストーカーの姿はない。

「前まえ田だ君」

　はっと振り向くと、そこにはエプロン姿の遙はる花かが立っていた。

　前田はそんな遙花に目を奪うばわれてしまった。彼女にピントが合い、背景のすべてはぼやけ音も消えた。白黒の背景の中で遙花だけがカラフルだった。こちらに視線を向け彼女は微笑ほほえんだ。周囲に金色の光が散ったような気がした。

「ねえ、そんなに私たちの料理を食べるのが嫌いやだった？　せっかく前田君のお姉さんに頼んでキッチンを借りたのに」

「違うよ、そうじゃなくて、もうひとり。あいつ、変な格好でエプロンしてただろ。やっぱりおかしくなってるんだよ」

　自宅のキッチンにいたのは遙花と悠ゆ羽う美みだった。

「確かに悠羽美ちゃんの格好にはさすがの私も突っ込めなかったけど、なんか前田君を癒いやすためにっていう、プラス志向の行為ではあるらしいよ、きっと」

「違うんだよ遙花ちゃん、きっと俺おれたち以外がおかしくなってるんだ。今日だって……」

　前田は今日一日の出来事を説明しつつ、じっと遙花を観察した。彼女も同じくおかしくなっている可能性がある。しかし遙花の表情はいつもと変化がない。それどころか直視できないほどに光り輝いて見える。
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「……という感じなんだけど、でも、遙はる花かがまともでよかったよ。いや、遙花ちゃんが」

「え、うん」

　遙花は呼び捨てにされ少しだけ驚おどろいたようにうなずいた。

「みんなもいろいろ疲れているのかも。だとしたら、私たちでなんとかしないと。まともなのは私たちだけかもしれないし」

「それにしても、なんであいつら急に馬ば鹿かになったんだろう」

「サークルの仲間だから、私たちで解決するしかないよ」

「まずは原因究明だよな……」

　考え込む前まえ田だは遙花に手を引っ張られた。

「きっと夏がそうさせているんじゃない？」

　そうだ、この東京の異様に暑い夏が原因なのだと思った。前田と遙花は自然に手を繋つないだまま歩きだしていた。

「遙花ちゃんは大丈夫なの？　何か変わったことはない？」

　前田が聞くと遙花は微かすかに顔を赤くした。

「うん、変な夢を見るくらい、かな」

「変な夢って？」

「まず周囲のざわめきが消え、光が薄れていく。体は沈んでいき、視界も暗くなって私はどこにいるのかわからなくなる。まだ消えないで、って思うんだけど、すべては消えて暗くら闇やみになる……」

　そう言ったあと、遙花は前田を見つめた。

「でもね、最後まで抱だきしめてくれてたんだ」

　公園の時計の鐘かねが鳴り午後九時となった。

　──東京の街に変化はない。








あとがき






　二月ですね。東京にも雪が降ってます。きっとこの本は今年の電でん撃げき大賞受賞作品と共に書店に並んでいることでしょう。

　僕が電撃大賞を受賞したのが遥はるか昔のことのように思えます。五年ぐらい前でしょうか。それ以来ずっと電撃文庫を書き続けてきて今さら思ったのですが、なんていうか、このあとがきって、どうなんでしょうか？　必要ですかね？

　いや、それも仕事だろって言われたらそうなんですが、でも、正直なところ最近あとがきを書くのが苦痛になってきましてね。やっと本文を書き終わって解放されて油断していたときに食らったような、ゴング後のパンチみたいな感じなんです。

　それに一生懸命書いても、このページ、なんか僕の駄だ目めさをアピールするだけだし、成長するどころかどんどん質が下がっていってるよね、なんて言われるしまつです。そう言われると、本当に人間の質が落ちていっているような気さえします。

　担当編集さんがあとがきのことを忘れてくれれば、うやむやになるかと思い催さい促そくしてくるまで書かないことにしているのですが、逆に編集さんもギリギリまで忘れていて、「今日の五時までに急いで出してね」とか無茶を言うようになり、さらに質が下がってしまうという負のスパイラルに陥おちいっています。

　編集さんは「土ど橋ばし君の好きに適当にぼわっと書けばいいのよ」とは言うんです。でも、今まであとがきを十本以上書いていますが、一回でオーケーが出たことはありません。前シリーズのあとがきで編集さんのことをネタにしたら「次からやめてくださいね」って敬語で言われたので、さらに書くことがなくなっています。

　さらに告白すると、冒頭で二月ですね、雪が降ってます、なんて書いてますけど今は十二月なんです。臨場感のほうを優先するっていう小細工とかしてました。スタバで書いてるんですがクリスマスソングしか流れてません。さっき店員さんがサンプルのケーキをくれました。そんな中、あとがきを書いていると表現できない微妙な気分になっちゃいます。なっちゃうの。

　どうしたらいいでしょうか。ねえ、どうしたらいいと思う？

　ねえ、なんで窓の外はイルミネーションがキラキラなの？

　なんでみんな楽しそうにお外を歩いているの？

　あ、雪だ……。
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